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第一章　甘く蕩ける時間









　バランドール帝国の皇都から馬車で一時間ほど北西に向かうと、白い外壁と青い屋根が特徴的なサファイア宮がある。このサファイア宮で、第三皇子エドワードとその妻となったメルテンシアが暮らしている。盛大な結婚式から三ヶ月程は、メルテンシアは皇族の生活に慣れるため、広い宮の案内からはじまって女主人としてやるべきことを学んだ。宮で働く人たちを増やし、二人を守るために護衛騎士たちが常駐するようになった。

　宮での生活がはじまって半年が経ったが、メルテンシアとエドワードは相変わらず仲睦まじく過ごしている。

　この夜もエドワードが寝室に戻ってくると、先に寝室に入ったメルテンシアを抱きしめた。エドワードに抱きしめられながら、メルテンシアは彼の言葉に耳を傾ける。

「メルテンシア、今夜も俺のことを癒してくれる？　今日は一日、皇宮にいてメルテンシアを少しも見ることができなかったんだ」

「エドワード様、皇宮で何かあったのですか？」

「いや、騎士団の訓練だけだよ。今回はひとりひとりの実力を見るために、武闘大会形式でやったんだ」

「エドワード様、お怪我はありませんか？」

「怪我はないよ。ただその大会で負けられないと思ったせいなのか、鎮まっていなくてね。メルテンシアに鎮めてもらいたいんだが」

「……もうっ！　毎晩毎晩、いろんな理由をつけて」

「仕方ないだろう？　こんなに愛らしい妻が寝室で待っているのだから」

　耳元で甘く囁かれた後に、チュッとわざと音を立てて唇に軽いキスをされる。メルテンシアが顔をあげると、彼の唇は額に押し当てられた。いつもそうなのだ。わざと深いキスを避けて、メルテンシアをその気にさせる。そしてメルテンシアがキスをせがむのを待っているのだ。

（今夜こそはキスしてほしいなんて言わないんだから）

　しかし数分後にはその決意も見事に崩され、メルテンシアは自分からエドワードの唇を奪って舌を彼の口腔内へと入れてしまう。彼の膝の上に跨り、ネグリジェの裾は太ももまでまくれている。メルテンシアの大きなバストをエドワードが両手で掴み、ネグリジェ越しに頂を指で探ってくる。

「んっ、やんっ……」

　甘い声をあげたメルテンシアは、胸元のリボンを自分の手で解く。布越しに頂を触れられるよりも、エドワードの舌で嬲られたい。

「メルテンシアは、おっぱいを弄られるのが好きなんだよな。おっぱいを揺らしながら俺を誘ってくるし」

「そ、そんなつもりは」

「乳首をちゅっちゅと吸ってあげると、ここは熱くとろとろになってしまうだろう？」

　エドワードの指がドロワーズ越しに蜜口をなぞる。

「んっ……」

「少し濡れてきているようだね」

　この半年の間に、メルテンシアの身体は徐々に変わってきていた。キスをされて胸に触れられるだけで、下腹部は蜜が溢れてしまう。それだけではない。もっともっとエドワードを独占したくてたまらなくなってしまうのだ。

「メルテンシア、こんなに濡れているなら、自分で挿れてごらん」

「え？」

「ほら、俺のを掴んで」

　メルテンシアはエドワード自身を手で触れる。そしてドロワーズを自分で脱ぐと、中心部分に彼自身を宛がった。だが、濡れて滑るのかそれとも宛がう角度が悪いのか、ぬるんと滑ってしまって入っていかない。

「手伝ってあげる」

　エドワードがメルテンシアの腰を掴み、ぐんっと下から突き上げてくる。

「あんっ、はぁっ……ああん」

「ほら、自分で動いて」

　メルテンシアは彼の上で必死に腰を揺らした。大きなバストを揺らしながら、彼と一緒に高みを目指していた。

　毎晩のように二人が愛を囁きあっていることは、サファイア宮の侍女たち全員が知っている。というのも、湯浴みのたびにメルテンシアの肌に残っているエドワードの痕を見るからだ。

「仲睦まじいというよりも」

「田舎令嬢だからでしょう？　身体以外に旦那様を楽しませる術を知らないのよ」

「そうね。身体で誘惑したに違いないわ。旦那様も戦地に赴いていた後だっただろうし、そういう欲求もあったでしょうから」

「でもそういう女性に飽きるのも早いでしょうから」

　侍女たちの間でそんなふうに噂されていた。メルテンシアが気付かないふりをするからなのか、侍女やメイドたちはエドワードがいない時間、好き勝手にメルテンシアを蔑む噂話に花を咲かせている。

　そのことに気づいていながら、打つ手のないメルテンシアに皇后陛下から招待状が届いた。

　メルテンシアが皇后陛下の応接室を訪れると、そこにはもう一人女性が座っていた。

「皇后陛下、ご歓談中、失礼いたします。第三皇子妃メルテンシアがご挨拶をさせていただきたく……」

「メルテンシア、丁寧なあいさつをいつも心がけてくれてありがとう。今日、あなたを呼んだのはどうしても紹介したい人がいるからなの」

　皇后陛下はドアの近くに佇むメルテンシアの手を取り、ソファに連れて行ってくれた。

「メルテンシア、不安にならなくていいわ。こちらのガザン侯爵夫人は私のお友達で、何よりも博識であなたの力になってくれるはずよ」

「はじめまして、第三皇子妃」

「はじめまして、メルテンシアと申します」

　メルテンシアは座る前に深々と挨拶をし、ガザン侯爵夫人はその様子を見ながら目を細めていた。

「メルテンシア、座ってちょうだい」

　皇后陛下がそう言い、メルテンシアはソファに腰を下ろした。すると侍女がメルテンシアにも紅茶を淹れてくれる。

「ガザン侯爵夫人に、メルテンシアの家庭教師を頼んだの。あなたが知りたかったこと、学びたかったこともあるでしょうし、学ばなければならないことも多くあると思うわ。ガザン侯爵夫人ならきっとあなたの助けになると思って」

　皇后陛下の言葉にメルテンシアは頭を深く下げた。

「ありがとうございます。ガザン侯爵夫人、どうぞよろしくお願いします」

「私は厳しいと言われているけど、それでもよろしいかしら？」

「はい、厳しく指導していただければと思っております」

　メルテンシアはガザン侯爵夫人の鋭いまなざしにもうろたえずに答えた。

　メルテンシアの家庭教師としてガザン侯爵夫人が週に三回程度、サファイア宮に来てくれることになった。

「ほかにもお願いがあるのよ、メルテンシア」

「何でしょうか？」

「侍女として一人、あなたのそばに付きたいと申し出があってね……」

　皇后陛下に頼まれたメルテンシアは断れなかった。

　皇后陛下の応接室を出て、護衛付きの馬車に乗り込む。サファイア宮に戻りながら、メルテンシアは考えていた。

（エドワード様と結婚して、半年が経つけど……まだまだ勉強が足りない。皇后陛下もそのことにお気づきになってガザン侯爵夫人を家庭教師として呼んでくださったんだわ。でも、執務の方もまだ覚えることが多いのに、私にできるかしら？）

　できないとは言えない。今後もエドワードの隣で過ごすには、何をしてでも覚えるしかない。今までメルテンシアは侍女の扱い方を教わったことがなかった。サファイア宮で過ごして半年が経つのに、今もまだ侍女の扱い方がよくわからない。そのため小馬鹿にされているのも知っている。知っていてもどう咎めればいいのかわからないのだ。

　侍女長がメルテンシアに協力してくれているが、今のままでは女主人として認めてもらっているとは言えないだろう。

（少しはできるようになったこともあるけど、まだ全然足りないのよね）

　エドワードは騎士団長としての職務もサファイア宮の主人としての執務も完璧におこなっているのに、メルテンシアは何一つ満足に仕事ができていない。

「おかえり、メルテンシア」

「ただいま戻りました。エドワード様、遅くなってしまって申し訳ありません」

「メルテンシアが遅かったわけじゃない。俺が早めに戻ってきただけだよ。皇后陛下との謁見で何かあった？」

「家庭教師を紹介されたのと……」

「家庭教師？　誰が来ることになったんだ？」

「ガザン侯爵夫人です」

「ガザン侯爵夫人か。素晴らしい人だよ。ほかにも何かあったのか？」

　エドワードがメルテンシアを優しく見つめ、問いかけてくれる。

「ええ、もう一人私の傍付き侍女が増えることになったのですが」

「メルテンシアは侍女がいなくても一人で何でもできるからね。でも頼ることも必要だ。俺にももっと頼ってくれていいから」

「ありがとうございます。エドワード様、お仕事はまだありますか？」

「いや、今日はもう終わりだけど」

「お食事の前にいくつか訊きたいことがあります」

　メルテンシアはエドワードに自分の執務について尋ねることにした。メルテンシアの主な執務はサファイア宮での経費を管理している。

「侍女が一人増えて、家庭教師も増えるので」

「給金のことか。心配しなくていいよ。それよりもメルテンシア、今月あたりからドレスを多めに仕立てておいた方がいい。もうすぐ社交シーズンが始まるから、仕立て屋に来てもらわないと」

「でも、まだドレスはいっぱいあるし」

　メルテンシアが渋ると、エドワードが首を横に振る。

「他国からのお客様が来ることもある。用意をしておくことが大事だからね。もしお金が足りないようであれば、また相談してくれればいいから」

　夕食までの間にメルテンシアはエドワードと相談して、様々なことを決めていく。そしてその書類を食事の準備ができたと告げに来た執事に渡した。

「遅くなったけど、今日正式に魔塔から連絡があった。メルテンシアは七色の魔法使いとして魔法使いの登録が終了した。皇帝陛下からの推薦状もあり、特に魔力測定や属性判定は必要ないみたいだ。七色の魔法使いは属性がないのもあり、光魔法が強いという判断にしてもらっているから、安心していいはずだ」

　メルテンシアには聖女の力が流れている。帝国では魔法が使える者すべてが魔塔に魔法属性と魔力判定の結果を提出する義務があった。メルテンシアはデビュタント後に皇帝陛下の推薦状を頂いて、魔塔に提出していた。書類だけの判定となり、それなりの議論もあったのだろう。一年半以上かけて魔塔が認めてくれたようだった。

「明日は皇宮での合同演習があるから、朝食は一緒に食べられないな」

「合同演習が増えてきていますが、また視察があるんですか？」

「うん、視察に行ってもらおうと思っているチームがあって、その強化演習」

「エドワード様は行かないんですか？」

「この宮にも騎士たちを呼んでいるから、彼らの訓練もあるし」

　騎士団のことはよくわからないメルテンシアは頷くだけだった。

　夕食を済ませると、エドワードは執務室に入った。メルテンシアは侍女に手伝ってもらって湯浴みを終わらせる。

　ベッドに腰を下ろして、本を読んでいた。帝国の魔法史について書かれたもので、領地で過ごしていた時は知らなかった情報を頭に叩き込んでいる。

　メルテンシアがまだラムド辺境領にいた頃、彼女には屋敷の外のことを学ぶ機会がほとんどなかった。定期的に来る家庭教師が一般常識と社交界で困らない程度のマナーを教えてくれて、雑談として噂話を少ししていく程度だ。それでもメルテンシアには乳母のマルタと世話役のシェーンがいて、二人と過ごす時間が楽しくて幸せだと感じていた。

　今のメルテンシアはこの広いサファイア宮の中でエドワード以外と談笑することもない。侍女や世話をしてくれるメイドたちとは世間話をすることもなく、疎外されていると思うこともある。

（田舎娘が皇子様の花嫁になったとしても、誰も仲良くしてくれないわよね。社交界シーズンがはじまったら、どうしよう？）

　ティーパーティを開いたり、サロンを開いたり、社交活動をすべきだとわかってはいるが、招待する相手がいない。同年代の人たちとどのように交流を持てばいいのか、メルテンシアにはわからなかった。

「メルテンシア、まだ起きていたのか？」

「あ、エドワード様、お疲れ様です。つい本に夢中になってしまって」

　メルテンシアが慌てて本を閉じると、その本をエドワードが取り上げた。

「メルテンシアが本に夢中になっているときの表情とは違うだろう？　何か考え事をしていたんじゃないのか？」

　エドワードにはすぐ見透かされてしまう。

「社交活動に不安があって……私、まだ誰もお友達がいなくて。それに誰にも相談ができないから」

「俺以外に相談相手が必要なのか？」

「女性同士で相談したいことだってあります」

「マルタが領地に戻ってしまって寂しいのもあるだろうな」

「そうですね。でもマルタには今までずっと一緒にいてもらったから。私の世話で自由もなかったでしょうし、領地でゆっくりと過ごしてほしいと思って」

「領地でのんびりする暇はないんじゃないか？　ルドの世話に忙しいかもしれないぞ」

「お兄様のお世話ですか？」

「ああ、きっとルドと離れていた時間があって、世話をしたいと思ったんじゃないかな」

「マルタの考えそうなことですね」

　メルテンシアの兄ルドルフは辺境領を継ぎ、ラムド辺境伯として領地を守っている。それだけではなく、彼は皇室騎士団の副団長として任務を果たしていた。

「メルテンシア、そろそろ寝ようか」

「……今夜はダメですよ」

「うん、わかった。キスだけ」

　二人は唇を重ね、一緒に横になった。エドワードの腕がメルテンシアを包むように抱きしめてくれると安心して眠りについた。

　翌朝、メルテンシアが目覚めると、エドワードの姿はなかった。そのかわり、メルテンシアのネグリジェは前がはだけ、胸元には赤いキスマークがつけられていた。

「寝ている間にひどいわ」

　メルテンシアの肌に残される赤い痕は一つもない時がない。その肌を侍女やメイドに見られるのが恥ずかしくてしかたない。

　エドワードの外出中にメルテンシアはメイドたちの陰口をまた耳にした。

「侍女だからって偉そうにされるのも面白くないのよ」

「そうよね。田舎令嬢の侍女がどれだけ偉いんだか」

　メルテンシア個人のことであればまだ我慢もできるのだが、メルテンシアの傍付きになってくれた侍女二人に対しては許せないと思った。

　執事と侍女長を呼び、メルテンシアはホールにメイド全員を呼ぶように告げた。

　すぐに全員集まったが、話を聞くような態度ではなかった。

「そのようなふるまいをするような方々が、はたしてこの宮で働くのに相応しいでしょうか」

　メルテンシアは低い声でそう告げた。

「これから社交シーズンを迎えることになります。この宮にもエドワード様と懇意にされている貴族や皇族の方々をお招きすることが増えることになるでしょう。ですが、現状の皆様の態度を見る限り、お客様をもてなすことはできないと考えます。わたくしのことが気に入らないのであれば、この宮から去っていただいて構いません。後ろ盾となる家門があるようですし、別のところに紹介されるのもたやすいことでしょうね」

　メルテンシアはそう言った後で言葉を続けた。

「品位を欠いたふるまいをする奉公人だったため、サファイア宮から解雇されたと紹介状には記させていただきます。宮での品位を保てない奉公人は必要ありません。もちろん、皇后陛下からの紹介もありますが、陛下には品位のない態度で仕事をしていると報告をさせていただきます」

　そのあとで、メルテンシアは息を深く吐いた。

「今まで黙っていたのは、皆様がこのままではいけないと感じ、秩序を守るようになるのを願っていたからですが、見込めないことに気づきました。全員に処罰を与えます。皆様が改善されるまで減俸します」

　メルテンシアは言いたいことを言った後、すぐに自分の執務室に戻った。心臓がばくばくと音を立てていて、それが落ち着いたころに侍女がティーセットを持ってきてくれた。

　その日のうちにその件について、エドワードの耳に入ったはずだが、彼はメルテンシアに何も言ってこなかった。それもあり、メルテンシアは余計なことをしたような気がしてならなかった。




　家庭教師としてガザン侯爵夫人がやってきたのは、メイドたちを叱った三日後だった。メルテンシアは自分の執務室に招き入れた。

「ごきげんよう、ガザン侯爵夫人」

「ごきげんよう、メルテンシア皇子妃」

　まずは何から教えてもらえるのか、メルテンシアは期待に胸を躍らせる。

「本日は皇室のお話をさせていただきますわ」

「皇室のお話、ですか？」

「ええ、メルテンシア皇子妃も帝国史に書かれる皇室の年表はご存じでしょう。私が今回、お教えするのは現在の皇室のことでございます」

　メルテンシアはガザン侯爵夫人に頷き、膝の上に手を組んで彼女を見つめる。

「皇帝陛下と皇后陛下はご存じですね。皇后陛下には二人の皇子がいらっしゃいます。皇太子様と第三皇子エドワード様」

「はい」

　メルテンシアは頷き、ガザン侯爵夫人は淡々と話を進める。

「帝国では皇帝陛下だけ、第三夫人まで娶ることが許されています。理由は皇室の血を絶やさないためです。皇后陛下との間になかなか子を授かれず、皇帝陛下は第一夫人を迎えました。皇后陛下の侍女の一人です。その方はすぐに子をもうけたのですが、皇女でした。その次に皇后陛下が皇太子様をもうけ、第一夫人はもう一人皇女を授かりました。そこで皇帝陛下はもう一人、第二夫人を迎えました。彼女はすぐに皇子を授かり、この方が第二皇子のヴォルフ様です。第二皇子は見たことがありますか？」

「ええ、お顔だけは拝見したことがあります」

「勉強熱心で争いごとが苦手な方だと伺っています。皇帝陛下は第三夫人まで迎えましたが、第三夫人は皇女を一人授かっただけでした」

「そのあとエドワード様がお生まれになるのですか？」

「ええ、そうです。そしてそれから五年以上経ってから、第三夫人が皇子を授かるのですが」

「皇位継承権からは遠いということですね」

　メルテンシアがそう言い、ガザン侯爵夫人は頷いた。

「次期皇帝陛下として有力なのは、レーベン皇太子様。レーベン皇太子様は一年ほど前にセザンヌ様を妃に迎えられました。皇太子としてレーベン様は申し分のないお方であり、セザンヌ様も伯爵家のご令嬢、皇室の誰かに嫁ぐために教養を身につけられたお方です」

「レーベン皇太子様は魔法も剣もお使いになるのですか？」

　メルテンシアの質問にガザン侯爵夫人は首を横に振った。

「レーベン皇太子様は魔法も剣もエドワード皇子に敵わないでしょう。ただ国政を読む力と申しますか。政治に強く、他国との商談もうまく平和が維持できていると言えるでしょう。魔法に関しては攻撃というよりは防御に徹しているようですよ」

「セザンヌ皇太子妃様はどのようなお方ですか？」

　メルテンシアがまた質問し、ガザン侯爵夫人はゆっくりと答えてくれた。

「社交界でも一目置かれる方です。落ち着いて物事を考え、社交活動が円滑にいくように配慮されると聞いております。セザンヌ様は水属性の魔法が使えると聞いたことがあります」

　メルテンシアは頷き、ガザン侯爵夫人はここからが本題と言わんばかりに顔をしかめた。

「皇太子様、第二皇子様、第三皇子様と三人の皇子がいて、それぞれに良い部分があり、また誰が次期皇帝陛下となっても遜色がないと言われております。つまり貴族の間でそういった派閥ができているのも事実です」

　メルテンシアはガザン侯爵夫人から話を聞きながら、しっかりとメモを取っていた。第二皇子はいまのところ、結婚の兆しがないことから次期皇帝陛下の競争に一歩遅れを取っているのだとか。そしてエドワードとメルテンシアが先に子を授かり、それが男の子であればエドワードが次期皇帝陛下に一歩近づくということだ。

「エドワード様は皇帝陛下になるつもりはないかと思うのですが」

「それはその時が来るまで誰にもわからないものです」

　ガザン侯爵夫人はそう言い、現在の皇帝陛下も皇位継承権第三位だったのに、上位の皇子よりも先に魔法を習得したということで皇太子になったという。

「つまり、メルテンシア皇子妃。あなたももしかしたら皇后陛下になりうる可能性があるということです。その点も踏まえ、私が教えられることは教えていくつもりですよ」

　メルテンシアは頷き、ガザン侯爵夫人からいろいろなことを教わることになった。

　ガザン侯爵夫人はメルテンシアに対し、心を開いているというわけではない。それはメルテンシアも感じていることだが、教えてくれることはすべて、いままで学ぶ機会のなかったものばかりだ。

「今後は皇后陛下が主催する皇室のお茶会というものに招待されることが増えるでしょう。そこには第一夫人から第三夫人、そして皇太子妃が出席されます。そこでの話はどんな内容であれ、誰にも口外してはなりません」

　皇太子妃が主催するパーティも出席は必ずしなければならない。その時のドレスの色まで決まっている。誰にも教わることのなかった皇室の常識、それを教えてもらえるのはこの機会だけだと感じ取っていた。

「それからメルテンシア皇子妃、わずかではありますが……訛りがあるようですね。それも矯正していきましょう」

「ありがとうございます。自分では気づけなかった部分ですので、厳しくご指導をお願いいたします」

「わずかに今もイントネーションが違いますわ」

　細かい指摘にもメルテンシアは嫌な顔を一つせずに受け入れた。

　翌日の昼過ぎ、メルテンシアの執務室にまた訪問があった。

「わたくし、ダリアン伯爵の嫡女ミゼリーと申します。この度、第三皇子妃の侍女として奉公させていただくことになりました」

「お話は伺っております。ミゼリーさん、どうぞよろしくお願いします」

　メルテンシアの挨拶に、なぜかミゼリーは気分を害したようだった。

「第三皇子エドワード様にご挨拶をさせていただきたいのですが」

「本日は夕刻まで皇宮で会議が行われております。お戻りになったらご挨拶の機会を与えましょう。今日は移動もあり、お疲れだと思いますのでお部屋で休んでください」

「いえ、疲れなどありませんわ。できれば、サファイア宮の案内をお願いしたいのですが……第三皇子妃、お散歩でもいかがでしょうか？」

「そうですね。それでは一度お部屋に案内させますので、荷物を置いてきてください。片づけが終わったら、また執務室にお越しください」

　メルテンシアはそう言い、侍女長にミゼリーの案内を頼んだ。

　伯爵令嬢のミゼリーに対し、どのように振る舞うべきかメルテンシアは悩んでいた。彼女からはありありと蔑んだ視線を向けられていた。もちろん怯むつもりはなかったが、皇都の貴族令嬢の中でもそれなりの地位と人脈を持っていると聞いている。

（どうして私のところに侍女として来たのかしら？　今後のことを考えたら皇太子妃の侍女になったほうが将来的にも有利なはずなのに）

　年頃の女性が侍女として皇室関係者や自分の家よりも身分の高い家に行くのは、行儀見習いのためだけではない。結婚するにあたり、よりよい家に嫁ぐための経歴として使えるからだ。また奉公先の主人から紹介を受け、よりよい婿を探すことも可能になる。騎士団の団長であるエドワードの人脈は騎士が多い。皇太子のレーベンは政治的にも人脈は広く、隣国や他国とも親交がある。よりよい家柄を求めるのであれば、レーベン皇太子を頼ったほうが良いと思われるのだが。

（お兄様と親しくなりたいとか？　でもお兄様と結婚する相手は聖女の力を持つ人が有力な候補者だけど）

　聖女の力を持つメルテンシアだが、そのことを知っているのは皇帝陛下、皇后陛下のほかに兄とエドワードくらいだ。

（ミゼリーさんからは火属性の魔法が感じられたわ。攻撃魔法が得意なのかもしれないわね）

　メルテンシアは兄のルドルフ同様にほぼすべての属性魔法を扱える。中でもメルテンシアは防御と回復、癒しなどの光の魔法使いが得意とする分野に長けていた。エドワードもまたまんべんなく魔法は使え、皇室の血筋から移動魔法が使える。エドワードは攻撃魔法の方が得意で範囲攻撃ができる範囲魔法も習得していた。

　考え事をしながら執務をこなしていたメルテンシアだが、小一時間ほどでミゼリーが戻ってきた。

「第三皇子妃、準備ができましたわ」

　ミゼリーは、胸元が大きく開いた明るい水色のドレスを纏い、手には日傘を持っていた。メルテンシアは立ち上がり、白地に紺色のアクセントが入ったドレスのまま侍女から日傘を預かった。

「ミゼリーさん、侍女のアメリアさんとレティスさんですわ」

　メルテンシアは二人の侍女を紹介し、四人は連れだって庭へと出た。

「この塀よりも奥は騎士団の兵舎と演習場があります。立ち入り禁止区域なので、間違っても入ってはなりません」

　メルテンシアはサファイア宮の裏手にある一角をまず案内した。裏庭はまだ整備が終わっておらず、今後庭師が花や樹木を植えていく予定だと伝える。

　正面の庭は主にバラが多く植えられており、大理石の噴水がメインだ。

「メルテンシア様、そろそろティータイムですが、本日はお庭でいかがでしょうか？」

　アメリアがそう言い、メルテンシアは頷いた。

「そうね。今日はあの四阿あずまやでティータイムにしましょう。アメリアさんとレティスさん、準備をしてきてください。ミゼリーさんはこちらにどうぞ」

　メルテンシアはてきぱきと指示を出し、ミゼリーを連れて四阿へと向かう。

「とても素敵な庭園ですね。こちらは第三皇子妃が来る前からですか？」

　ミゼリーは椅子に腰を下ろしながら、話しかけてきた。

「半年かけて手入れをしてもらいましたわ。裏庭もきれいな状態だったのですが、騎士団の兵舎を作ることになって、今はまだ手を入れているところです」

「そちらはエドワード第三皇子様が考えていらっしゃるのですね」

「そうね。あら、アメリアさんたちが準備をしてくれたようだわ。ミゼリーさんは明日から二人と一緒に侍女のお仕事を学んでください」

「承知いたしました」

　アメリアとレティスがそろうと、四人でティータイムを始めた。主に話をするのはアメリアとレティスで、メルテンシアは二人の会話に相槌を打っていることが多い。

「ミゼリー様は社交界でたくさんの方と交流があると聞いています」

　レティスがそう言い、ミゼリーは得意そうな顔をして頷いた。

「ええ、貴族の交流によく誘われるから……それもあって皇后様が第三皇子妃の助けになってほしいと言ってくれたの。第三皇子妃はまだお友達がいらっしゃらないでしょう？　社交活動で招待する人を一緒に考えることもできるから」

　メルテンシアはその話を聞きながら、ミゼリーの本心を探っているつもりだった。

「ミゼリー様は皇太子妃様の侍女を希望されていると噂に聞いていたのですが」

　レティスの質問はメルテンシアの疑問の解決になりそうだった。

「大きな声では言えないけど、父が皇太子様派ではないの。それに皇太子妃様のご実家と私の家はあまり仲が良くなくて」

　貴族の家同士、いろいろとあるとは聞いていたが、自分の身近で聞くとは思ってもみなかった。

「セザンヌ様が皇太子様とご結婚されたから、エドワード様派になったのかしら？」

　メルテンシアの疑問にミゼリーは首を横に振った。

「いえ、もともと父は皇太子様よりもエドワード様を支持しておりました。領地の相談にも乗ってもらったとか。恩があるようでして」

　ミゼリーの話を聞きながら、メルテンシアは午後の時間をゆっくりと過ごしていた。

「メルテンシア、ここにいたのか」

「エドワード様？　もうお帰りのお時間でしたか」

　メルテンシアが慌てて立ち上がると、エドワードが走り寄ってきた。

「いや、会議を一度切り上げなければならない議題になってしまってね」

「また皇宮に？」

「今日はもう終わりだ。ああ、そちらが新しい侍女？」

「はじめまして、エドワード第三皇子様。ダリアン伯爵の嫡女ミゼリーでございます。本日より、第三皇子妃メルテンシア様にお仕えさせていただくことになりました」

「そう、よろしく頼むよ。メルテンシア、ティータイムを切り上げてもらってもいい？　君にも相談することができてしまったんだ」

「ええ、構いませんわ」

「もう少ししたらルドも来るはずだから。ルドと君の二人に意見を聞くつもり」

「お話は伺いますが、意見というほどのことが言えるかどうか」

　メルテンシアが戸惑うと、エドワードが手を差し伸べてくれた。

「率直な感想でも構わないんだ」

　メルテンシアはエドワードの手を取り、二人は仲良くサファイア宮に戻ろうとしていた。忘れていたとばかりにメルテンシアは足を止め、振り返った。

「アメリアさん、レティスさん。そこを片付けて、ミゼリーさんを送って差し上げて。そして明日から仕事をしてもらうから、明日からの予定を教えてあげてほしいの」

「かしこまりました」

　二人が深々と頭を下げるのを見て、メルテンシアはエドワードと一緒に歩き始めた。

　エドワードの執務室に入って、メルテンシアはソファに座った。

「エドワード様はミゼリーさんにお会いしたことがあったのですか？」

「うーん、あったかもしれないな。ダリアン伯爵とは何度か会っていて、ご子息は二人とも騎士団に入団していたのだが、長男のほうが家督を継ぐ勉強をすることになって退団。次男のほうは今、ルビー宮を守る騎士団にいるはずだ」

　その話を聞き、メルテンシアは首を傾げた。

「ミゼリーさんのお話ではダリアン伯爵は皇太子派ではなく、エドワード様を支持しているとか。それなのにご子息が皇太子様をお守りする任務に就くものでしょうか？」

「騎士団の編成に関しては、家の事情がどうであろうとも任務完遂が第一だからね。そこまで気にして編成を組んでいるわけじゃない」

「いろいろな事情があるのですね」

「メルテンシアは少しずつ、そういうものを見聞きして覚えていけばいいと思うよ」

　焦らなくて平気だと言ってくれるが、メルテンシアは焦ってばかりいるような気がする。

「それより先日、嫌な役回りをさせてしまったようだね」

「嫌な役回りですか？」

「ああ、メイドたちの態度が悪くて注意したと聞いたよ」

「あ、報告が遅れて申し訳ありません。メイドたちの噂話や悪口があまりにも度が過ぎたので、宮の品位を落とさないでほしいというお願いと共に処罰を与えました。何人かは退職を願い出ていますか？」

「いや、退職の話は出ていない。執事から詳しい話を聞いたが、メルテンシアはこの宮の女主人として立派だなって思って。何か褒美を与えたいんだけど」

　メルテンシアの髪を指ですくいながら、エドワードがじっと見つめてくる。

「ご褒美なんて……至らないところばかりなのに」

「うん、それでも何か与えたいんだ。今度、町に出るときに欲しいものを見つけてほしい」

　エドワードがそう言って、メルテンシアにキスをしようとした時だった。

「失礼します。旦那様、ラムド辺境伯が到着されましたが」

「ああ、ここに通してくれ」

　執事にそう言い、少し待っているとラムド辺境伯、つまりメルテンシアの兄であるルドルフが執務室に入ってきた。

「メルも一緒だったか。随分急な呼び出しだったけど、何かあったのか」

「急なことだが……神殿の大神官が此度、新任することになりそうなんだ。これから大神官として申し分のない人間かどうか試験があるのだが」

　エドワードがそう切り出し、メルテンシアとルドルフは頷いた。

「魔塔主と聖女育成担当者、皇帝陛下と皇子全員がその判断に当たるのだが、ルドもその判断に当たってくれないだろうか。本来ならメルテンシアを連れていきたいのだが」

「メルが聖女だとバレると厄介なことになるからな」

　ルドルフがそう言い、エドワードも頷いた。

「聖女は純潔であるべき、結婚すべきではない……というのが神殿の考えだからな」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは頷いた。

「神殿は権威を戻してほしいのですか？　そこで聖女候補を預かり、間違いなく聖女の力を開花させるべく手伝うということで間違いありませんか？」

「表向きはそうだと思うのだが……神殿の力が弱まり、今では各地の神殿を維持できないほど衰退しているらしい。その状況は変えていかなければならないと皇帝陛下も考えているから。大神官が今後、どのような運営を心がけていくのかはわからないが」

「次の大神官は神官の中でも優秀ってことだろう？」

「敬虔で神聖力も強く、何よりも浄化の力を持っているらしい」

　エドワードがそう言い、ルドルフは頷いた。

「大神官不在の時期がずいぶん長く続いたし、これ以上神殿の権威が落ちてしまうと、また悪魔が蘇ることがあるかもしれない。俺もその試験に立ち会えというのなら、喜んで引き受けるよ。どんな人かこの目で確かめておきたいからな」

「ルドは聖女が見つかったら、その人と結婚するのか？」

「どうだろうな。ある程度の魔力があるなら、それでいいかもしれない。今すぐ、結婚をするつもりはないし、領地の安定が第一だからな」

　ラムド辺境領はある一定の魔力が必要な地域だった。そのため、そこで生まれ育った者は、魔力が強くなる傾向だったが例外もあった。その土地に住み、そしてその土地のために心血を注ぐ者の魔力が強くなるようだ。土地の守り神にしっかりと祈りを捧げ、ルドルフは領地のために日々努力していると言えるだろう。だからこそ七色の魔法使いになれたのかもしれない。

「どちらにせよ、大神官という立場の者は必要だし、神官の育成にも欠かせない存在だろう。メルテンシアが聖女であること、それが知られないようにしなければならないのだが」

　エドワードはそう言ってから迷っているかのように唸った。

「エドの言いたいことはわかる。メルにその大神官候補を見てもらいたいんだろう？」

「ああ、聖女だからこそわかる神聖力の強さや清らかさというのだろうか。そういうものを感じるのではないかと思って」

「それなら同席させていただいてもよろしいでしょうか。皇太子妃のセザンヌ様も同席していただければ、特に名目も必要ないでしょう」

「だが、聖女の力を見抜かれるようなことがあっては困る」

　エドワードの言葉にメルテンシアは首を横に振った。

「七色の魔法使いとして登録されたのですから、それ以外はわからないと思いますわ」

　メルテンシアがそう言うと、ルドルフは首を傾げた。

「なぜ言い切れるんだ？　メル」

「聖女の素質があるかどうか、確認するには聖水の泉に身体を浸す必要性があります。しかし現状、聖水の泉は大神殿にしかなく、浄化されているとは言い難いですよね。聖女が聖水の泉に身体を浸し、祈りを捧げると聖水が黄金色に光り、その光の強さで聖女の力がわかるそうです」

「メル、それは誰かに聞いたのか？」

「はい、皇后陛下から以前、教わりました。母が聖女かもしれないと思ったときには聖水の泉は黒く濁り、浄化がされていない状態だったみたいです」

「それならどうやって聖女だとわかったんだ？」

　エドワードが疑問を投げかけ、メルテンシアは頷いた。

「皇帝陛下の王笏です。反応でわかる、と言っても皇帝陛下にしかわからないそうですが」

　メルテンシアが答え、エドワードもルドルフも頷いた。

「そうか。だから陛下はメルテンシアのことも聖女だってわかったんだろうな。それなら、皇太子妃の出席も仰ぐことにしよう。そうすれば俺がメルテンシアを連れて皇宮に行っても、誰も疑うことはないだろう」

　エドワードは伝令を使い、皇帝陛下にその旨を伝えるようだ。

「ルド、せっかくだから一緒に夕食を摂ろう。メルテンシアも辺境領の話を聞きたいだろうし、何よりマルタたちの近況を知りたいだろうから」

「わかった。明日の早朝訓練はエドと一緒に出るから」

「客室も用意しますわ、お兄様」

「いや、その必要はないよ。タウンハウスに戻るから」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは少しがっかりした。結婚してからルドルフとゆっくり話す時間もなく、少し寂しいのもあった。

　夕食の間、エドワードは人払いをして三人で過ごせることになった。

「辺境領だが、今年は例年の倍以上の豊作になったよ。領民たちも元気になってきて、みんなでお互いの畑を耕して、いつも以上の作物が採れることになったんだ。俺も領民たちに教わりながら耕して、畑仕事もうまくなったぞ」

「お兄様、すごいですね。マルタは元気に過ごしていますか？」

「ああ、マルタは戻ってきてから、屋敷のことをいろいろやってもらっているよ。侍女長みたいな感じかな。マルタのところの長男がもうすぐ結婚するんだよ」

「お祝いをしないといけませんね」

　メルテンシアはそう言ったが、マルタの長男の顔は幼い時に見ただけで成長した姿を思い浮かべることはできなかった。

「メルはどうだ？　慣れてきたか？」

「まだ、何もうまくできていません。覚えることが多くて、相談に乗ってくれる人がようやくできたところです」

「相談って、誰にするんだ？」

　ルドルフの質問にメルテンシアは頷いた。

「家庭教師で来てくれているガザン侯爵夫人です」

　皇后陛下が選んでくれた人だと伝えると、ルドルフは頷くだけだった。

「メル、忙しいところ悪いが……魔石を魔法石にかえてほしいんだが」

「わかりました。一日に作れる数は減りますが、大丈夫ですか？」

「少し手助けしてくれるだけで大丈夫だ。エド、騎士団の方だが」

「うん、何か問題がある？」

「副騎士団長をもう一人、任命してほしくて」

「もう一人？　別に構わないが……適任者がいるのか？」

「ルビー宮の指揮官はどうだ？　魔法も剣も優秀だと思うが」

「そうだな。皇帝陛下に聞いておく。社交シーズンが終わったら、ルドも一緒に視察に行けるだろうな？」

「もちろん、行けるように予定は組んである。そうそう、メルが七色の魔法使いとして魔塔に登録ができたと聞いたよ。お祝いをしたいんだが」

「お兄様、お祝いだなんて」

「魔塔が認めたのなら、聖女かもしれないと疑いを持たれるようなことはまず少ないだろうからね。それにしてもやはり時間がかかったな」

「ルドも七色の魔法使いとして登録されるまで、長かったもんな」

「辟易するほど試験が多くて、実験されているんじゃないかと思ったよ。メルが試験されることなくてよかった」

　ルドルフの話を聞きながら、メルテンシアは楽しい時間を過ごしていた。

　三人で過ごす時間は短く、その日はメルテンシアが先に寝室に戻った。ルドルフとエドワードはまた執務室に戻り、騎士団の話をしているのだろう。

　ベッドに入ったメルテンシアはいつの間にか眠っていた。



　翌朝、メルテンシアが起きるよりも先にエドワードは出かけてしまったようだ。彼が一緒に寝ていたことにも気づかなかった。

『気持ちよさそうに眠っていたから、起こさずに行くよ。昼前には一度、戻ってくる。それまでに陛下から返事が来ると思うから、その時に少し話す時間を作ってほしい』

　エドワードの書き置きを見つめ、メルテンシアは小さく息を吐いた。

（エドワード様が起きたら、一緒に起きるべきなのに。こんなこともできないなんて）

　落ち込むことが日々、増えているような気がする。

　しかし、落ち込んでいる暇はなかった。この日は午前中の二時間、ガザン侯爵夫人の授業があるのだ。

　急いで身支度を整えると、軽い朝食をとってからメルテンシアは執務に当たった。

「おはようございます、第三皇子妃」

「おはようございます、ミザリーさん」

　アメリアとレティスも執務室に入ってきて、二人はメルテンシアのためにお茶を用意してくれる。ミゼリーはただそれを眺めているだけだった。

　ガザン侯爵夫人が来て、授業が始まった。この日は皇宮での皇子妃としての振る舞いとそのマナーの勉強だった。

「皇室騎士団には別名があるのをご存じかしら？」

　ガザン侯爵夫人に問われたメルテンシアは頷いた。

「はい、魔法騎士団という別名のことですか？」

「ええ、その通り。なぜ魔法騎士団と呼ばれるのか」

「マナの気を集め、自身の属性魔法を剣に宿す剣技を使った攻撃方法を習得するからではありませんか」

「その通りよ。そのため、エドワード様は妃選びの時に魔力の強い伴侶を求められたの」

「結婚の条件、ということでしょうか」

「エドワード様がそう答えたということになっているわ。そのため、自分の娘にどれくらいの魔力があるのか魔塔で検査を依頼する人が増えたのよ」

「皇子妃として振る舞うには貴族令嬢の模範になる必要があると聞いていますが、魔力だけでエドワード様の妻が務まるわけではないかと」

「そう、今の話でわかったようね。皇子妃が模範になるには、もっとたくさんの教養が必要なのよ。もちろん、それ以上にエドワード様は魔力の強い伴侶が欲しいと言った理由が、あるのでしょうけど」

　ガザン侯爵夫人がそう言った直後、侍女としてミゼリーとアメリア、レティスが入ってきた。

「ごきげんよう、侯爵夫人。ティーセットをお持ちいたしました」

　ミゼリーはそう言ったが、ティーポットやお菓子を持っているのはアメリアとレティスである。ミゼリーは二人よりも華やかなドレス姿で、メルテンシアのドレスよりも高級な素材であることは見てわかるほどだ。

「ミゼリー令嬢、ごきげんよう。そういえば、皇子妃の侍女に選ばれたのよね」

「はい、皇后様から推薦をいただいて」

　ミゼリーはメルテンシアのすぐ隣に腰を下ろしてきた。

「……ミゼリー令嬢、あなたは侍女としてこのサファイア宮に来ているのよね？」

　ガザン侯爵夫人が冷ややかな声を出し、鋭い視線を向けた。

「そうですが……」

「どうして皇子妃の隣に座っているの？　あなたがすべきことは、お茶を用意することでしょう？　それに皇子妃の世話をするなら、そのドレスでは動きにくいでしょう。場をわきまえるのも年頃の令嬢が学ぶべきことだと思うわ」

　ガザン侯爵夫人の指摘にミゼリーは不機嫌そうな顔をした。

「侯爵夫人、申し訳ありません。ミゼリーさんは本日から侍女としてお仕事を始めてもらっています。まだ不慣れなところもあり、今後少しずつお仕事を任せていこうと思っているところです」

　メルテンシアが深々と謝りながら言葉にした。

「そうだったのね。ではまず服装から改めなさい。若い未婚の女性が胸元を大きく開けているのは感心しません」

　ガザン侯爵夫人の指摘は続いたが、ミゼリーは返事をするわけでもなく、ふくれっ面を見せているだけだった。

「ガザン侯爵夫人、今後少しずつ直していこうと思いますので、本日はそのくらいで」

　メルテンシアがそう言うと、ガザン侯爵夫人はコホンっと咳払いをしてから頷いた。

「そうですわね。次回はミゼリー令嬢も侍女としての役割が少しでもできていることに期待しますわ。アメリア令嬢、あなたにこちらの招待状を預かっています」

「どなたからの招待状でしょうか？」

　アメリアは一礼して招待状を受け取ってから、言葉にした。

「都から少し東に行ったところに領地を持つ伯爵家からです。そこの次期当主が開くパーティ、つまり当主のお相手探しに招待されているようですよ」

「ありがとうございます。メルテンシア様、こちらのパーティに出席するため、二日ほどお休みをいただいてもかまいませんか？」

「もちろん、かまわないわ。レティスさん、お休みを調整してもらってもいいかしら？」

　メルテンシアがそう言い、レティスは大きく頷いた。ミゼリーだけは仏頂面のまま、まだメルテンシアの隣に腰を下ろしていた。

　三人の侍女が部屋を出て行ったあとで、ガザン侯爵夫人は大きく息を吐き出した。

「皇子妃、もう少し威厳を見せないと駄目ですよ。ミゼリー令嬢は初日だからと言って傍若無人に過ごさせては今後、先が思いやられることでしょう。早めに注意をした方がよいと思います」

「ご助言、感謝しております。つい勝手がわからないのだろうと思ってしまって」

「そうでしょうね。でも、皇子妃よりも高級なドレスを着るなんて、侍女としての自覚が無いようね。まるで二人の侍女を従えているかのように入ってきて……皇后様はどうして彼女を侍女として推薦したのかしら？」

「何かお考えがあってのことだと思いますが……ミゼリーさんには人脈があって、貴族同士の交流において私の相談相手になれると言っておりましたが」

「確かに顔が広いのは否めないけれど、それだけの理由ではなさそうね。皇子妃、社交活動で招待客を選ぶときは私も相談に乗りますわ」

「心強いお言葉、感謝しております」

　メルテンシアはその後一時間ほどをガザン侯爵夫人と過ごし、この日の授業は終わった。ガザン侯爵夫人を見送りするため、メルテンシアは三人の侍女と一緒に玄関ホールに向かった。ちょうどエドワードが戻ってきて、メルテンシアは驚いた。

「おかえりなさいませ、エドワード様」

「ただいま、メルテンシア。ガザン侯爵夫人、妻はどうですか？」

「とても努力家であられると思いますわ、エドワード様。それではまた三日後に」

「ガザン侯爵夫人、本日もありがとうございました」

　メルテンシアが深く頭を下げ、ガザン侯爵夫人を見送った。

「エドワード皇子様、わたくし……侯爵夫人に叱られましたのよ。それなのにメルテンシア様は一言も弁解もなく」

　ミゼリーがエドワードに近付き、彼の腕に触れながら言葉にした。

「侯爵夫人が君を怒るのは当然のことだろう。誰の許可を得て、俺に触れているのか……俺はそんなことを許した覚えはない」

　冷ややかなエドワードにミゼリーもびっくりしたようだった。

「メルテンシア、明日は一緒に皇宮に行くことになったから、準備を頼む。今日はこれから一緒に出掛けたいのだが、何かやらなければならないことはあるか？」

「執務が少し残っていますが、今日中というわけではないので」

「それならメルテンシアの準備が整い次第、俺の執務室に来てくれ」

　メルテンシアは頷き、三人の侍女を連れて戻ろうとした。

「エドワード皇子様、どちらにお出かけになるのか教えていただけますか？　行き先に合わせてメルテンシア様のドレスを選びたいので」

　ミゼリーはエドワードの傍から離れず、彼に上目遣いで話しかけていた。

「観劇に行く装いで頼む」

　それだけを伝えると、メルテンシアの肩を引き寄せてこめかみに唇を押し当てた。

「ゆっくり準備してきていいから」

　メルテンシアは頷き、自分の衣裳部屋に向かう。ドレスを選ぶにも髪型やアクセサリーを決めるにも、一つ一つ文句をつけてくるミゼリーにメルテンシアは辟易した。

「ミゼリーさん、ここはアメリアさんだけでいいから……レティスさんと一緒に厨房に行って、夕食は必要ないと伝えてもらえる？　そのついでに軽く食べられるものを用意してもらってエドワード様に届けてほしいの」

「わかりましたわ。レティスさん、行きましょうか」

　エドワードの名前を出したからなのか、素直に出て行ってくれてメルテンシアはホッとした。

「メルテンシア様、ミゼリーさんですが」

「わかっているわ。エドワード様をお慕いしているのでしょう？」

「ええ、おそらく」

　アメリアの言葉にメルテンシアは頷くだけだった。

「もう少し、様子を見ましょう。明日からは服装をまず、注意してもらわないと」

「そうですね。今日は結局、お茶ひとつ淹れることもなかったので」

「エドワード様にはミゼリーさんが注ぐのでは？」

「レティスさんがやると思いますよ。ポットの使い方もわかっていないでしょうから」

　アメリアはそう言い、少し気になったメルテンシアは質問した。

「ミゼリーさんに何かされたの？」

「逆ですわ。何もしてくれないというか、しないのです」

「どういうこと？」

「侍女長に頼まれたことも、私かレティスさんにそのまま頼むだけで、のんびりくつろいでいらっしゃいます」

　メルテンシアは大きく息を吐き、小さな声で言葉にした。

「侍女長の耳に入れておいてくれる？」

　アメリアは頷き、メルテンシアの準備を終わらせてくれる。藍色のドレスを纏ったメルテンシアはストロベリーブロンドの髪を結いあげる。ベールをつけてもらい、レースの手袋をはめると、エドワードの執務室に向かった。

　執務室にいるはずのレティスとミゼリーの姿はなく、メルテンシアは疑問に思いながらエドワードに声をかけた。

「エドワード様、お待たせしました。ミゼリーさんとレティスさんはどちらに？」

「侍女長に迎えに来てもらって、ミゼリーの教育を頼んだ。それでは行こうか。アメリア、今日もメルテンシアの美しさを引き出してくれてありがとう」

「身に余るお言葉です。お気をつけていってらっしゃいませ」

「アメリア、君も侍女長のところで話を聞いてくるといい」

　エドワードはそう言い、メルテンシアの手を取った。

「では行こうか」

　メルテンシアとエドワードはアメリアに見送られて、馬車に乗り込んだ。サファイア宮にいるメイドたちは、メルテンシアをまだ蔑んだ目で見ていることが多い。レティスとアメリアは侍女として侍女長から初日に注意を受けてから少しずつ変わってきて、今ではメルテンシアの陰口をほとんど言わなくなった。レティスの方はどうかはわからないが、アメリアは自分の立場も理解し、メルテンシアの味方になってくれていると言える。

　馬車に乗り込んでから、メルテンシアはエドワードに尋ねた。

「急に観劇だなんて、どうしたんですか？」

「チケットをもらったんだよ。主催者の方からね。それで最近、外に出かけていないのもあったから」

　エドワードの言葉にメルテンシアは頷いた。

「メルテンシアの息抜きになればいいかなって思ったんだ。毎日、やることや覚えることも多くて、申し訳ない気持ちもあって」

「今まで何も勉強してこなかったのが悪いのです」

　メルテンシアはそう言ったが、エドワードは首を横に振った。

「今日は遠慮なくわがままを言ってくれていいよ。メルテンシアが俺の隣を歩いてくれることに感謝しているってわかってほしいから」

　エドワードの言葉がうれしくて、瞳が潤んでしまう。

　劇場は皇都の中でも一番大きくて、歴史のあるところだった。メルテンシアとエドワードが案内されたのは、二階のボックス席である。

「メルテンシア、ちょうど向かい側のボックス席を見て」

「あれは……皇太子様ご夫妻ですか？」

「ああ、そうだよ」

　皇太子とセザンヌ皇太子妃がそろっているところは何度か見たこともあるのだが、どことなく二人の間には見えない壁のようなものがあるように感じられる。特にこの日は、二人の間があいていて、仲の良さは感じられない。

「エドワード様、皇太子ご夫妻はいつもあんな感じでしたか？」

「あの二人が結婚したいきさつは聞いた？」

「いいえ」

「皇太子もそうだが……皇族は十八歳になるといろんな人に訊かれるんだ。気になる女性はいるかとか、どんな女性を求めているのか」

「エドワード様は魔力の強い女性と答えたとか」

「うん、その通りだよ。俺はその時にはメルテンシアのことをルドから聞いていて、何度か通信しているときに見ていたのもあって、心に決めていたから」

「私のことを言っていたのですか？」

「そうだよ。同じように皇太子も答えていたんだ。気になっている女性はいるが、その女性はまだデビュタント前だと」

「それって……」

「うん、皇太子はセザンヌ妃を何度か見ていてね、父親に連れられて皇宮に来ることもあったからその時に見初めたんじゃないかな」

　メルテンシアが頷くと、エドワードは言葉を続けた。

「だが、それがどこの誰かは言わなかった。皇太子が誰であるかと特定したら、セザンヌ妃が困るだろうと。セザンヌ妃もまた片思いの相手がいたから」

「それがエドワード様とか？」

「そうらしいね。俺にはアプローチがなかったからわからないけど」

　メルテンシアは頷きながら、次の言葉を待っていた。

「皇太子から聞かれたんだよ。俺がセザンヌ妃を選ぶ可能性はあるのかって。俺には心に決めた人がいるから、その人以外と結婚するつもりはない。もし彼女が俺を受け入れてくれなかったら、一生独身でいるつもりだと」

「エドワード様のその言葉を聞いて、皇太子様がセザンヌ様にアプローチしたんですか？」

「皇太子は策士だからね。デビュタントを迎えたセザンヌ妃のパートナーを務め、それ以降パーティでは同席し、最初の一曲目は彼女とダンスをする。周りに皇太子の想い人が誰なのか周知して、セザンヌ妃の両親に想いを告げたんだ」

「……それでは、セザンヌ様はお断りできないではありませんか」

「そうやって外堀を埋めたが、セザンヌ妃は騙されたと思っているのだろう。だから今もまだ溝が埋まっていないんじゃないか？　メルテンシア、そろそろ始まるよ」

　メルテンシアが舞台の方に顔を向けると、セザンヌと目が合ったような気がした。ぎろりと強い視線を向けてきて、まるで睨まれたかのような凄みがある。席は遠いのに、セザンヌの気迫を感じたような気がした。

　オペラの題目は帝国では有名な魔女の話である。魔女は宿敵である大神官を魅了し、誑かして堕落させていくのだが、皇太子だけがその魔女の魅了にかからない。そして皇太子が魔女を討伐するというものである。

　わかりやすい内容だが、場面の展開ごとにハラハラする。それでいて切なく涙を誘う場面もあった。メルテンシアは終始、心を躍らせてそのオペラにのめりこんでいた。

　オペラが終わったあと、メルテンシアは感激していてすぐに立ち上がれなかった。

「落ち着いた？　楽しんでくれたようでよかったよ」

「エドワード様、ありがとうございます。すごく素敵なオペラでした」

「よかった。これから食事に行こうと思っているんだが」

「胸がいっぱいで食べられるかどうか……」

　メルテンシアはそう言ったが、エドワードが連れて行ってくれたレストランでは、美味しそうな料理にすぐに心を奪われた。

　食事の後にエドワードと一緒に宝石店に入った。すでに閉店時間を迎えているはずだが、エドワードが頼んでいたのだろう。店主が快く二人を案内してくれた。

「先日、話していた褒美だけど……」

　エドワードが用意してくれたのは、サファイアのブローチだった。メルテンシアは喜んで受け取った。

　つかの間の休息をメルテンシアはエドワードと楽しく過ごした。








第二章　女主人









　翌日、メルテンシアは朝早くからエドワードと一緒に皇宮に向かった。馬車で皇宮に入ると、はじめて入る会議室に案内される。長い楕円形のテーブル席は招待された貴族たちでほぼ満席で、メルテンシアはエドワードと空いている席に腰を下ろした。ルドルフの姿を見つけると、メルテンシアは少しだけホッとした。

　二人のすぐ後にはヴォルフ第二皇子が入室し、それからすぐにレーベン皇太子夫妻がやってきた。最後に皇帝陛下と皇后陛下がそろって入室すると、静まり返った会議室に議長の声が響いた。

「お忙しい中、皆様にお集まりいただき、感謝しております。本日の議題ですが、神殿についての議論となります。神殿への権威、権限の委譲、また新しい大神官の任命等を話し合ってまいります」

　厳かに始まった会議だが、意見は人それぞれと言えるだろう。

「現状、神殿……大神殿だけでなく、各地の神殿も併せて神官はどれくらいの人数がいるのか、把握したい」

　その言葉に大神官候補が答えた。

「およそ百五十名の神官がおります」

「その中からあなたが大神官候補となったいきさつは？」

　次々と出てくる質問に大神官候補は丁寧に答えていく。メルテンシアは大神官候補をただ注意深く見ているだけだった。

「神聖力が強いと言われましたが、我々が判断できることですか？」

　貴族たちは慎重になっているのか、質問が途絶えることがない。

「権威を戻してもいいのではないでしょうか。腐敗したままの神殿では、この先また惨事が起こらないと言い切れません。権威、権限を持たせて責任をもって神職に当たっていただく方が帝国にとっても良いことになるのではないかと」

「私もそう思います。神殿が機能しているほうが帝国も繫栄すると思っています。それに魔法使いのいない村や領地は神殿の神聖力が治療の一つとして有効だと思うのですが」

　様々な意見が飛び交う中、議長が声をあげた。

「それではまず、神殿の復興に賛成か反対か」

　それは賛成が大多数を占め、可決された。神殿にどんな権威を渡すのか、大神官の任命権はどうするのかなどが話し合われた。

　その後、昼休憩をはさんでから、大神官候補の試験が始まった。まずは神聖力の強さを見せてもらう。

　大神官候補が神聖力を解放すると、皇帝陛下の王笏に反応があったようだ。あたりは浄化されるかのようにさわやかな空気が流れ、メルテンシアは心地よいと感じた。癒しの魔法や浄化の魔法とも違い、身体の中の不調がすべて洗われるような気分だった。

「不思議だ。私の肩の痛みがなくなったような気がする」

「さっきまで疼いていた古傷も今は何ともない」

　そんなささやきが聞こえるほど、大神官候補の神聖力は間違いがないと思われる。

「ふむ、十分な神聖力があると言えるだろう。そなたを大神官として任命する。が、権威はすぐに委譲できる状態ではない。まずは大神殿にある聖水の泉、この浄化を進めるように。そして帝国各地にある神殿を巡り、補修の必要があるのかどうか、神官たちの様子を見てくるように」

　皇帝陛下のこの言葉で議題は終わった。

　全員が退室した後で、メルテンシアとエドワードはルドルフと一緒に皇帝陛下の執務室に向かった。

「挨拶は省いてよい。ラムド辺境伯、そしてメルテンシア、二人はどう感じた？」

「魔法とは違う力ということはわかりました。神聖力なのかどうかと言われると、私にはわかりかねます」

　ルドルフはそう答え、メルテンシアの意見が求められた。

「浄化魔法や癒しの魔法とは違い、もっと清涼感のある空気のようなものが流れてきました。私の浄化魔法と似ているのではないでしょうか」

　メルテンシアがそう言うと、皇帝陛下が頷いた。

「メルテンシアの聖女の力と似ている。それはラムド辺境伯もエドワードも感じたことだろう。王笏もまたそのように反応したからこそ、任命した」

「まずは大神殿にある聖水の泉が浄化されていくのか」

　エドワードがそう言い、結果を見つめるしかないという結論に達した。




　メルテンシアのもとに家庭教師としてガザン侯爵夫人が来るようになってから、一ヶ月近くが経った。

「奥様、皇后陛下からサロンのご招待がきております」

　侍女長がそう言い、メルテンシアは頷いた。

（ついにこの日が来たのね）

　メルテンシアは緊張した面持ちになった。顔合わせのサロンは一度、出席したことがあるのだが、今回はそれとは違う。

「奥様、侍女は誰を付けましょうか」

　侍女長の言葉にメルテンシアはアメリアを連れていくつもりだった。

「メルテンシア様、わたくしがご一緒させていただきますわ」

　ミゼリーがそう言い、メルテンシアは断り文句が出なかった。

「ミゼリーさんが付き添うのであれば、サロンでのマナーや仕事について研修しなければなりませんね」

　侍女長がそう言い、ミゼリーはふぅっと息を吐いた。

「わたくしが粗相するわけがないでしょう」

「ですが、ティーポットから紅茶を注ぐのもまだ上手にできないでしょう。それでは困りますし、ドレスコードも学んでいただかなければなりません。現状、あなたが持ってきたドレスでは侍女の仕事をするには不適切なものばかり、まして皇后陛下のサロンに出席できるような装いのものは何一つないと思います。すべての準備が整うようであれば、ミゼリーさんに付添をお願いしますが、一つでもできないことがあればアメリアさんにお願いします。奥様のドレスやアクセサリーはアメリアに伝えておきますわ」

「お願いするわ」

　メルテンシアは侍女長にミゼリーを頼むと、レティスを近くに呼んだ。

「レティスさん、この手紙を出してきていただけないかしら」

「かしこまりました。ほかにおつかいはありませんか？」

「みんなで食べるお菓子を買ってきてほしいの。レティスさんのおすすめで構わないから」

　メルテンシアは執事宛で手紙を書き、レティスに渡す。執事からレティスに必要なお金が渡されるだろう。

　レティスが部屋を出て行ってから、メルテンシアはアメリアに声を掛けた。

「アメリアさん、ミゼリーさんはどう？」

「そうですね。私やレティスさんとはあまり一緒にいないので」

「侍女のお仕事は役割分担したのでしょう？」

「はい、侍女長に分担してもらったので、ミゼリーさんが何のお仕事をされているのかわかりません」

「そう、服装は侍女として問題がなくなってきたと思うけど、お仕事についてはもう少し様子を見ないといけないわね」

「では、ティータイムの準備をしてまいります」

　アメリアが退室し、メルテンシアはふぅっと息を吐いた。メルテンシアが見ている限り、ミゼリーは侍女の仕事をしているとは言えない。ただそれはエドワードが宮にいない時だけだ。エドワードがいるときは、誰よりも先にお茶を用意し、まるで彼の傍付き侍女のように振る舞っている。そのかわり、エドワードがいない日は、廊下でほかのメイドたちと一緒になってメルテンシアの陰口を聞こえよがしに言っている。

（そろそろ何か罰を与えるべきだろうけど）

　どのような罰を与えるのが適切なのか、メルテンシアは判断ができなかった。侍女長と執事に意見を聞くべきだと判断するしかなかった。

　この日は夕方になって、裏庭の演習場からエドワードが戻ってきた。

「ただいま、メルテンシア」

「おかえりなさいませ、エドワード様。お疲れ様です」

「メルテンシアの方こそ、お疲れ。食事の前に汗を流してくるから、少し待っていてくれ」

　メルテンシアは頷き、ゆっくりと立ち上がった。

　足がもつれ、ふらついたメルテンシアをとっさに支えてくれたのはアメリアとレティスだった。

「ありがとう」

「メルテンシア様、少しお疲れなのでは？」

　アメリアが心配してくれて、メルテンシアは首を横に振った。

「大丈夫よ。ちょっと足が引っかかってしまっただけなの」

「今夜は早めにおやすみくださいね」

　レティスもそう言ってくれて、メルテンシアは頷くだけだった。

　夕食を終え、メルテンシアがベッドルームにいると、エドワードが入ってきた。

「メルテンシア、疲れているようだね」

「今日は早めに休みますわ」

「うん、顔色もあまりよくないし、何かあったのか？」

　特に何もないと言いたいのだが、ミゼリーのことは耳に入れておいた方がいいと思った。ミゼリーはエドワードがいる時といない時では、態度が違うことを告げた。

「明日、侍女長と執事を交えて話すことにしよう。侍女長も何か耳にしているかもしれないな」

「そうですね。一部のメイドとよく話しているのは見かけますから」

「どんな話をしているのか、メルテンシアは知っているってことだね」

「ええ、まあ……わざと聞こえるように言っているのでしょうから」

「まだくだらない話をしているのか」

　エドワードの顔が顰められ、メルテンシアはその言葉に驚いた。

「どういう意味ですか？」

「以前、下世話な噂話を楽しそうにしていたメイド二人は、解雇したんだ。仕えている主人に対する態度ではない。自分たちが尊敬できる人のもとで働けばいい。ただし、こちらからの紹介状は出さないし、解雇された理由を問われたら正直に答えると伝えてある。それにメルテンシアが注意した後、数名からは謝罪が入って真面目に働いているように見えたのだが」

「エドワード様、以前のようにみんながあのような態度を取っているわけではありません。ミゼリーさんと一緒に話しているのはいつも同じ人ですから。それにエドワード様にこんなことで手を煩わせるなんて……」

「メルテンシアが悪いわけじゃない。君の出自をわかっていながら、俺のわがままで嫁いでもらったんだから」

「そんなことはありません。私もエドワード様を愛しています」

　そう言ったメルテンシアだったが、なんだか身体が重くだるい。

「メルテンシア、具合が悪そうだ。俺のことは気にせずに横になって。浄化の魔法をかけてみよう」

「ありがとうございます」

　メルテンシアはエドワードの魔法を感じると、そのまま目を閉じて眠ってしまった。
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　エドワードは浄化の魔法をメルテンシアにかけながら、様子を窺っていた。メルテンシアの顔色が悪くなったのは数日前からだった。

（毒を盛られているというわけではないな。なにか別の薬なのか）

　浄化の魔法をかけても毒の反応は出てこない。ただメルテンシアの身体には異変が起きていることだけ、感じ取れる。

　小さなノックが響き、エドワードはすぐに魔法をとめた。ドアを小さく開けると、廊下にミゼリーが立っていた。

「あ、失礼しました。エドワード様……メルテンシア様の具合が悪いと聞いて来たのですが」

「ああ、心配には及ばない。疲れているみたいだ」

　ミゼリーはネグリジェの上にガウンを羽織っているだけなのだろう。そのような姿で屋敷内を歩くのも、侍女としてのマナーがなっていないとエドワードは考えた。

「エドワード様、どちらに？」

「執務室だ。まだ仕事が残っているのでね」

「メルテンシア様の様子を見てもよろしいでしょうか？」

「今、ようやく眠ったところだからそっとしておいてほしい」

「お茶をお持ちしましょうか？」

　ミゼリーはエドワードの後ろをついてきて、執務室の中まで入ってきた。

「エドワード様、今宵は私が」

「君が、なんだって？　ガウンの紐をほどいて、何をするつもりだ？」

「いえ、その……」

「今後、そのような態度をとるようであれば、即ダリアン伯爵に連絡をする」

　ミゼリーは顔を真っ赤にして、執務室を出て行った。

　エドワードは通信具を出すと、低い声で命じた。

「ミゼリーの行動を監視しろ」

　低い声で返事がきて、エドワードは頭を抱えた。

（考えたくはないが、彼女がメルテンシアに何か危害を加えようものなら容赦はしない）

　宮内は安全だとは言い切れないし、ましてやメルテンシアのような出自であればあるほど、その風当たりは強くなる。エドワード自身は皇帝陛下の椅子が欲しいわけではないが、支持者というのはそれを求めてくる。その上でエドワードの伴侶としてメルテンシアでは不十分だと言う者も一定数いることも知っている。

（皇太子妃に対抗できるのは確かにダリアン伯爵家のミゼリーだというのもわかるが、言い分がわかるからと言って言いなりになるつもりはない）

　エドワードはそう考えていたが、メルテンシアに危険が及ぶのであればその処罰も考えなければならなかった。
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　翌朝、メルテンシアは起きるのが辛かった。身体はだるく重たい。それでもと思って身体を起こしたが、めまいがする。

「メルテンシア、大丈夫か？　今日は一日、ゆっくり休んで」

　エドワードがそう言ってくれて、メルテンシアは頷いた。

「すみません。エドワード様」

「最近、いろいろなことがあって疲れているのだろう。ゆっくり休んで早く元気になってくれないと困るから」

　メルテンシアはエドワードの言葉に甘えることにした。

　エドワードがアメリアに伝えてくれて、メルテンシアはもう一度目を閉じると、そのまま深い眠りに落ちた。

　その日の夕方にはどうにか体調が戻り、翌日の皇后陛下のサロンには出席ができそうだった。

「具合が悪くなったら迎えに行くから、連絡して」

　エドワードがメルテンシアに通信具を渡してくれた。原因のわからない体調不良にメルテンシアも疑問を抱いていたが、エドワードのほうが過敏になっているようだ。

　アメリアがメルテンシアにドレスを着せてくれて、髪の毛はアップスタイルにしてもらった。正式な場に準じて、メルテンシアは皇子妃のティアラを付ける。

　用意ができると、ミゼリーと二人きりで馬車に乗り込んだ。

　皇后陛下のサロンは皇宮の奥庭で行われる。バラのアーチをくぐると、高い生垣に囲まれた庭に出る。その中央には大きな白いテーブルが置かれ、椅子が配置されていた。メルテンシアとミゼリーは案内された椅子に腰を下ろさずに待っていた。すぐに皇太子妃セザンヌがやってきた。セザンヌも侍女を連れていたが、メルテンシアが先に挨拶するまで二人はこちらに気づいていないふりをしていた。

　それから第一夫人、第二夫人、第三夫人が来て、皇后陛下が入ってきた。それぞれが個性的なドレスを着用している。

　皇后陛下は黄色ベースのドレスを着用し、アクセントに白のレースが映える。首元は白いレースで覆い、いつもはアップにしている長いミルクティブラウンの髪の毛はおろしていた。第一夫人はベージュのドレスだ。ダークブラウンの髪の毛は右サイドで一つにまとめられている。第二夫人は妖艶な黒のドレスで、胸元も大きく開いている。赤茶色の髪の毛はハーフアップにされ、若さをアピールしているようにも見える。第三夫人は淡いグレーのドレスを着ていて、金髪の髪は後ろで大きなお団子になっていた。

　ルビー宮で過ごす皇太子妃セザンヌは真っ赤なドレスに、皇太子妃の証であるティアラをつけていた。ティアラの中央には大きなルビーが飾られている。そして彼女自慢のハニーブロンドは巻き髪でおろしている。

　メルテンシアは深い青色のドレスだ。ストロベリーブロンドはアップにしていて、ティアラを付けているが、ティアラの中央には大きなサファイアが輝いている。

「みんなが今回も元気にそろって何よりだ。では午後のひとときが楽しいものになるよう」

　皇后が挨拶をして、お茶会がはじまる。

「第三皇子妃メルテンシア、具合が悪かったと聞いているが……」

　皇后の言葉にメルテンシアが答えようとしたのに、ミゼリーが口を開いた。

「皇后様、ご心配には及びません。メルテンシア様は慣れない業務に疲れが出てしまったとのことですわ」

　ミゼリーがそう答え、無理もないと言わんばかりの表情を浮かべている。

「気疲れはあると思うけど、私はそうは思わなかったわ。ねえ、第三皇子妃、月のものは来ているの？」

　第二夫人が妖艶に微笑み、メルテンシアは圧倒されてしまいそうになる。

「今月はまだですが……先月までは来ていました」

　メルテンシアがそう答えると、皇后は頷いた。

「期待したいところだけど、こればかりは周りの期待が重荷になるから。報告ができるようになったら教えてちょうだい。皇太子妃セザンヌ、そなたの吉報も待っているわ」

　メルテンシアは笑顔で頷いたのに対し、セザンヌは表情一つ変えずに頷いていた。

　セザンヌは時折、メルテンシアに鋭い視線を向けることがあった。メルテンシアは気づかないふりをしていたのだが、ミゼリーはそれに気づいたようだ。

「それよりも皇后様、大神官が任命されたと聞きましたが……神殿は大丈夫なのでしょうか？」

　第二夫人が話を変え、皇后は頷いた。

「うむ、その話を皆にしようと思っていたのだ。いきさつは話に聞いているだろう。今は大神官を任命し、その大神官を筆頭に神殿の復旧作業に当たらせている。聖水の泉を復活させることができれば、現在魔塔にある神殿の権限を委譲するという段階だが、皆の意見を聞いておきたい」

「神殿の復活はいいと思うのですが、同じ過ちが繰り返されないか不安はあります」

　第一夫人は簡潔に答えた。

「おそれていたら、何も始まりませんからね。大神官がどれほどの時間をかけて聖水の泉を復活させるのか、手腕を問いつつと言ったところでしょう。私は賛成しますわ」

　第二夫人が答えると、第三夫人は曇った顔を見せた。

「私は、賛成できかねる立場です。神殿に連れていかれた聖女候補の姉が穢され、そして遺体となって発見された痛ましい事件がまだ昨日のことのように思い出されます。二十年以上前とはいえ、私は許すことができておりません」

　第三夫人の言葉は重く、メルテンシアは胸が痛くなった。

「私個人は反対ですが、帝国法に基づくならば賛成するしかない立場だと思っています」

　セザンヌはそう答え、メルテンシアはゆっくりと言葉にした。

「私は賛成します。過去の凄惨な出来事を踏まえ、すべての責任を取るべきだと思っています。神殿がしっかり機能することで助かる命もあります。その責任の重さを感じ、聖職者としての義務を果たしていただきたいと考えております」

　それぞれが自分の意見を告げると、皇后は深く頷いた。

「同じ過ちを繰り返させないために、何をすればいいのか……それを恐れていたら、おそらく何も変わらないだろうとは思っている。そなたたちの意見は陛下の耳に入れ、対策を練ってもらうことにする」

　その後も政治情勢や近隣諸国との軋轢などが議題になり、メルテンシアは自身の教養のなさを痛感する。メルテンシアよりもミゼリーのほうが的を射た答えを持っていて、まるでミゼリーのほうがエドワードの伴侶としてふさわしいと周囲に知らせているようなものだった。

　二時間ほどのお茶会は終わり、皇后陛下から順に退席していく。セザンヌとメルテンシアが残されると、セザンヌはぎろりとメルテンシアをあからさまに睨みつけてから退席した。

「気になさらない方がいいですよ、メルテンシア様」

　ミゼリーがそう言い、メルテンシアは頷いた。

「セザンヌ様はエドワード様をずっとお慕いしていて、将来はエドワード様と結婚するつもりだったから、あんな態度を取るんです。エドワード様はセザンヌ様のことなどまったく気にかけていないのに」

　ミゼリーは帰り道もつらつらとそんなことを言っていて、メルテンシアは何も言わなかった。

「噂の範疇ですが、いまだに皇太子様と初夜の儀をおこなっていないとか。メルテンシア様が先に懐妊されたら、立場上危うくなるのに」

　ミゼリーは悪気がないふりをして言葉を紡いでいたが、メルテンシアにはミゼリーの悪意が感じ取られた。

「ミゼリーさんはセザンヌ様と何か接点があるの？」

　メルテンシアの質問がいけなかったのだろうか。ミゼリーはムッとしたまま、言葉を紡いだ。

「貴族令嬢はみんな派閥の元、過ごしているんですよ。当然のことながら、私とセザンヌ様は敵対している関係ですから」

　さも当たり前のことを言わされたと言わんばかりのミゼリーに、メルテンシアは何も言わなかった。

（貴族同士のいざこざもすべて覚えるべきだろうけど）

　ミゼリーの悪意は並大抵のものではない。この悪意は悪魔が好むかもしれないと、メルテンシアは思ってしまうのだ。悪魔の覚醒時期がわからない以上、ミゼリーを刺激して悪意を増長させたくなかった。

「おかえり、メルテンシア」

「ただいま戻りました。エドワード様も今、お戻りになったんですね」

「ああ、帰ってきて早々悪いのだが、執務室に来てもらえないか」

　メルテンシアは頷き、エドワードと一緒に執務室に入った。ミゼリーはドアの前で立ち止まり、お茶を用意してくると言ってくれた。

「メルテンシア、体調は本当に大丈夫か？　その……周りからいろいろ聞かれて、もしかしたらってことなんだけど、子供ができた可能性はあるのか？」

　エドワードが真剣な目で問いかけ、メルテンシアは首を横に振った。

「こればかりは、もう少し時間が経たなければわかりません」

「そうか。わかったらすぐに教えてほしい。それから」

　エドワードは言葉を止めた。ノックが響き、ティーセットを持ったミゼリーがレティスと共に入ってきた。

「ティーセットを置いたら、そのまま退室してくれ」

　エドワードはそう言い、二人が出て行ってからメルテンシアが茶を注いだ。二人はソファに座り、エドワードは話の続きを始めた。

「皇宮のサロンはどうだった？」

「緊張しました。私よりもミゼリーさんのほうが答えられていて、驚きましたが」

「ああ、皇太子妃に対抗していたのだろう。彼女は昔から皇太子妃に何かと対抗心を燃やしていたからな。それならいいけど、ほかには？」

「些細なことですが、ミゼリーさんから悪意を感じました。特に皇太子妃様に対して」

「悪意か。メルテンシアも悪意には敏感になるだろうけど」

「わかっています。できる限り、未然に防ぎたいだけです。あのような犠牲は払いたくないから」

「そうだな。俺もそう思う。これ以上、目に余るような行動をするなら俺が手を打つから言ってほしい」

　メルテンシアはただ頷くだけだった。

　翌日には侍女長を呼び、執事も一緒に同席させたうえでミゼリーの処遇を話し合った。

「奥様、侍女の教育は私がしっかりとしていきますので、もう少しだけお時間をいただけないでしょうか」

　侍女長の申し出にメルテンシアは頷くことにした。

「そうね。試用期間という部分も踏まえ、あと一ヶ月は様子を見ましょう。それでも何も変わらないようだったら、今後の待遇を考えることになると思います」

　メルテンシアがそう言い、その話は一時保留ということになった。

　ガザン侯爵夫人との勉強は興味深いものが多い。だが、それ以上に厳しいのがわずかな訛りを直すことと、優雅な立ち居振る舞い、そして模範となるようなマナーの習得だった。社交シーズンまで時間が迫ってきていて、メルテンシアは悩んでいた。

「すぐに皇子妃が主催となるパーティを考えなくてもいいのでは？」

「それはどういうことですか？」

「おそらく今年は、エドワード様の妃ということで招待されることが増えると思います。どのパーティに出席するのか、そこで知り合った方々の中から懇意にする人を選び、ティーパーティ程度の催しをすればいいのではないでしょうか」

　ガザン侯爵夫人からの言葉にメルテンシアは頷いた。

「ミゼリーさんからは今回の社交活動はすべて任せてほしいと言われ、途方に暮れておりました。このような問題にお手を煩わせてしまい、申し訳ありません」

「いいえ、構いませんわ。わたくしでよければいくらでも相談に乗ります。皇后陛下は皇子妃のことを実の娘のように接しているとか」

「ありがたいお言葉です。母と友人だったという縁もあり、皇后様にはよくしていただいております」

「よくしていただく……このイントネーションが違いますね」

「失礼いたしました。よくしていただいております……いかがでしょうか？」

「ええ、きれいな発音でしたわ」

　メルテンシアはガザン侯爵夫人からいろいろなことを教わっていた。その都度、注意を受けることもあるが、それでも勉強する時間を作ってもらえたのはありがたかった。

（覚えることは多いけど、今まで勉強してきたことの何倍も深い内容で、学ぶことが楽しいってこういうことなのね）

　この日の授業もそろそろ終わりが近づいてきた。

「それではまた二日後に」

　ガザン侯爵夫人を見送りに行くと、後ろからエドワードがやってきた。

「侯爵夫人、メルテンシアはいかがでしょうか？」

「ごきげんよう、エドワード第三皇子。申し分のない優秀な教え子ですわ。誰かさんとは違って」

「幼い頃の話を持ち出すのはご法度ではありませんか？」

「わたくしの授業から逃げ出したり、いたずらをしたりと困らされてばかりでしたわ。奥様にお話ししてあげたいと思いますわ」

「それだけはご勘弁を。それよりも侯爵様のお加減はいかがでしょうか」

「もう耳に入ったのですね。ご安心ください。数日熱が高かったのですが、昨夜は落ち着いて寝ていらっしゃいました」

「もしご迷惑でなければ、私とメルテンシアを一緒に連れて行ってもらえませんか？」

　エドワードの申し出にガザン侯爵夫人は頷いてくれた。

「メルテンシア、侯爵の様子を見て治療魔法を」

「ええ、わかっていますわ」

　日ごろの恩を返せると思ったメルテンシアは気合が入っていた。

「皇子妃、その……ご懐妊の噂は」

「あ、残念ながら、まだのようでした。季節の変わり目と疲れのせいだったみたいで……お恥ずかしいですわ」

「それなら安心ですわ。万が一、ご懐妊されていたら連れていけないですからね」

「夫人、侯爵様はいつ頃、体調を崩されたのですか？」

「先週の終わりですわ。ちょうど定例会が終わってから」

「その時に誰かとトラブルはありませんでしたか？」

「無かったと思いますわ。定例会ならエドワード第三皇子も出席されていたはずでは？」

「ええ、ただその時は帰りにご挨拶をさせていただいて……体調が悪そうには見えなかったので」

「年齢のこともありますし、疲れが出たのでしょう。医師もそう言ってましたから」

　ガザン侯爵夫人はそう言い、彼女の邸宅に連れて行った。

「素敵なお屋敷ですね」

　メルテンシアの言葉にガザン侯爵夫人は笑みを浮かべるだけだった。

　メルテンシアはエドワードと一緒に保護魔法をかけたうえで、侯爵の寝室へと入った。

「何か気になる点は？」

「とくには……治癒魔法をかけてみましょうか」

「頼む」

　エドワードがそう言い、メルテンシアはその言葉の意味を悟った。

（ガザン侯爵を失うと、ミゼリーさんのお父様が優位に立つ……確かそういう勢力図だったはず）

　しかしガザン侯爵は中立派である。ミゼリーの父親ダリアン伯爵はエドワード派で、エドワードに不利な要素はないはずだが。メルテンシアには見えない勢力図があるのかもしれない。

　治癒魔法をかけたが、いっこうに効果が見えない。

「メルテンシア、どう思う？」

「浄化魔法がよいのかもしれません」

　浄化魔法は効果がすぐにはわからない。そしてメルテンシアは持ってきた聖水をガザン侯爵夫人に渡した。

「ありがとうございます、皇子妃」

「早く良くなりますように」

　メルテンシアはそう言い、エドワードと戻ってきた。

「どう思った？」

「原因不明、かもしれませんね」

「実は帝国内で数名、同じような病というのだろうか。症状の者がいるんだ。それもあってメルテンシアの体調不良も同じものなのか不安もあった。今は大丈夫なのか？」

「私は大丈夫です。お医者様にも季節の変わり目と環境の変化が影響しているのではないかと言われましたから。侯爵様の件は大神官にお願いしてみてはいかがでしょうか？　もしくは大神官がそれを狙っているのかもしれませんが」

「権威の委譲を早めるために？」

「ええ、早く権限を戻さないと、不利な状況なのかもしれませんね」

　メルテンシアはそう言ったが、根拠があるわけではない。

「おかえりなさいませ、エドワード様、メルテンシア様」

　二人を待ち構えていたかのようなミゼリーだが、エドワードは特に気にもせずにメルテンシアのこめかみに唇を当てた。

「着替えておいで。食事にしよう」

　そう言い、メルテンシアはミゼリーの傍を通り過ぎた。そして着替えはアメリアに頼み、レティスには湯浴みの準備を頼んだ。

「ミゼリーさん、今日はもう休んでいいわ」

「ありがとうございます」

　ミゼリーを退室させ、メルテンシアは着替えを終わらせるとダイニングルームに向かった。

　エドワードとたわいのない話をしながら、食事をして湯浴みを済ませる。先にベッドルームに入ったメルテンシアは、ベッドに腰を下ろしたまま考え込んだ。

（ガザン侯爵は風邪というわけではなさそう。疲労という感じでもない。でも熱が出て、そして熱が下がっても意識が戻っている様子はない……まるで気力だけを奪われたような）

　考え込んでいるメルテンシアは背後から近づいてきたエドワードに気づかなかった。急に抱きしめられ、メルテンシアはびっくりした。

「エドワード様、ひどいですわ」

「ひどいのはメルテンシアだろう。名前を何度も呼んだのに、気付いてくれないんだから」

「すみません」

「ガザン侯爵のことを考えていたんだろうが……それは明日にしようか」

「はい、もうお休みになられますか？」

　メルテンシアがそう言葉にすると、エドワードが口づけをしてきた。メルテンシアの肩を指先でとんとんと叩き、メルテンシアに何かを伝えようとしている。メルテンシアはすぐにその意味がわかった。

（ドアが薄く開いているわ。誰かが覗いているの？）

　深いキスをしながら、メルテンシアはベッドに縫い付けられる。エドワードの魔法で明かりが消え、暗闇の中で二人の吐息が響いた。

「んっ……」

　メルテンシアのネグリジェはあっという間に脱がされ、胸の頂を彼の舌が転がすように舐めまわす。

　覗いている誰かに声を聞かれまいと、メルテンシアは奥歯を噛みしめる。

「声を出していいよ、いつものように」

「でも」

「覗いているのはミゼリーだ」

　彼女に見せつけるつもりなのだろうか。エドワードはいつもよりも愛撫が丁寧で、執拗に胸ばかりを攻め立てる。

「んんっ、あんっ……」

　つい声が溢れてしまい、メルテンシアは胸の愛撫だけで濡らしてしまった。濡れて熱くなった蜜口に指を挿れられ、ぐちゅぐちゅと音を立ててかき混ぜられるとせつなくなる。早くいつものようにエドワード自身で奥まで貫かれたい。それなのに、彼は花芯を指で押し撫で、舌で転がして甘く噛んだ。蜜が溢れ、彼の手をぐっしょりと濡らしてもまだ彼は指と舌で愛撫を続ける。

「ああっ……」

　せつない声をあげてメルテンシアは快感を引き寄せた。その直後、エドワード自身が入ってきて、奥までしっかりと突いてくる。わざと音を響かせるように腰を振られると、恥ずかしさも相まっていつも以上に感じてしまう。結局、エドワードが果てるころにはメルテンシアの体力が持たず、意識が朦朧としていた。

（ミゼリーさんはどうして……覗いていたのかしら？）

　そんな疑問を感じながら、メルテンシアは二度目の快感を引き寄せた。

　翌朝、メルテンシアの肌には新しくつけられた赤い痕がたくさんあった。ミゼリーが着替えを手伝ってくれたのだが、メルテンシアの肩についた赤い痣を彼女の長い爪で引っかけられ、メルテンシアの肩から血が出てしまった。

「申し訳ありません、メルテンシア様」

　おろおろとする演技が見え隠れし、メルテンシアは何も言わずに自分の治癒魔法で治した。

「気にしなくていいわ。ミゼリーさん、朝食の準備に行ってもらえる？　レティスさん、着替えを手伝ってちょうだい」

　メルテンシアはそう言い、ミゼリーがダイニングルームに行くのを見ていた。

「レティスさん、今日はアメリアさんがお休みの日なのでよろしくお願いしますね」

　今日と明日はアメリアが休暇を取っている。東部に領地を構える伯爵の嫡男から招待を受け、パーティに参加するためだ。彼の伴侶選びの場である。アメリアは次期当主の男性と知り合いで、彼女の方は選ばれたいと思っているようだった。メルテンシアに心の内を話してくれるようになり、アメリアとの間に信頼関係が芽生えていると感じた。

「かしこまりました」

　レティスが笑顔で答え、彼女もまたミゼリーが来てから変わったと感じる。レティスもまたアメリアと同様にメルテンシアを支えてくれるようになっていた。

　メルテンシアがダイニングルームに行くと、エドワードが座って待っていてくれた。

「おはようございます、エドワード様。朝食はこれからですか？」

「ああ、早朝訓練に出てから、戻ってきたんだ。メルテンシアと一緒に食事をしたくてね」

　メルテンシアは笑顔で頷いただけで、椅子に腰を下ろした。いつもよりも時間をかけて食事をした後で、エドワードに時間を作ってもらった。

　侍女長と執事をエドワードの執務室に呼ぶと、侍女長はレティスからすでに話を聞いていたようで呼ばれた理由を理解していた。

「奥様、今朝はミゼリーが大変な粗相をしてしまったようで……お怪我は」

「怪我の方は大丈夫よ。魔法で治したから……侍女長、ミゼリーさんの爪は切っていただけないかしら？」

　メルテンシアが低い声でそう言い、エドワードは事のいきさつを侍女長に話させる。

「いや、本人を呼んでくれ」

　話を聞いた後でエドワードがそう言い、侍女長がミゼリーを呼びに行った。

　メルテンシアと執事はただならぬ空気を感じ、一言も言葉を発せなかった。侍女長がミゼリーを呼んで戻ってきたときには、侍女長もミゼリーも不機嫌そうだった。

「侍女長、呼びに行っただけなのにどうしたんだ？」

「旦那様に申しあげます。先ほど届いた奥様の衣装をクローゼットにしまうように、ミゼリーに告げましたところ、一つも終わっておらず……メイドと廊下で話し込んでおりまして」

「そうか。彼女が仕事をしないという話はあちこちから聞いているが、今回は何よりも許せないことが起きたようだな」

　エドワードが低い声で言い、ミゼリーは不機嫌そうにエドワードを見ていた。

「仕える主人の肌に傷をつけたとは、本当か？」

「わざとではありません。ドレスの襟元を直したときに爪が引っかかってしまって、メルテンシア様のお肌に傷がついてしまいました」

「その爪では仕事に支障がきたすと思うのだが」

　エドワードがそう言い、ミゼリーは自分の爪を見ていた。

「ですが、おしゃれの一環ですし」

「おしゃれもいいが、侍女として仕事ができないようであれば、その爪はダメだと考えないか？　今回のことはダリアン伯爵に書面ですべて伝える。伯爵からの返事が来るまで、自室で謹慎するように」

「そんなっ……！」

　ミゼリーは驚いた顔をしたが、エドワードは冷ややかに告げた。

「騎士を一人、呼んでくれ。部屋から一歩も出ないように見張るように。窓から飛び降りたかったらご自由に。その場合、二度と社交界には戻れないと思え」

　ミゼリーは謹慎処分を言い渡されたが、メルテンシアが口を挟んだ。

「エドワード様、この件は私に預けていただけませんか？」

「構わないが、メルテンシアはどうしたい？」

「侍女長、ミゼリーさんと一緒に話していたメイドを連れてきてもらってもいいですか？」

「はい、かしこまりました。すぐに連れてまいります」

　侍女長がすぐにメイドを探し出して、連れてきてくれた。

「侍女長、そのメイドは何をされていましたか？」

　メルテンシアが冷ややかに質問をした。

「は、はい……申し上げにくいのですが、彼女は庭を散策しているかのように見えました」

「やっぱり。エドワード様、このメイドを解雇したいと思います。彼女が仕事をしているところを見ることがなく、いつも誰かとおしゃべりをしていて内容は誰かの悪口ばかりです」

「さすが宮の女主人だね、メルテンシア。メイドたちをしっかりと見ていてくれてありがとう。女主人からの命令だ。おまえはすぐにこの宮を出ていきなさい」

「それからミゼリーさん、今ここで爪を切ってください。できますか？」

　メルテンシアがそう言い、ミゼリーは悔しそうな顔をしながら侍女長が持ってきた爪きりで爪を切った。

「私の侍女が嫌なのでしょう？　それならちょうど今メイドが一人辞めたところです。メイドになりますか？」

　メルテンシアの言葉を聞き、ミゼリーは口をぽかんと開けた。何を言われているのか、すぐに理解できなかったようだ。

「いえ、メルテンシア様の侍女を続けさせてください。たった今より心を入れ替え、誠心誠意務めさせていただきます」

　ミゼリーは意を決したようにそう言った。

「わかりました。次、何かあればすぐに解雇ということでいいですね？」

　メルテンシアが念を押し、ミゼリーが頷いたこともあって宣誓書を書かせた。

「エドワード様、この件はこれでよろしいでしょうか」

「メルテンシアがそれでいいなら、構わないよ。ああ、それからミゼリーに伝えておくことがある。メルテンシアは七色の魔法使いだ。おまえのその火属性の魔法では太刀打ちできないぞ。また次にメルテンシアに何かあった場合、彼女が許してくれると言っても俺は許さない」

　エドワードの厳しい言葉にミゼリーは肩を落とした。

　全員を執務室から退室させた後で、エドワードがメルテンシアを抱きしめた。

「あの程度の罰で満足なのか？」

「満足かどうかと言われれば、そんなことはありませんが……。気になることがあって」

「気になること？」

「彼女がエドワード様を慕う理由です。家門が関係するのか、それとも純粋な想いなのか。純粋な想いであれば、あの、その……エドワード様は女性にそんなに評判がよかったわけではありませんので、何か彼女に特別なことをしたのでしょうか」

「俺がメルテンシア以外に特別扱いする女性なんていない。そのことはよく知っているはずだろう？　となれば、家門が関係する可能性が高くなるのか」

「ええ、ダリアン伯爵はエドワード様をどうしても皇帝の座につけたいのでしょうか」

「どうだろうな。だが、レーベン皇太子の施策だと、平和的な解決が増えて戦争は減る。ダリアン伯爵は武器の製造、販売を領地でやっているからな。騎士団は彼にとって得意先だろう。そう考えると、レーベン皇太子よりも俺が皇帝になったほうが得だと思ったかもしれない」

「皇后陛下にはミゼリーさんのほうがふさわしい、そう考えているのかもしれませんが」

「いや、俺が皇帝陛下になったら三人まで皇妃を選べる。いずれも皇后の侍女から選ばれることが多いから、それを狙っているのかもしれないけどね。憶測だけだからはっきりとしたことはわからない」

　二人は考えてもわからないことを考えるよりも、ミゼリーをしっかりと監視することにした。もちろん、彼女が少しでもメルテンシアに反抗的な態度を取るようなら、即解雇するつもりだった。

　が、ミゼリーはその日を境に別人のように仕事をするようになった。

「誰に聞いてもミゼリーさんは仕事を真面目にしているようですわ、エドワード様」

　数日後、メルテンシアはそう報告をした。

「彼女につけている監視からの報告も同じことを言っているが」

　それでも二人は警戒を解くことはなかった。

　ガザン侯爵夫人もミゼリーの様子に驚いたようだ。

「やればできる人だとは思っていたけど、急にこんなに変わられると対処に困りますね。第三皇子妃」

「ええ、何かあるのではと思ってしまいます」

　いつも通りの授業とそのような世間話をした後で、ガザン侯爵夫人は帰っていった。

　午後は特に予定もなく、メルテンシアは侍女三人と一緒に庭でティータイムを過ごすことにした。

「アメリアさん、パーティの後、お相手から何かありましたか？」

　メルテンシアはそう切り出し、アメリアが答えるのを待っていた。

「パーティの時に声がかかり、少しの間お話をする時間をいただきました。幼少期に知っている仲とはいえ、それぞれの立場もありますので今後も何度かお会いして、お互いに歩み寄れたらと考えてくださっているようです」

「その時間を作るためには、レティスさんの協力が必要ね」

「メルテンシア様、お気遣いありがとうございます。それからレティスさん、負担をかけてしまうこともありますが、お願いします」

「いいえ、アメリアさんの幸せのためですもの。協力させていただきます。ミゼリーさんも仕事を覚えるのが早いので、助けてもらえると思いますわ」

　レティスがそう言っても、ミゼリーは顔色一つ変えない。今までなら、当然だと鼻を高くするはずなのだが、そんな態度も見せることはなかった。

「先日、お茶会に行ったときに聞いたのですが」

　レティスが話し始め、メルテンシアは聞き役に徹していた。アメリアもレティスもそしてミゼリーも休みの日には、皇都内の貴族令嬢たちとお茶会を楽しんでいるようだった。そこでの噂話や世間話を聞きながら、メルテンシアはいろいろなことを覚えていた。

「今年の社交シーズンではどうやらシックなドレスが流行るらしいですわ。深みのある色のドレス、そして少しタイトなスカートが揺れる……」

「ええ、聞いたわ。マダムポーラの夜空を纏う貴婦人のドレス、でしょう？」

　ミゼリーがそう言い、アメリアも頷いた。

「私もウィンドウに飾られているのを見ましたわ。とても素敵なドレスでした。メルテンシア様もマダムポーラにいくつか仕立ててもらっていましたが」

　アメリアがそう言い、メルテンシアは頷いた。

「ええ、流行のドレスをいくつか仕立ててくださると約束しているわ」

　マダムポーラは皇都でも一、二を争うドレスの仕立て屋であり、流行の火付け役の一人だ。皇室御用達の看板も掲げており、メルテンシアはいつも彼女のところでドレスを仕立てるようになっていた。

「メイクもやはりシックなものがいいのでしょうね」

　レティスは覇気のない声でそう言った。

「そうね、メイクも考えないといけないわね」

「メルテンシア様、アクセサリーは十分にご用意しているのでしょうか？」

　ミゼリーが口を挟んできて、メルテンシアは少し驚いた。

「十分かどうかはわからないけど、ドレスに合わせてマダムポーラにいくつか頼んであるわ」

「ご結婚後、はじめての社交界シーズンを迎えるのですから、旦那様とおそろいのアクセサリーや旦那様からの贈り物をメインにした方がいいのでは？」

　ミゼリーの意見にメルテンシアは頷いた。ここ最近、ミゼリーは的を射たアドバイスをしてくれるようになっていたが、その言葉に裏がありそうだと感じていた。

「今年の社交界のメインは、きっと皇女様でしょうけど」

　ミゼリーがそう言い、レティスも頷いた。

「デビュタントですもの。誰がエスコートをするのか、それも気になりますし」

　レティスの言葉にメルテンシアは頷くだけだった。

「ラムド辺境伯のお相手はどなたになるのかしら？」

　アメリアがそう言い、メルテンシアは唸った。ルドルフには決まった相手がいない。頼まれたと言っては令嬢をエスコートしているようだったが、その相手はすでに婚約者がいるはずだ。

「今年こそ、ヴォルフ第二皇子も相手を見つけそうだと思っているのですが」

　アメリアの言葉を聞き、ミゼリーがにこりと微笑んだ。

「ヴォルフ第二皇子に相手ができたら、皇太子様も大変ですわね。第三皇子夫妻は誰が見ても仲睦まじく、いつお世継ぎを授かってもおかしくないと言われていますし、ヴォルフ第二皇子に関しては第二夫人が目を光らせるでしょうから……」

　そんな噂話をしていると、ミゼリーが先に立ち上がった。

「本日分のお手紙を確認してまいりますわ。先に立つことをお許しください」

　仕事だと言わんばかりに彼女はそそくさとその場を立ち去った。

「ミゼリーさん、仕事はできるようね」

「今まではやらなかっただけのようです」

　アメリアがそう言い、メルテンシアは頷いた。

「でも、メルテンシア様、気を付けたほうがいいですわ」

　レティスがそう言い、メルテンシアは思わず顔をしかめた。

「知っているわ。私の目が行き届いていないと思って、エドワード様にまとわりついているのでしょう？　そろそろエドワード様がおかえりになる時間だから、先にお出迎えに行ったのよ」

　メルテンシアは気づいていた。もちろん、エドワードがミゼリーの誘いに乗ることもない。だが、メルテンシアの知らないエドワードのことをミゼリーは知っているようだった。

　つい先日も、夕食のメニューを尋ねられたときのことだった。

「エドワード様は鹿肉のスープがあまりお好みではないようですが、よろしいのですか？　あ、それとも今では克服されたのでしょうか」

　そんな些細な一言を付け加えるのだ。

　そしてこの時期はサファイア宮のカーテンやカーペットを切り替える季節でもあった。色や素材はメルテンシアが選ぶことになっていたが、ひとつひとつミゼリーが口を挟んでくる。どれもこれも無碍にできない助言でもあった。

「エドワード様の私室でしたら、こちらのカーテンのほうがよいのでは？　騎士団長として緊張感のある任務も多いでしょうから、リラックスできる色をお選びになってはいかがでしょうか。それにエドワード様はこちらの色のほうがお好きですよね」

　エドワードが好む色、そんなことも知らないのかと突き付けられた気分になる。エドワードの好きな色は知っているが、その濃淡によってまで左右されるとは思っていなかった。確認のため、エドワードにどちらの色がいいか尋ねると、ミゼリーが選んだ色を手にしたのだからメルテンシアは打ちのめされた気分だった。

（どうしてミゼリーさんは知っているのかしら？）

　そんな疑問を抱きつつ、メルテンシアはミゼリーを注意深く見ていた。

「さて、そろそろお出迎えに行きましょう」

　その日もメルテンシアよりも先にミゼリーがエドワードを出迎えたが、彼はミゼリーに一瞥することもなくメルテンシアに歩み寄って抱き寄せる。

「ただいま、メルテンシア」

「おかえりなさいませ、エドワード様。お怪我はありませんか？」

「ああ、大丈夫だよ」

　その言葉を聞き、メルテンシアは胸をなでおろす。

　食事の後で、メルテンシアはエドワードの執務室に呼ばれた。

「メルテンシア、ミゼリーの仕事ぶりはどう？」

「今までとは別人のように仕事をしてくれますわ。宮のメイドたちも仕事をしっかりするようになり、私への悪口も減りました。そこでご相談があります」

「何か考えがあるのか」

「ええ、明日の昼間、メイドたちをまた呼んでいただき、数名の給金を戻そうと思っています。一部のメイドとミゼリーさんは今のままですが、レティスさんとアメリアさんは給金の増額を考えております」

「いいと思うよ。メルテンシア、女主人になってきたね。それに宮の模様替えも非常にいいと執事が褒めていた。それで今度はこの件も君に任せようと思っているのだが」

「私に務まるでしょうか」

「大丈夫だと信じているよ。メルテンシア、君に宮の人件費、および維持費、経費など経理関係をすべて託す。その上で、君が必要とあれば、一存で人の給金の増減を決めていいことにする。ほかにも執務の一部を君に任せたいのだが」

「わかりました。しっかりと務めていけるように努力しますわ」

「無理しすぎないようにな。魔法石つくりもあるのだから」

「ええ、一日に五個ほどしか今はつくれていなくて」

　メルテンシアは肩をすくめるが、社交シーズン前だからか彼女に来客が増えてきていた。

　午前中はガザン侯爵夫人の授業があり、午後には皇都から伯爵令嬢や侯爵令嬢などの貴族令嬢がメルテンシアに面会を求めることが増えていた。

「第三皇子妃様にご挨拶を申し上げます」

　その挨拶を聞くたびにメルテンシアは背筋をしっかりと伸ばし、お腹に力が入ってしまう。

「本日はわたくしの領地で取れる特産品をお持ちしましたわ」

「とても珍しい果物ね」

「ええ、広い帝国内でもわたくしの領地でしか栽培されていないので」

「ありがたく頂戴しますわ。それよりも本日はどのようなご用件で」

　同年代の貴族令嬢からは社交シーズンがはじまったら、ぜひ自分のところのパーティに出席してほしいというお願いがほとんどだ。

「社交シーズンよりも前になりますが、二週間後にわたくしの妹のバースデーパーティを邸宅でおこないますの。ぜひ、皇子妃に出席していただきたくて」

「予定を確認して、お返事しますわ」

「エドワード第三皇子とご一緒にいらっしゃってくださいませ」

　メルテンシアは笑顔で頷き、彼女と歓談をしてその時間をやり過ごした。

　令嬢が帰ると、レティスとミゼリーがティーセットを片付け、メルテンシアを着替えさせてくれた。

「皆様、旦那様を呼びたくて仕方ないのですね」

　レティスがそう言い、メルテンシアは苦笑いを浮かべた。

「そうでしょうね。旦那様は今まで公のパーティに出席されたのは五回のみと言われていますから。一度目は旦那様が十歳の時、それから皇太子様の成人を祝うパーティ、騎士団長就任パーティとメルテンシア様のデビュタント、そして去年。メルテンシア様がはじめてエスコートされた女性として噂になりましたもの」

　ミゼリーが淡々とそう言葉にした。

「それに旦那様はメルテンシア様以外と踊ったこともありませんし、あんなにやさしい表情で女性を見ることもなかったので衝撃でしたわ」

　レティスが言葉を続け、メルテンシアは笑みを浮かべた。

「そうだったわね」

　冷徹で怖いと恐れられていたらしい。特に女性には冷たいらしく、目の前で倒れても見向きもしないとか……。

　そんな噂があったのだが、メルテンシアに向けられるものとは全く違いすぎて、信じていなかったのもある。噂だけだと思っていたのだが、社交界ではその冷酷な姿が事実だったのだろう。

「メルテンシア様に向けられるやさしい視線も、そして素敵な笑顔も誰もが想像できなかっただけに、衝撃的でしたわね。もっともメルテンシア様がいなければ、以前のように顔色一つ変えることなく、研ぎ澄まされた刃のような瞳に戻られるのですが……優美な笑みを浮かべるエドワード様を見たくて、二人そろって出席してほしいのでしょうね」

　レティスがそう言い、ミゼリーは頷きながら言葉にした。

「あの笑顔を見た方は、一気に旦那様のファンになってしまうようですわ。一度でもいいからあの笑顔を向けられたいと思っているのでしょうね」

　その言葉にメルテンシアは唸った。エドワードに好意を寄せる女性が増えるのは、悩みどころだ。だが、この言葉にメルテンシアはなんとなく気づいた。ミゼリーもそのファンになったひとりなのではないかと……。そして彼女のことだから、メルテンシアに向けられる笑顔を奪えるのではないかと考えていそうだと。








第三章　優越感と嫉妬心









　この日はガザン侯爵夫人の授業がある日だった。

「ごきげんよう、第三皇子妃メルテンシア様」

「ごきげんよう、ガザン侯爵夫人」

「授業の前にお伝えしたいことがあります。よろしいでしょうか？」

　ガザン侯爵夫人からの申し出に、メルテンシアは頷いた。

「主人の意識が戻りました。おとといの夜、意識が戻り、昨日医師に診てもらったところ、もう心配はないと。第三皇子妃とエドワード様のおかげですわ」

「意識が戻られたのですね。安心しました。それで医師は何が原因だと言っていたのか教えていただけませんか？」

「原因がまったくわからないそうで……お二人のことを話したら、おそらく浄化魔法が効果的だったのではないかと」

「原因不明のままなのですね。それでも無事に回復されて安心しました」

「ありがとうございます。メルテンシア様が七色の魔法使いで本当に助かりましたわ」

　ガザン侯爵夫人の言葉にメルテンシアは胸がいっぱいだった。こんなにも感謝されることは今までほとんどなかった。自分の魔法を使って誰かを救えることに喜びを感じていた。

「それでは授業を始めましょうか」

　メルテンシアは頷き、この日は帝国の経済について学ぶことになった。

　帝国は地域ごとに農作物や特産品が違う。海に近いところは海産物がメインで、山が近いラムド領のようなところでは魔石がメインだった。ほかにも絹や布の原料などが西の地域では盛んで、東の地域では陶器が盛んだと学ぶ。

「そのすべての特産物が皇都の店に並ぶのですが、そこからそれぞれの地域へと品物が流れていきます」

「他国との交易もあるのですよね？」

「ええ、もちろん他国との交易によって栄えている領地もありますが、他国に流通させてはいけないものもあります。たとえばラムド領の魔法石です」

　メルテンシアは頷きながらメモを取る。帝国のお財布事情もしっかりと学んだうえで、ガザン侯爵夫人からの設問に答えていく。ガザン侯爵夫人の授業は、メルテンシアが考えれば答えを見つけられることに関しては質問で学ばせ、考える時間を与えてくれる。なかなか答えを導きだせない時にはヒントを与えてくれて、考えることを優先させてくれるのもあり、メルテンシアは学ぶたびに自信をもって答えられるようになっていた。

　その授業が終わってから、メルテンシアはガザン侯爵夫人に質問をしてみた。

「ミゼリーさんのことをお話ししてもよろしいでしょうか」

「ええ、かまいませんわ。彼女が何か迷惑をかけているのかしら？」

「迷惑、というわけではありません。最近は真面目に仕事に取り組んでいるようですし……ただ気になることがありまして」

「何が気になるのかしら」

「エドワード様はミゼリーさんと会ったことがないと思うと言っていて、それが事実だとすればミゼリーさんはエドワード様を見たことがあるのはパーティの時だけ。それも昨年のパーティとその前の年のパーティの時だけだと思うのですが」

「いずれもメルテンシア様がエスコートされていると言いたいのですね」

「ええ、話す機会もなければ、ここに来てからも二人で話すこともないのにわたくしよりもその……エドワード様の好みを知っているのです」

　メルテンシアが真面目な顔で相談すると、ガザン侯爵夫人は柔らかい笑みを浮かべた。

「ご存じないのかもしれないとは思っていましたが……実は皇都では若い女性向けにある機関紙が出回っているのですよ。その名も騎士団日報というものですわ」

「騎士団日報ですか？」

「ええ、レティスさんやアメリアさんに言えばきっと彼女たちも持っていることでしょう。そこには公式的な行事や、騎士団の視察日程なども書かれていますし、どこに行った誰誰がこんな取り組みをして褒められたとか、インタビューという形で取材もされているはずですよ。もちろん、好きな食べ物や苦手な食べ物などプロフィールらしいものも載っていますから、それを参考にしたのではないでしょうか」

　メルテンシアは驚いたが、ガザン侯爵夫人は柔らかい笑みを浮かべたまま言葉にした。

「不安になったら、付け込まれるだけ。それに最初にここへ来た時よりもメイドの管理も行き届いているようですし、あなたはこの宮の女主人として認められはじめたということではありませんか」

　その言葉にメルテンシアは瞳が潤んだ。今までガザン侯爵夫人のように見てくれて、褒めてくれた人がいなかった。もちろん、乳母のマルタやメイドのシェーンが褒めてくれることはあったが、彼女たちは親や姉代わりのようなものだった。

「でも、まだまだ覚えることはたくさんありますからね。ではまた三日後に」

　ガザン侯爵夫人の言葉にメルテンシアは丁寧なお辞儀をした。

「本日もありがとうございました。また三日後、よろしくお願いします」

　この日はレティスが休みで、皇都内のカフェでお茶会をしているはずだ。メルテンシアはすぐに伝令を飛ばして、帰りに騎士団日報というものを手に入れてくるように頼んだ。

「メルテンシア様、ドレスが出来上がったようです」

　アメリアが呼びに来て、メルテンシアは自分の部屋に向かった。たくさんのドレスが並べられ、これからの社交シーズンに向けて細かい直しが入った。

「メルテンシア様、お胸のサイズが変わったようですわ」

　そう言われると気恥ずかしいものがある。ここ最近、エドワードも同じことを言っていた。胸が大きくなったと……。

　メルテンシアの身体の変化はそれだけではなかった。以前のように骨と皮だけの体つきではなく、適度に体重も増えて全体的にふっくらとしていた。それでも腰回りは細い。そして瞳の色や髪の色が濃くなっていた。髪や瞳の色は徐々に濃くなってきたのだが、これはおそらく魔力が十分に蓄えられているからだろう。

（このまま魔力が強くなったら、お母様のように赤みの強い色になるのかしら）

　最期に見た母は赤毛で瞳も赤く見えた。

　鏡の中の自分を見ながら、メルテンシアは両親の面影を探してしまうのだ。

「ではこちらでお直しをさせていただいた後、三日後にはすべてのドレスを仕上げてまいりますわ」

　マダムポーラは微笑み、メルテンシアもにこりと笑った。

「メルテンシア、入ってもいいかい？」

「あ、エドワード様、お帰りでしたか……少しお待ちいただけますか？」

　着替えの最中だったメルテンシアがそう声を掛けると、エドワードの声が扉の向こうから響いた。

「一緒に温泉に入ろう。先に行っているから、メルテンシアもおいで」

　そう誘われたのだ。

　二人きりの時は恥ずかしいから嫌だと断れるのだが、アメリアとミゼリーの前では断れずにメルテンシアは承諾せざるを得なかった。夫婦が一緒に入浴するのも当然だと以前二人に尋ねたときにそう言われた手前、断る姿を見せられなかった。

（もうっ、恥ずかしいって言っているのに。断れないってわかっていて誘ってきたんだわ。エドワード様の意地悪）

　そう思うが、二人きりでゆっくりと過ごす時間は貴重だった。

　サファイア宮の地下には温泉がある。先々代の皇帝陛下が退位された後、このサファイア宮を建立し、隠居の地としたと言われている。その時に温泉が湧き出たことから、地下には大理石で作られた温泉がある。

　メルテンシアが地下に行くと、エドワードは先に温泉に浸かって待っていた。

「メルテンシア、やっと来たか」

「先に出ていてくださっても良かったのですが」

「冷たいことを言わないでくれ。たまには一緒に入りたいと言っているだろう」

「恥ずかしいから嫌だと申しているでしょう？」

　そんなやり取りをしつつ、メルテンシアはエドワードに尋ねた。

「騎士団日報ってご存じですか？」

「知っているよ。民間の機関紙だが、彼らは唯一騎士団に直接取材ができるからね」

「どうしてですか？」

「騎士団の職務には賛否両論がある。大袈裟に言えば、騎士団があるからこそ、戦争が起こるという意見を掲げている思想家もいる。それを支持する人もいれば、騎士団がいなければ災害時に助けてもらえないという人もいる。そのため、帝国民誰もが騎士団の本当の姿を知る権利があるだろうということで、騎士団日報ができたんだ」

「職務の内容を皆に伝えるということですね」

「それだけじゃない。失策や怠慢も正直に開示する。だからこそ、清廉潔白であることを掲げて、日々の訓練や職務に携わる誇りを持つことになる」

「騎士団にとっても帝国民にとっても役に立っているということですね」

「まあ、そうなるけど。一方で婚姻のきっかけを作ることもある」

　エドワードの言葉にメルテンシアは驚いた。

「騎士団員のプロフィールが載せられ、独身であることやどこの出身なのか、爵位だとか個人情報はすべて載せられるから。まあ、騎士団日報だけでなく、皇室も定期的に機関紙を発行しているんだ。開けた皇室という名目で、会議の内容も一部載せているし、皇室事情も載せている」

「そういうことですか。エドワード様にもやはりその、縁談のお声はたくさんかかったのですか？」

「俺よりも皇太子に注目が集まっていたからね。機関紙でも皇太子の好きな人というのは、毎回クローズアップされていたんだ。皇太子の結婚が決まってすぐに、俺はメルテンシアと一緒にいるようになったから」

「では第二皇子ヴォルフ様が今は注目されているということでしょうか」

「難しいところだな。彼は少し変わり者でね、皇族であって皇族とは異なるという立場かな」

「難しいことをおっしゃるのですね。ガザン侯爵夫人からは皇位継承権を持つ一人と聞いているのですが」

　メルテンシアの言葉にエドワードは頷いた。

「俺と同様にヴォルフ兄様も皇帝陛下の椅子には興味がない。俺は騎士団にずっといたいし、彼は勉強熱心でできれば魔塔の研究室に入りたいと言っているような人だ」

　そんな話をしながら、メルテンシアはのぼせてきた。

「先に出ますわ」

「ああ」

　メルテンシアが出ると、ミゼリーが待っていて肌のケアをしてくれる。丁寧にオイルを塗られ、下着を身に着けた後でエドワードが出てきた。すぐにミゼリーがタオルを持ってエドワードに近付いたが、彼はミゼリーからタオルを奪って身体をざっと拭いた後で腰に巻いた。

「メルテンシア、夕食は部屋に運んでもらうから、ゆっくりしておいで」

「エドワード様、その姿で出歩かないでくださいませ」

「わかっているよ。隣の部屋で身支度を整えるから」

　メルテンシアはミゼリーの横顔をちらりと見た。エドワードの全裸に彼女の頬は赤く染まっているように見える。

（もう、誰にも見せたくないのに）

　エドワードの引き締まった全身はどんな女性でも魅了するのではないかと心配になる。誰だってあのたくましい腕に引き寄せられ、鍛えられた胸に抱きしめられたいと思うのではないかと。

　ミゼリーは手早くメルテンシアの身支度を整えてくれた。そのまま部屋まで付き従ってくれたが、メルテンシアが部屋に入るとエドワードがミゼリーの入室を拒んだ。

「今夜はもう休んでいい」

　その言葉ひとつでミゼリーは部屋に入ってくることもできなかった。

　食事はすでに用意されていて、メルテンシアはエドワードと話しながら食事をすることにした。

「エドワード様、侍女がいる前であのような格好は困りますわ」

「だからといって俺の従者を連れて行ったら、メルテンシアの肌を見られてしまうだろう」

「私もほかの方にエドワード様を見られたくない……です」

　言葉にしてその独占欲の強さをひしひしと感じてしまうメルテンシアだった。

「メルテンシアの嫉妬は可愛い」

「可愛いだなんて……そんなことはありません」

　ムッとしてしまうのだが、エドワードを独占している時間は幸せだと感じてしまうのだ。

「メルテンシア、明日から三日間ほど宮をあけることになったから」

「今度はどちらに行かれるのですか？」

「東部地域だ。先月、井戸が枯れる被害が出ていて、災害派遣団を出している。復興状況と今後の支援に必要なものを確認しに行ってくる」

「気を付けてくださいませ」

「ありがとう。メルテンシアも気を付けて過ごしてくれ。何かあったらすぐに通信してくれればいい」

「わかっていますわ」

　メルテンシアはエドワードに抱きしめられ、彼の背中に腕を回した。お互いの唇が重なり合い、そしてメルテンシアはハッとした。

「エドワード様」

「うん、ミゼリーが確認しているのだろう」

　誰かの視線を感じたメルテンシアだったが、ミゼリーの名前が出るとため息が漏れた。

「なぜ、ミゼリーが覗くのか、メルテンシアはわかる？」

「いいえ」

　メルテンシアが首を横に振ると、エドワードは笑いながら答えた。

「皇室事情を民間機関紙が作っていると言っただろう。そこには皇宮やルビー宮、サファイア宮の侍女から聞いた俺たちの生活が載せられているんだ」

「ミゼリーさんは情報を流しているというのですか」

「ああ、そういうことになるだろう。騎士団日報では取材費を受け取ってはならないのだが、侍女たちはおそらく小銭を稼いでいるだろうな。もちろん、掲載するにあたって皇族の品位が損なわれることがあってはならないし、機密情報を漏らしてはいけない。その確認のため、皇室事情の機関紙は皇室の専門部署が確認しているんだ」

「それなのにどうして覗くのかしら？」

「仲睦まじい夜はどれくらいの頻度か、ってやつじゃない？」

　メルテンシアは恥ずかしさのあまり声にならなかった。だが、その直後にハッとした。

「だから、皇太子妃が初夜の儀を済ませていないかもしれないと言ったのかしら？」

「おそらくな。それもあり、世間では先に俺とメルテンシアが子を成すのではと噂になっているようだけど」

　そんな噂が流れていることが恥ずかしいと思うメルテンシアだった。

「どうして今まで教えてくださらなかったのですか？」

「世間の噂や外聞を気にする余裕もなかっただろう。俺の嫁になってくれると決めたときから、メルテンシアは自分の時間のほとんどを勉強に費やしていたじゃないか。君が必死に頑張っているところを知っているのに水を差すようなことはしたくなかった」

　エドワードのやさしさだとわかっていても、世間知らずのままではこの社交界で生きていられない。

「エドワード様、私の耳にもそういう情報を入れておかなければ、社交界でうまく立ち回ることができなくなりますわ。世間知らずの箱入り娘と言われるわけではありません。私の場合は単なる皇都の情報を知らない田舎令嬢と言われるだけ……エドワード様にふさわしくないとされてしまうだけです」

「そうか。確かにそうかもしれない。これ以上、メルテンシアが肩身の狭い思いをするのは嫌だから……そうだな。皇都での女性同士のサロンについては、俺ではわからない。レティスやアメリアを頼ってみたらどうだ？」

「そうします」

「で、メルテンシア、続きはダメ？」

「今夜はダメです」

　メルテンシアがふいっと顔をそらすと、エドワードは笑いながらこめかみにキスをしてくれた。

「じゃ、一緒に寝ようか」

　メルテンシアは頷いてエドワードの腕の中に入った。

　翌週、メルテンシアはエドワードと招待されたバースデーパーティに参加した。そのパーティにはミゼリーも出席している。

「メルテンシア様、あちらのご令嬢たちにご挨拶したいので、失礼してもよろしいでしょうか？」

　ミゼリーは主役の令嬢に挨拶が終わると、そう言ってきた。

「ええ、構わないわ」

　メルテンシアはそう言った。メルテンシアはミゼリーを気にしている余裕はなかった。エドワードと一緒に次々と挨拶を受ける立場だった。主役の令嬢とその一家とはあまり面識がないのだが、それでもその家の顔を立てるためにも話をしなければならない。

（皇都の貴族はこういうバースデーパーティを開くのね。家族同士の付き合いから社交の場を広げていくためなのね）

　こういう場を通じてデビュタント前の令嬢たちも、世間に慣れていくものなのだろう。必然とパーティマナーが身についていくものだとメルテンシアは考えた。

　パーティは二時間程度で終わり、エドワードとミゼリーと一緒に帰るだけだった。

「ミゼリーさんもバースデーパーティを開いたことがあるの？」

　帰りの馬車の中でメルテンシアは、そう尋ねた。

「ええ、ありますわ。生まれたときからずっと両親がパーティを開いてくださって、そこで知り合った令嬢たちとは今でも仲良くしてもらっています」

「そうなのね。バースデーパーティは皇族も開くべきですか？」

　メルテンシアは隣に座るエドワードに尋ねた。

「皇族は節目の年齢の時だけ、大きなパーティを開くが……それ以外の年齢は限られた人だけを呼んだ小さいガーデンパーティ程度かな。それもデビュタントしたら終わりだけどね」

「デビュタントまでですか」

　メルテンシアは残念に思った。エドワードの誕生日を盛大に祝いたいと思った。

「メルテンシア様のバースデーパーティはサファイア宮のバラ園で開きましょうか」

　ミゼリーにそう言われ、メルテンシアは首を横に振った。

「私のパーティは必要ないの。エドワード様がお祝いしてくださるから、それで十分だし」

　メルテンシアの言葉にミゼリーの口元が歪んだ。

「そ、そうでしたか。それではお二人のお子様が生まれたら……」

　ミゼリーは取り繕ったように言い、メルテンシアは作り笑いを浮かべていた。ミゼリーにパーティを仕切らせるわけにはいかないと思ったからだ。

　ミゼリーはメルテンシアに嫌がらせをすることはなくなったが、パーティに行くと彼女の存在感をありありと見せつけてくる。

（ミゼリーさんの影響力は本当に強いのね）

　今回のパーティでもそう思った。ミゼリーは令嬢たちの輪に入ると、その中心となって盛り上げている。時折、頬を赤らめながらエドワードのことをちらりちらりと見るのは、彼の噂話でもしているのだろう。ミゼリーの話術は気になるのだが、メルテンシアはそこまで監視する必要はないと思っていた。

　そして社交界シーズンが始まった。メルテンシアが最初に招待されたのは、皇宮でのパーティだ。皇帝陛下が一年の労をねぎらって開くパーティでは昼間に叙勲式が行われる。

　ルドルフとエドワードは昼間の叙勲式に出席し、二人とも名誉ある勲章をいただいた。

　メルテンシアはエドワードと一緒に叙勲式に出席し、二人の晴れ舞台をしっかりと目に焼き付けた。

　戻ってくると、今度はドレスを着替えて髪型も変える。いつもなら侍女が手伝ってくれるのだが、侍女たちもパーティに出席するためそれぞれの準備がある。メルテンシアにはメイド長とメイドが付き、侍女たちもまたメイドに手伝ってもらってパーティの準備をした。

　侍女たちと一緒に馬車で皇宮へと移動し、アメリアは皇宮の前でパートナーが待っていてエスコートされる。レティスとミゼリーは相手がいないため、それぞれの父親と待ち合わせて入場する予定だ。

「メルテンシア、行こうか」

　メルテンシアはエドワードにエスコートされて会場に入った。二人が会場に入った瞬間、歓談していた声が一瞬静まり返り、注目を浴びたのを感じた。

　直後に皇太子夫妻も入場し、メルテンシアはまたもやセザンヌの鋭い視線を浴びた。

「メルテンシア、気にしなくていいよ」

「大丈夫ですよ、エドワード様」

「いまさら、あんなに睨んでくるのも変だけどな」

「お互いにパートナーがいるのにってことですか？」

「ああ、その通りだよ。俺は皇太子の座を狙っているわけじゃないしね」

　メルテンシアにもエドワードにもわからないセザンヌの憤りがあるに違いないが、憶測で言えるようなことではない。それにガザン侯爵夫人の話だと、世間的にも皇太子妃と第三皇子妃の仲が悪いと噂されている。仲がいいも悪いもないのだが、否定するメリットもなかった。

　ダンスを二曲、エドワードと踊った後でメルテンシアは化粧室へと向かった。

　化粧室でセザンヌと会ってしまったメルテンシアは、挨拶をするしかなかった。

「ごきげんよう、皇太子妃セザンヌ様」

「ごきげんよう、メルテンシア様」

　普段なら第三皇子妃とつけるべきところを省かれたことに、メルテンシアはなぜか悲しくなった。

「メルテンシア様、少しお話をしませんか？」

　セザンヌに誘われ、メルテンシアは頷いた。二人はパーティ会場から出て、テラスのちょうど真下に当たるところで話すことにした。

「エドワード様と仲睦まじいと聞いたのだけど、その……離縁することはないの？」

「離縁ですか？」

「ええ、そうよ」

「予定はありませんが……皇太子妃様、申し上げにくいのですが、わたくしが離縁したとしてもエドワード様が新たに娶る方は既婚歴のない方になります。今でしたらおそらくダリアン伯爵のミゼリーさんが最有力候補になるのでは？」

「……そうね。わかっているわ。離縁してほしいわけではないのよ。私も気持ちに区切りをつけて前に進もうと思っているわ。だけど、いまさらレーベン様にどう向き合っていいのかわからなくなって」

「皇太子妃様は皇太子様と仲良くされたいのですか？」

「うまくいかないの。どうしたらいいの？」

「そう伝えたらいかがですか？」

「えっ？」

「何事も伝えてみたらいいと思います。皇太子様もきっと戸惑っていらっしゃるのでしょう。どうしたら皇太子妃様が喜んでくれるか、考えてくださっていると思いますわ」

　メルテンシアがそう言い、セザンヌは頷いた。

「あなたが憎くて睨んでいたのでも無視したのでもないわ。ましてエドワード様を奪われて悔しいからとか……。確かにそういう気持ちはあったの。でも、あなたと一緒にいるエドワード様は私の知っている方とは違ったわ。羨ましかった。あんなふうに笑ってほしかったと思ったけど、あらためて皇太子様に向き合う時期が来たと思ったの」

「急なことで戸惑ったのでしょうか」

「どう向き合っていいかわからないの。彼は私にすごく優しくしてくれるのに」

「大丈夫ですよ。きっと皇太子様はわかってくださいます。それにエドワード様がわたくしを見る目がほかの人に向けるものと違うと言われますが、皇太子様もセザンヌ妃様を見つめる目はやはり違うと思いますわ」

「そうかしら？　私はレーベン様のことをちゃんと見ていなかったようね。あなたとも仲良くしたいと思っているから」

「わたくしも皇太子妃様ともっとお話をしてみたいと思っております」

「今は時期じゃないけど、きっと近い将来、その時が来るわ」

「それもわかっています」

　メルテンシアはそう言い、パーティ会場に戻った。すぐにエドワードがメルテンシアの傍に駆け寄ってきて、安堵の息を漏らしながら言葉にした。

「なかなか戻ってこないから迷っているのかと思ったよ。もしくは何かあったのかと」

「ご心配をおかけして、申し訳ありません。実は皇太子妃様とお話をしていたので」

「大丈夫か？」

「大丈夫ですよ。エドワード様こそ、一人きりで声を掛けられませんでしたか？」

「女性からはないが、ダリアン伯爵に呼び止められてね」

「ミゼリーさんのことですか？」

「うーん、それに近いかな」

　エドワードが言葉を濁し、メルテンシアは頷くだけだった。

　メルテンシアの社交シーズンは思っていたよりも順調だった。招待されたパーティにはエドワードと出かけ、エドワード宛のパーティにも一緒に出席する。エドワードがエスコートしてくれるパーティだけ、メルテンシアは選んで出席していた。

　しばらくすると、アメリアとレティスが難しい顔をしてメルテンシアに話があると言ってきた。

「二人とも怖い顔をしてどうしたの？　話は聞くから、そうね。ティーセットを用意してきて」

　その日はミゼリーが休みだった。メルテンシアは二人にそう告げ、執務室で話を聞くことにした。

　ティーセットを準備した二人が戻ってくると、メルテンシアはソファに移動した。二人を座らせると、レティスが先に口を開いた。

「旦那様がミゼリーさんを見る時も、優しい目で見つめるという噂が流れ始めました」

「えっ？」

　メルテンシアが驚くと、アメリアがゆっくりと説明してくれた。

「発端は叙勲式ですわ。叙勲式ではお庭での開催でしたので、メルテンシア様は帽子を着用されていました。そのため、特徴的な髪色が見えず、すぐ後ろにミゼリーさんが取り巻きの令嬢たちと一緒にいて、旦那様がメルテンシア様に向けられた笑顔があたかもミゼリーさんに向けられたものとして捉えられたのです。もちろん、ミゼリーさんがそういう誘導をしたのは間違いありません。旦那様にはすごくよくしていただいていると……令嬢たちに言いふらしているのも事実ですわ」

「そんなことをしたら、エドワード様が不貞を働いているように捉えられるじゃないの」

　メルテンシアがそう伝えると、アメリアもレティスも首を横に振った。

「不貞を働いているとは思われないものです。よくあることですから……侍女に手を出したなんてスキャンダルにもなりませんわ」

　レティスがそう言い、メルテンシアは唸った。

「ダリアン伯爵が旦那様に、どうやら娘ともうまくやっているようで安心したと言ったという話も出ていて」

　アメリアからその言葉を聞き、メルテンシアはハッとした。

「叙勲式の後のパーティでエドワード様がダリアン伯爵と話したと言っていたわ。私はちょうど席を外していたんだけど」

「おそらくメルテンシア様が席を外されたタイミングで、声を掛けられたのでしょう。そのため、ミゼリーさんと旦那様があたかも何かあるかのように伝わり始めたのかもしれません」

　レティスの言葉にメルテンシアは言葉を失った。

「そんな噂を流して、外堀を埋めようとしているのかもしれませんね。万が一でもミゼリーさんが妊娠したということになったら、ダリアン伯爵は旦那様に責任を問うでしょう」

　アメリアが冷静にそう言った。

「アメリアさん、ミゼリーさんが妊娠するなんてありえないわ。エドワード様はそんなことをするはずがないし……」

「皇都の怖いところはそこです。ミゼリーさんがたとえ誰かと関係を持ってしてでも、子を成せばそういう話に発展するという」

　アメリアの話にメルテンシアはようやく事の重大さに気づいた。

「どうしたらいいの？　ミゼリーさんの影響力に打ち勝つには力が足りないし、彼女が嘘をついていたと証明しないと」

　メルテンシアがそう言葉にすると、アメリアとレティスは顔を見合わせてから口を開いた。

「まずは旦那様とご相談して、それからガザン侯爵夫人を頼るのがよいかと思いますわ」

　レティスがそう言ってくれた。メルテンシアは頷き、すぐにエドワードに相談するつもりだった。

　しかし、それよりも重要なことが起きてしまった。








第四章　新たな聖女









　その日の夕刻に戻ってくるはずだったエドワードは戻らず、メルテンシアは皇宮に呼ばれた。重要な事案が起きたため、早急に入宮するようにと使いが来たのだ。

　メルテンシアは慌てて準備を済ませ、迎えに来た馬車に乗って皇宮へと向かった。

　皇宮に到着すると、エドワードが入り口で待っていてすぐに会議室へと連れていかれた。会議室には主な貴族たちと皇族が全員、そろっている。皇族の中でも第一夫人から第三夫人はこのような場に呼ばれることはなかったのだが、今回は呼ばれていた。そしてメルテンシアたちが到着してすぐにルドルフも来て、そのあとに皇太子夫妻が到着した。

　皇帝陛下と皇后陛下は全員がそろってから入室し、議長が立ち上がって発表を始めた。

「社交シーズン中に急な招集をかけ、申し訳ありません。大神官と神官数名が各地を視察巡礼中に、南部の領地で他国の女性および数名の男性たちを保護。その女性にはどうやら聖女の力があると思われる。現在、ワープゲートを使ってこちらに移動中でございます」

「聖女の力を持つのは真なのか？」

「それを確かめるべく、大神殿の聖水の泉で確認したいのですが、使える状態なのかどうかはわかりかねます」

「それで聖女を連れて大神官はいつ頃、到着予定なのか」

「あと一時間ほどで到着すると思いますが、どう検証しましょうか」

　議長も戸惑いを隠せない。

「そもそも他国の娘が聖女の力を持っていても……」

「そうですね。わが帝国に繁栄があるのか」

　口々に疑問を連ねるが、誰も答えがわからないことばかりだ。

「到着したらもう一度、集まりましょうか。それまで休憩ということで」

　議長がそう言い、一度解散することになった。

　メルテンシアは気になることがあり、エドワードと一緒にルドルフのところに行った。

「ラムド辺境伯、こちらに来ていただけませんか？」

　エドワードが声を掛け、皇宮内の彼の執務室へと案内する。

「声を掛けてくれて助かったよ、エド」

「俺じゃないよ。メルテンシアがルドと話したいって」

「メル、俺も聞きたいことがある」

「おそらく同じことを聞きたいのでは？」

　メルテンシアがそう言い、ルドルフはにやりと笑みを浮かべた。

「二人は何を聞きたいんだ？」

「ええ、聖女の気配を感じたかどうかです」

　メルテンシアの言葉にルドルフも頷く。エドワードは唖然としたが、すぐに質問をしてきた。

「聖女の気配なんて感じるのか？」

「聖女候補の皆さんの中に数名、聖女としての資質があるだろうという気配は感じていますわ」

「俺も同じく。おそらくメルと同じ人数だろうし、同じ気配だと思っている」

　ルドルフもそう答え、エドワードは驚くだけだ。

「どういうことだ？」

「聖女はほかの魔法使いと違います。それが見分けられるというか、肌で感じ取れるというのか」

　メルテンシアはそう言い、ルドルフも頷いた。

「説明できることじゃないんだ。感覚の問題で……で、たぶんだけどこちらに近付いてくる聖女の気配は感じられないって言いたいんじゃないのか？」

「ええ、遠いというのもあるかもしれませんし、ワープゲートを使っているせいかもしれません」

「俺も同じ考えだ。だが、俺もメルも聖女だったらわかるはず」

「でも先日は二人ともわからないって言ったじゃないか」

　エドワードがそう言い、ルドルフは首を横に振った。

「メルが聖女だってほかの人がわかるのかどうかだ。俺たちのことじゃない。俺たちもメルが聖女だって国王に言われて、この気配が聖女の資質なのかってわかったんだから」

「そういうことか」

　エドワードはホッとしたような顔をするが、彼にはほかの気配を感じ取れないようだ。

「これもラムドの血なんだろうな」

　自分では感じえない感覚に、エドワードはそう言った。

「そうかもしれませんわ。お兄様、新たな聖女様が現れたとしたら、その方と結婚されるのですか」

「だが、今回の人は他国の女性だろう？　その国に必要な女性ではないのか？　俺はラムド領を出るわけにはいかないから、他国には行けない」

　ルドルフはそう言い、メルテンシアは少しだけ安心していた。

　しばらくすると使いの者が来て、聖女の力があるかもしれない女性と大神官の到着が知らされた。

「二人とも気配は感じるのか？」

　エドワードの問いに、メルテンシアもルドルフも首を横に振った。

「実際にその女性を見てみないことにはわからないが」

　ルドルフはそう言い、メルテンシアも頷いた。三人はまた会議室に向かった。

　全員がそろってから両陛下がそろい、そして大神官と女性、神官数名が入ってきた。

「聖女の力を持つ女性を保護しました」

　大神官がそう言い、全員の目が異国の女性に向けられた。褐色の肌、真っ黒な髪に素朴な服装、まるで旅芸人のようだと誰かがつぶやくほど見慣れない姿だった。

「その女性が聖女だと思った理由を説明していただけますか？　大神官」

　議長が威厳を取り戻すかのように質問し、大神官は意気揚々と言葉にした。

「はい、こちらの女性は魔法ではなく、不思議な力により、治療できるのです。彼女が乗っていた船が川に入って座礁してしまったようで、乗組員を一人で手当てしており、我々は通りかかったのもあってお手伝いをさせていただきました」

「その力を見たいと言えば、見せてもらえるのか？」

　誰かの発言を受け、大神官は頷いた。

「体のどこかに痛みや不調、もしくは最近怪我をされた方はいませんか？」

　三人ほどの貴族が手を挙げ、腰の痛みや肩の痛み、そして足の痛みを訴える。女性が近くに行き、手のひらをかざすと目を閉じた。

「はっ!!」

　掛け声とともに空気が振動し、光ったようにも見えた。

「うむ、楽になった」

　三人はそれぞれ痛みが消えたと言ったが、メルテンシアは考え込んだ。

（魔法ではないし、ましてや神聖力とも違う。私の知らない聖女の力があるのかもしれないけど……でもそういうのとは違うような気がする）

　疑問に思ったのはメルテンシアだけではないようだが、見たことのない力に満場一致で彼女を聖女として認めた。

　大神殿で預かることになり、数日の休養後、彼女は大神官たちと共にまた神殿の視察巡礼に行くことが決まった。

「大神官と一緒に帝国内を歩き、そして戻ってきてからそなたの気持ちを聞かせてほしい。この帝国にとどまるのか、それとも船で自国に戻るのか。船の修繕をそれまでにしておくことを約束する。そうそうそなたの名を聞いておこう」

　皇帝陛下は女性にそう約束をした。

「私の名前はレイラです」

　つたない言葉ではあったが、帝国の言葉を話せるようだった。

「それにつきまして皇帝陛下に、申し上げたいことがあります」

　大神官が恭しく言葉をかけ、陛下が発言を許した。

「今後は女性が旅に同行します。そこで騎士団の騎士を数名、護衛としてつけていただけないでしょうか？」

「それならば、ちょうど巡回視察に行く予定があるはずだ。エドワード騎士団長、巡回視察がてら護衛を頼む」

「かしこまりました」

　エドワードが頭を下げた瞬間、メルテンシアは聖女と言われたレイラの顔をはっきりと見た。

　この帝国の女性とは全く違う奥二重の瞳に、少し丸みのある頬、年齢はおそらくメルテンシアよりも下であろう。十五、六……いやもっと下かもしれない。

　会議が終わると、エドワードはルドルフにメルテンシアと一緒に執務室にいるように伝えた。

「大神官様、視察に行くルートを教えていただけますか？」

　そう声を掛けたのを見つけ、メルテンシアは息を深く吐いた。大神官の隣にはレイラがいる。彼女の視線が気になっていた。

　エドワードの執務室に入ってから、ルドルフが口を開いた。

「メル、どう思った？」

「魔法とも聖女の力とも違うと思いました。ですが、私の知らない聖女の力があるのかもしれないですし」

「聖女の気配はなかったんだよな。他国の人だからかなと思ったんだけど」

「それもわかりませんね」

　ただ彼女が聖女でこの帝国に留まることになっても、ルドルフの結婚相手にはなってほしくないとメルテンシアは思っていた。

　なんとなく彼女は好きになれない、そう感じていた。

　エドワードと一緒にルドルフも皇宮からサファイア宮に戻ってきた。

「メルテンシア、夕食は一緒に摂ろう。騎士団のほうに顔を出してから戻ってくるから」

「はい、かしこまりました」

　メルテンシアはレティスと一緒に着替えに向かった。それから執務室でやるべきことを終わらせるだけだった。

　エドワードとルドルフが戻ってくる前に魔石をいくつか魔法石にかえておいた。

　二人が戻ってきてから、夕食の時間になった。

「この前も思ったんだけど、メルの髪色が少し濃くなった気がするんだ。はっきりした色になってきたというか」

「ルドもそう思ったか。やはりそうだよな」

「お食事もティータイムのお菓子もしっかりいただけるようになったからかもしれないですね」

　食事の栄養が髪にもいきわたり、色鮮やかになってきたのだとメルテンシアは思っていたが、ルドルフは別の見解を持ち、はたまたエドワードもルドルフやメルテンシアとは別の見解を持っていた。

「魔力が強まった……いや、聖女の力が強くなっているんじゃないか？」

　人払いをしているダイニングルームで、ルドルフは言葉を紡いだ。

「魔力が強くなったかどうかはわかりませんが、マナが安定しているという感じはあります。魔石を魔法石にかえても疲れが出なくなりました」

「やっぱりそっちか」

　エドワードは残念そうにそう言い、ルドルフとメルテンシアは首を傾げた。

「いや、気にしなくていい。本題に入るよ。視察に行くのは三日後からだ。社交シーズン中ということもあって、近場を巡ることになった。俺は招待されているパーティで行かなければならないものが、まだいくつかあるからその都度、戻ってくるよ。それから彼女は帝国の言葉がわかるらしい」

「彼女……たしか名はレイラといったよな？　レイラはなぜ、この帝国に来たんだ？　座礁ってことは別の国に行く予定だったが、船の事故でここに流れ着いたのか？」

　ルドルフが尋ねると、エドワードは頷いた。

「レイラという女性が乗っていた船は商船で、品物を売りながら各国を巡るのが仕事らしい。彼女のいる国は島国で、周りは海に囲まれていて、船で品物を売り歩かなければいけないとか。そのおかげでどこの国でも通じるように言葉を覚えているって」

「すごく努力されているんですね。帝国の言葉がわかるということはここにも商売目的で来たということですか？」

　メルテンシアが質問すると、エドワードが答えてくれた。

「おそらくそうだと思うが、明言は避けているようだな。海から川に入り、川沿いに商売をする商団がいないわけじゃないから、何とも言えないが……俺にはほかに目的があるように思えてならない」

「俺も行った方がいいのか？　エド」

「ラムド領の方へ向かうから、そこまでは一緒に行ってくれないか？」

「わかった」

「……エドワード様も視察に行くのですか？」

　メルテンシアは戸惑った声を出してしまった。

「ああ、そのつもりだ。もともとの予定ではラムド領までメルテンシアも一緒に連れていくつもりだったんだ。だが、状況が変わったのもあり、メルテンシアは留守を頼む」

「わかりました」

「メル、大丈夫か？」

「お兄様、大丈夫ですわ。エドワード様もついていてくれますし、侍女長や執事もいますから」

　メルテンシアはにこっと笑った。その笑顔に騙されてくれないのが、兄のルドルフだ。

「無理するときはいつもその笑顔だな」

「今回はいろいろと心配なことはあるが、それでもここにいたほうが安全だと判断したんだ。なにしろ、あの聖女と言われるレイラがどんな力を持っているかわからない。何の目的があって皇宮まで来て、聖女だと思われようとしたのか……それもはっきりしていないからな」

　エドワードのいうことが正しいこともわかっている。だから頷くしかないのだ。

　その夜、メルテンシアは気になっていたことを思い出した。

「エドワード様、私の髪色が濃くなったという話をしていた時、どう思ったのか聞いてもいいですか？」

「魔力が強くなったのもあるだろうし、安定してきたのもわかる。栄養バランスのとれた食事もきっと原因の一つだと思ってはいたんだが……」

「ええ、ほかに何かありますか？」

「あるだろう？　メルテンシアは純潔を俺に奪われたから。毎晩のように俺がメルテンシアを愛しているからかなって」

「そ、そんなことを考えたんですか？」

「うん、だって胸も大きくなったし、何よりも色香が出てきたと思って」

「エドワード様、そんなことはありません」

「胸はまた大きくなっているよ。ほら」

「あ、ダメってば……」

　大きな胸を後ろから鷲掴みにされると、メルテンシアはエドワードの手をパチンと軽く叩いた。

「どんな理由があってもいいけど、俺の愛も含まれているといいなと思っただけだよ」

「それなら、エドワード様の身体にはどんな変化が生まれたのです？」

　メルテンシアがそう尋ね、エドワードはにやりと笑った。

「ココの我慢ができなくなったのと、魔法の威力が強くなった」

「我慢ができなくなったのは困りますっ！　誰に対しても我慢できなかったら、嫌です」

「違うから！　メルテンシアにだけだよ」

「わからないじゃないですか。だって……二週間も別の女性と一緒にいるんですから」

「メルテンシアでもそんなことを考えるんだね」

「考えますよ。エドワード様は素敵な方ですもの」

「あの聖女が何を考えているのか、わからないからな。ただ俺のことはすごく見ていたけど」

「見惚れるのはわかります」

「そうじゃない。観察されていたと言ったほうがいいだろう。俺は聖女の力が気になるだけだから」

　エドワードがメルテンシアを宥めるようにキスをした後で言葉を続けた。

「それに夜はこっちに帰ってくるよ。メルテンシアが寂しがらないようにね」

「本当ですか？」

「ああ、もちろん。誰にも気づかれないように戻ってくるつもりだ」

　メルテンシアはその言葉に安心していた。




　そしてエドワードはサファイア宮の騎士を二人とルドルフ、ルビー宮からは三人の騎士と皇宮に常駐している騎士五人を連れて、大神官と聖女、神官数名と一緒に視察に向かった。騎士は全員馬に乗り、大神官と聖女と神官は馬車に乗った。ワープゲートを使わずに村を経由しながら、ラムド領へと向かうらしい。メルテンシアはただみんなの無事を願っているだけだった。

　メルテンシアはいつも通りの生活を送ることになった。この日はガザン侯爵夫人が来てくれる日だった。

「もうすぐガザン侯爵夫人がいらっしゃるわ。準備をお願いね。アメリアさん、ミゼリーさんはエドワード様が視察に行ったのを知っているのかしら？」

　メルテンシアが少し不安になりながら、アメリアに尋ねた。ミゼリーが自分の影響力を使って流している噂について、一言もエドワードに相談できなかったのだ。

「おそらく気づいているかと思いますが」

「そう、この時がミゼリーさんに絶好の機会とならなければいいのだけど」

　メルテンシアはそう言いながら、ため息が漏れた。

「ミゼリーさんは、本日もパーティに呼ばれているようですね」

　アメリアの言葉にメルテンシアは頷くだけだった。

　ガザン侯爵夫人が執務室に来ると、メルテンシアは丁寧なあいさつの後で言葉にした。

「ガザン侯爵夫人にお尋ねしたいことがいくつかあります」

「新しい聖女のことですか？」

「ええ、実は見たことのない力をお持ちのようで……大神官様のような神聖力とは違いますし、魔法とも違うのですが聖女の力とはそういうものでしょうか？」

「皇后陛下も同じことを申しておりましたが、私が文献などで知っている限りですと、聖女とは少々異なる気がします。しかし異国の地から来ている聖女ですし、帝国の聖女とは違うのかもしれませんね。その聖女の力は効果があったのでしょう？」

「ええ、効果はあるようです。効果がある以上、聖女として認めざるを得ないのでしょうね」

「認めるというのとは少し違うかもしれません。帝国の視察に出たということは、聖女かどうかの見極めをするためではないでしょうか。ほかにも質問があるのですか？」

　メルテンシアは頷き、ミゼリーが流している噂について話した。

「私もその話は耳にしましたが、ミゼリーさんの周りにいる令嬢もまだ半信半疑といったところでしょう。というのも先日お話しした騎士団日報では、エドワード様の愛情がメルテンシア様にめいっぱい注がれているという話が出ていたからでしょうね。ほかの女性に目もくれないといったところが、若い女性たちの中ではロマンス小説のように思えるのかもしれませんが」

　ガザン侯爵夫人がそう言い、メルテンシアは考え込んだ。

「悩まなくてもいいと思いますわ。その噂は自身の身を滅ぼすだけ……これ以上、噂が広がって皇帝陛下の耳に入ったら、困るのはダリアン伯爵とミゼリーさんの方です」

　そう言いきられると、メルテンシアは少し安心した。

「それでは授業をはじめましょうか」

　メルテンシアは二時間ほどの授業をしっかりと受け、ガザン侯爵夫人を見送った。そのあとで、執事と侍女長を呼んだ。

「宮の中で、ミゼリーさんとエドワード様の噂が何か流れていたら、報告してほしいの」

「かしこまりました。アメリアとレティスからも報告は受けておりますが、やはりミゼリー……ダリアン一族の情報網は強いのかもしれませんね」

　侍女長がそう言い、執事も頷いた。

「皇太子妃様が味方してくれる見込みはありませんからね。ただ、アメリアさんのお相手が決まれば少し、ミゼリーさんの影響力が狭まる可能性があります」

　執事がそう言い、メルテンシアは頭の中で整理した。

　アメリアがパーティに参加した後、お相手の次期伯爵からお誘いが何度か来てオペラを観に行ったらしい。そのために休みを取ったのは報告されている。

　アメリアを誘う次期伯爵は、現状どこの派閥にも所属していない中立の立場だ。注目されている若手貴族のリーダー的存在でもある。彼はたった数年で、皇都の市場を介さずに直接各地域と商売をするルートを作った。その交易相手の貴族と商業目的でつながり、勢力を拡大している。今まではダリアン伯爵家とセザンヌの実家が二大勢力と言われていたが、新たな勢力ができつつあった。アメリアがメルテンシアを慕うようになっているのもあり、彼女が結婚することになれば、第三の新勢力がメルテンシアの味方になるかもしれない。ただ、こればかりは今すぐにという話ではなかった。

（アメリアさんに負担をかけたくないし、心配もかけたくない。社交界で誰も味方ができなかったら、どうすればいいのかしら？）

　メルテンシアが少しネガティブになってしまう理由がある。社交界シーズンで今後の未来がかわると言われるほど、人生そのものを揺るがす影響が出ることもある。エドワードは騎士団長の立場が揺らぐことはないだろうが、メルテンシアに対して彼に不釣り合いだとか、立場をわきまえろと言ってくるに違いない。だからこそ、品位のある振る舞いや皆の模範となるマナーを身につける必要がある。メルテンシアの魔法の力がどれほどあるのか、それも知られているわけではない。もしかしたら七色の魔法使いだということも知られていないかもしれない。聖女であることは伏せているが、エドワードと離縁しろと言われたら聖女であることを公言してしまいたい。

（でも聖女なら結婚すべきではない。純潔を守らなければならないって言われるだろうし、後継者問題でふさわしくないって言われそうね）

　メルテンシアはあきらめたように息を吐いた。

「奥様、思い詰めなくても平気ですわ。奥様のことをちゃんと知ってくださる人もいますから」

「ありがとう、大丈夫よ」

　メルテンシアはそう言って、少しだけ笑った。夕食までの間、執務がしたいと言って一人にしてもらった。メルテンシアは執務に集中し、余計なことを考えるのをやめた。

　夜になって一人きりで寝室にいると、エドワードが瞬間移動でやってきた。何も言わずに抱きしめてもらえるだけで、メルテンシアは安心していた。

「お話ししたいことがあるのですが」

「メルテンシアの話ならいつでもちゃんと聞くよ。どんなこと？」

「ミゼリーさんが妙な噂を流し始めていることです」

　メルテンシアがそう言うと、エドワードは顔を顰めた。

「ああ、俺がミゼリーを気に入り始めたってやつか」

「ご存じだったのですね」

「ダリアン伯爵から、そういうことを言われたからね。最初はミゼリーが適当な報告をしたのだと思っていたが、どうやら社交界を巻き込んだ噂にしているらしいと、騎士たちから聞いたんだ」

「そうだったんですね。どう対処すべきか悩んでいて、ガザン侯爵夫人に相談しました」

「うん、夫人はどんな助言をくれたんだ？」

　メルテンシアはガザン侯爵夫人に言われたことを伝えた。

「ああ、確かにそうだが……皇帝陛下の耳に入れる前に解決したいと考えているのだが」

　エドワードの言葉を聞きながら、メルテンシアはもう一つ気になっていることを口にした。

「新しい聖女様、レイラ様のことを知りたいです」

「治癒系の能力というのかな。それしか使えないかもしれないな」

「攻撃系の力はなく、防御は？」

「まだ確認できていないが、魔法でも神聖力でもない力を使っている。治癒に関して言えば、見る見るうちに治せるようで、一日で何人ものけがや病を治している」

「そんなに何人も治せるのですか？」

「ああ、疲れを見せないな。神殿の浄化を神官たちが行っている間、レイラは黙々と俺たちと一緒に掃除をしているくらいだから」

「騎士の皆さんで掃除ですか？」

「俺たちは魔法を使っているから、苦じゃないけど……レイラは窓を拭いたり、神殿の燭台をきれいに磨いたりしていた」

　メルテンシアは頷いたが、腑に落ちないとしか言いようがなかった。

「他国では魔法が使われていないのでしょうか？」

「魔法を禁止している国もあるし、それぞれの文化もあるだろうし、使えない国があっても不思議じゃないけどな」

「そうなんですね。勉強不足で申し訳ありません」

「いや、そんなに知られているようなことじゃないから、知らなくても仕方がないことだ。ただ言いにくいことだが……どうやらレイラはルドを気に入ったらしく」

「お兄様を？」

「ああ、彼の傍を離れなかった」

　メルテンシアは複雑な気持ちを抱えたが、ルドルフ次第だと思いなおした。

「お兄様が気に入るのなら、認めるしかないですね」

「一応、聖女の力を持つ人だから？」

　メルテンシアは頷いたが、エドワードは笑っていた。

「ルドは怪しんでいるよ。本当に聖女なのかどうかわかったもんじゃないと。だからラムド領に入ったら、わかるんじゃないかって言っている」

　二人は話をしながら、夜が更けると一緒に寝た。

　毎晩、エドワードが移動魔法を使ってベッドルームに現れる日々が続き、ラムド領に入ったところでエドワードとルドルフは大神官たちの旅から抜けることになった。パーティのために一度、戻ってくることになったからだ。

　サファイア宮に戻ってきたエドワードは、アメリアとレティスを執務室に呼んだ。

「難しいとは思うが、パーティでミゼリーの様子を見てほしい。くだらない噂をどう流しているのか、わかると対処しやすいから」

「はい、かしこまりました」

　二人は快くその役目を受けてくれるようだった。

　メルテンシアはエドワードと一緒にいくつかのパーティに出席し、ミゼリーの様子を目で追っていた。彼女は常にメルテンシアとは離れた位置で、令嬢たちに囲まれている。

　どんな話をしているのかわからないが、すごく楽しそうなミゼリーの顔が目についた。

　エドワードが出席しなければいけないパーティが落ち着くと、エドワードはまた騎士団の任務で視察に出てしまった。

　その視察にはレイラも同行していると聞き、メルテンシアは複雑な気持ちを抱えていた。

（治療のためなら、私だってできるのに）

　そう思うのだが、エドワードはメルテンシアの同行を認めてくれなかった。

「野営もある。男所帯だし、それに……俺のテントには別の男もいるんだ。その中でメルテンシアと一緒に寝るなんてできないし、テントの数も決まっているから」

「レイラ様はどうやって寝ているんですか？」

「……騎士や神官たちと一緒に寝ているが、聖女と呼ばれる女性に手を出す不届きなやつはいないから」

　だからと言って面白くはない。

　毎晩のように通信はあるものの、今回は瞬間移動で戻ってきてくれる日が少ない。少ないと言っても三日から四日に一度は、戻ってきてくれている。

『メルテンシア、ごめん。今夜も戻れそうにないんだ』

「そうですか。そちらの様子はいかがですか？」

『今のところは問題がない。レイラもしっかりと任務を果たしてくれているから』

　その言葉を聞くと、ちくんと胸が痛む。エドワードはメルテンシアがいなくても平気なのかもしれない。こんなにも恋しく思っているのはメルテンシアだけなのかとせつなくなるのだ。

　そしてレイラの力の噂が広まっていた。

「治癒力が高いらしく、寝たきりになっていた人も元気になったとか」

　ティータイムにアメリアが皇都で聞いてきた噂を話し始めた。

「聖女様のお話で皇都は持ちきりですよ」

　レティスもそう言い、メルテンシアは頷いた。

「騎士団のためだけでなく、身分の差も関係なく聖女の力を発揮してくださるのはありがたいわね」

「そうですよね。他国の女性ですから、もしかしたら何かがきっかけで敵国になるかもしれないというのに」

　アメリアがそう続けると、それまで黙っていたミゼリーが口を開いた。

「今まで疑っていた騎士団の方々も心を開き始めたと聞いていますよ。それに聖女様はラムド辺境伯に想いを寄せているとか」

　メルテンシアはその言葉に何も言わなかった。三人が聖女の話をしているのを黙って聞いていながら、心中穏やかではなかった。

（エドワード様狙いと言われても嫌だけど、お兄様にあの女性が近づくのも嫌だなんて、誰にも言えないわ）

　一ヶ月程の視察だと言っていたが、その間にサファイア宮ではある事件が起きた。

「奥様、皇后陛下がいらっしゃいました」

　侍女長が大慌てでメルテンシアを呼びに来て、メルテンシアは大急ぎで玄関ホールに向かった。

「帝国の……」

「あら、いいのよ。挨拶は。私が勝手に来たのだから」

「皇后陛下、こちらにどうぞ」

　メルテンシアは応接室に皇后を案内した。

「メルテンシア、侍女長。つかぬことを尋ねるけれど、わたくしからの招待状を二通受け取ったかしら？」

　メルテンシアは首を傾げ、侍女長はあっと声をあげた。

「どうやら侍女長は覚えがあるようね」

「はい、奥様宛の手紙はすべて侍女が奥様に渡すことになっており、執事が選別した手紙を渡しておりました」

「その侍女を呼んでちょうだい」

　皇后の言葉に侍女長はすぐに呼びに行った。

「ガザン夫人からも聞いているわ。どうやらダリアン伯爵令嬢に手を焼いているようね」

「申し訳ありません。わたくしが至らないばかりに」

　メルテンシアが頭を深く下げると、皇后は首を横に振った。

「わからないようならわからせるまでよ。見ていなさい」

　メルテンシアは頷いた。

　侍女長が連れてきたのはやはりミゼリーだった。

「ダリアン伯爵の……」

「あなたからの挨拶は必要ないわ。わたくしからの招待状はどこにやったの？」

「わ、わたくしは……メルテンシア様に渡しましたわ」

「侍女長、メルテンシアの執務室にわたくしからの手紙があるか、見てきてもらえないかしら？」

　侍女長が急ぎ足で部屋を出ていき、ミゼリーは小さく震えながら立っていた。

「メルテンシア、ごめんなさいね。わたくしの見込み違いでしたわ。彼女なら侍女としてもあなたの相談相手としても良いと思ったのに」

「いいえ、皇后陛下のせいではありません。わたくしが女主人として至らないせいなので」

「メルテンシアはとてもよくこの宮を支えていると思うわ。特にあの気難しいエドワードが、穏やかに過ごしているのだから」

「エドワード様には本当によくしていただいていますわ」

　そんな会話をする皇后とメルテンシアをミゼリーは小さく震えながら、言葉を発さずに見つめている。

「お待たせいたしました。皇后様、奥様」

　息が少し上がった状態で侍女長が戻ってきて、アメリアとレティスも一緒に応接室に入ってきた。

「奥様の執務室、ベッドルーム、私室、そのどこにも皇后様からの招待状は見つかりませんでした」

　侍女長がそう言い、レティスが口を開いた。

「皇后様の封蝋がついた招待状が二通、ミゼリーさんの部屋から見つかりました」

　レティスが見せると、皇后陛下が手を差し出した。

「確かにわたくしの招待状で宛先はメルテンシアになっているわ。メルテンシア、確認して」

「失礼いたします」

　皇后から招待状を受け取り、メルテンシアは驚いた。開封されていたのだが、それには一週間前の誘いと、三日後に行われるサロンの誘いだった。

「アメリアさん、三日後に皇宮のサロンが予定されているわ。ドレスとアクセサリーの準備をお願いするわ」

「かしこまりました」

「ダリアン伯爵令嬢、これはどういうことかしら？」

　皇后からの言葉にミゼリーは震えるだけだった。

「先週のサロンにあなただけが来たことを不審に思ったのよ。それに招待状を出した後、メルテンシアはいつも丁寧なお返事をくれていたでしょう？　それもなかったから、どうしたのかと尋ねたら、メルテンシアの体調が悪いとダリアン伯爵令嬢がそう言ったの」

「それはどういうことなの？　ミゼリーさん。わたくしは先週、具合が悪かった日なんてないわ」

「恐れながら申し上げます、皇后陛下」

「発言を許可します、ダリアン伯爵令嬢」

「できればメルテンシア様のいないところで皇后陛下に内々にお知らせしたかったのですが」

「メルテンシアの具合が悪いなら、すぐに帰りなさいと言ったから帰ったのよね」

「は、はい……実はどうしてもお耳に入れておきたいことがありまして」

「前置きはいいわ。早く言いなさい」

　皇后が急かし、ミゼリーは戸惑いながら口を開いた。

「メルテンシア様が浮気をされております。エドワード第三皇子がいないのをいいことに、数日に一度男性を寝屋に引き込み、愛を紡いでいるのです。その証拠にメルテンシア様の肌には真新しい痕が残され」

　ミゼリーはそこまで言った後、涙をこぼした。

「エドワード第三皇子を慕っていた者として、悲しくてショックで……」

　ミゼリーは大げさに言葉を紡いだが、誰も驚くこともなければメルテンシアを非難する声も聞こえない。

「ミゼリーさん、勘違いしているわ」

　メルテンシアがそう言い、皇后も頷いた。

「でも、確かに男性の声が聞こえてきましたし」

　ミゼリーが言うと、アメリアが低い声で言葉にした。

「エドワード様が瞬間移動の魔法で戻ってこられているだけでしょう」

「アメリアさんやレティスさんも着替えのお手伝いで気付いたでしょう？　新しい痕に！」

　アメリアの声をかき消すかのように声を張り上げて、ミゼリーは主張した。

「メルテンシア、通信具でエドワードを呼び出しなさい」

「はい」

　メルテンシアはエドワードに通信を取り、今すぐに戻ってきてほしいと頼んだ。

『何かあったんだな。ちょっと待ってて』

　エドワードがそう言い、通信を切った瞬間に彼の姿が応接室に現れた。

「皇后陛下っ？」

「驚かせてごめんなさいね、エドワード。あなたの耳に入れておくことができたのよ」

「どのような件でしょうか？」

　エドワードが改まると、メルテンシアが言葉にした。

「ミゼリーさんが、報告してくれるそうですよ」

「ミゼリー、報告を聞こう」

「そ、その……メルテンシア様が不貞を働いていると申し上げていたのですが」

「不貞？」

「つい先日もエドワード様のいない寝屋に男性を引き込んで……」

「回りくどいですわね。エドワード様、彼女は深夜に寝室から男性の声がしたと主張しているのです」

　メルテンシアがそう言うと、エドワードは目を丸くしてから笑い出した。

「俺以外の誰かがいるわけがないのに」

「エドワード様の瞬間移動を知らなかったようですわ」

　メルテンシアがそう言い、皇后陛下も頷いていた。

「そしてメルテンシアにわたくしからの招待状を渡さなかったのよ。ミゼリーさんにはわたくしからお灸をすえることにするわ」

　皇后が低い声でそう言いながら、ミゼリーを鋭い視線で見ていた。

「お願いします。メルテンシア、すぐに戻ることを許して」

　エドワードがそう言い、メルテンシアをぎゅっと抱きしめる。

「気を付けてくださいね」

「わかっているよ。もしけがをしたらメルテンシアに治療をしてもらうことにするから」

　エドワードがメルテンシアに軽くキスをすると、また瞬間移動でその場から消えた。

「メルテンシア、ミゼリーさんを借りていきますよ」

　皇后がメルテンシアにそう言い、メルテンシアは深く頭を下げた。

「かしこまりました」

　皇后がミゼリーを連れて出ていき、そしてそれからミゼリーは週に二度、第二夫人の世話をすることになったらしい。

「第二夫人のところは厳しいと噂で聞きますわ。ミゼリーさんには荷が重いのでは？」

　アメリアが心配そうに言い、レティスも頷いている。

「どうなるかはわからないけど、様子を見ましょう」

　メルテンシアはそう言った。





　　　＊　＊　＊






　エドワードは予定通りに視察をこなしていた。メルテンシアに毎晩、会いに行きたいのだが、町の宿屋に泊まっているときしか、瞬間移動を使う気にはなれなかった。

　野営の時は通信具をテントの外に置いてその通信具を媒介して行き来していたのだが、戻ってきたときにレイラの目の前だったことがある。朝早い時間、彼女はなぜかその通信具を持って、近くにある泉で水浴びをしていた。つまり素っ裸のレイラの前に戻ってしまったのだ。

「すまない。失礼した」

　エドワードはすぐに後ろを向き、通信具を持ってその場を離れようとした。

「あら、お待ちになってください。騎士団長様」

　聖女は裸のまま、ぐるりと回ってエドワードの前に立ちはだかった。惜しみなくさらされる肢体にエドワードのほうが戸惑った。

「服を着てからお話を伺いましょう」

「ああ、そうね」

　動じることなく聖女は頷くと、素早く着替えてくれた。

「お話があるのですか？」

「ええ」

「どのような……」

「副団長のラムド様、彼と結婚したいと言ったら、どうすればいいのか教えてくれますか？」

「聖女様が結婚されるのは難しいかと」

「どうしてですか？」

「神殿の許可が必要です。それからなぜこの通信具を持って行ったのですか？」

「落ちていたと思って、拾っただけですわ。私にはその通信具が使えないようですので、誰かが落として困っているのではないかと考えたのです」

　エドワードは頷くだけで、すぐに騎士団のもとへと戻った。そしてこの日以来、町や村の宿にいるとき以外、メルテンシアのもとに瞬間移動で帰ることはできなくなった。

（やっぱりルドを狙っているのか。その目的は何だろう？）

　ルドルフは毎日騎士団と一緒に行動しているわけではなかった。災害の遭った町や村に到着したときに、エドワードがルドルフを呼び寄せる。ルドルフは移動の魔法石を使って任務に参加していた。

　そしてエドワードは気づき始めた。帝国民の意識が少しずつだが確実に変わってきていることに……。

　今まで神殿の神官たちはスペア扱いだった。魔法使いがいない、医師がいない村では治療ができるのは神官だけで、仕方なく通っていたというが今では違う。

　自分の町や村に神殿があるということに誇りを持つようになっていた。聖女がいるだけで国民の気持ちの持ち方も変わるということに気付かされた。

　そして、目的地へとやってきた。この町で、レイラたちが保護され、今でもレイラの国の人たちが船の修復に携わり、生活のために町の手伝いもしているという。

　聖女が顔を出すと、彼らは母国語で話し始め、エドワードには理解できなかった。

　そしてその町からワープゲートを使って、皇宮へと戻ってきた。

　皇帝陛下に視察の報告をした後で、聖女が言葉にした。

「船の修復が終わり次第、一度、国に戻りたいと思っています。乗組員たちも国に家族がいます。まずは彼らを帰してあげたい」

「そのためにそなたも国に戻る必要があるのか」

　皇帝陛下がそう言い、聖女は頷いた。

「船の旅には危険が潜んでいます。川から海に出るのも大変ですし、病気になるものもいますので、治療できるものが必要です。さらに、私がこちらの国に戻ってもいいのか、我が国の女王にも報告が必要となります。船の修復が終わるまで、私にも何かできないかとお手伝いをさせてもらい、こちらの国で必要とされていると感じました。無事に往復するために、私たちを守ってくれる人が必要となるのですが、ご助力いただけますか？」

「わかった。ならば、騎士団も一緒に連れていくがよい。危険があるというのなら、それを回避できるだけの能力があるだろう」

　皇帝陛下はそう言った。

（やっぱり駆り出されるのか……仕方ない。海を渡って行く国。興味がないわけではないが、メルテンシアはどうするか）

　エドワードがそう考えていると、皇帝陛下にその場に残るように告げられた。もちろんルドルフも同様に残された。

「視察に同行し、そなたたちはどう思ったのだ？」

「聖女の力のことですか？」

「そうだ。聖女の資質はあると感じたか？」

「皇帝陛下に申しあげます。私の知っている聖女とは違うと感じております」

　ルドルフがそう言い、皇帝陛下は頷いた。

「エドワード、今度の旅にはメルテンシアも同行させよ」

「えっ？」

「おそらく彼女が一緒にいたほうがいいであろう。ルドルフが攻撃に回った時、癒しを与えられる魔法使いが足りなくなる恐れがある」

「ということは」

　エドワードはびくっと肩を震わせる。

「ああ、騎士団を人質にする、もしくはいわれのない罪を告げられ、戦う羽目になるかもしれないと考えている」

　敵国になるかもしれない、そう考えた皇帝陛下にエドワードは頷いた。

「かしこまりました。万全を期した布陣で向かいます」

「あのレイラと名乗る聖女は連れ帰ってこなくてもよいぞ」

「御意」

　エドワードとルドルフは頷き、そして皇宮を後にした。

「大神殿の聖水の泉が修復されていれば、すぐにでもあの女が聖女じゃないとわかると思うんだけどなぁ」

　ルドルフはそう言い、エドワードは苦笑を浮かべた。

「迫られたんだって？」

「……ああ、メルには言うなよ。人の布団に潜り込んできやがった。素っ裸でな」

「ルド、それは間違いがあってもなくても疑われる行為だろう」

「だから、俺は移動の魔法石を使って何度も往復していたんだ。夕食前にはタウンハウスに戻るか、ラムド領に戻って夜を過ごしてから、朝になって合流するようにしていた。二度と同じ布団に入られたくなかったからな」

　エドワードは頷いた。皇都でも聖女の噂は持ちきりだった。どうやらルドルフを狙っているという噂も大きく広まりつつあるようだ。

「迷惑な噂だ」

　ルドルフは吐き捨てるようにつぶやいていた。

　エドワードはサファイア宮にルドルフはラムド領に戻ることにした。

「おかえりなさいませ、エドワード様」

　メルテンシアの笑顔に迎えられ、エドワードはそれだけで幸せな気分になる。

「ただいま、メルテンシア。夕食までの時間、俺にもらえるかな？」

「かしこまりました。お着替えが終わった頃に、執務室に向かいますね」

「いや、メルテンシアの執務室にいてくれればいいよ。俺が行くから」

　メルテンシアが頷いてくれて、エドワードは執事を連れて部屋に戻った。着替えをしながら、執事からミゼリーの件を聞いた。

「それで第二夫人のところに通うようになった彼女に、変化はあるのか？」

「ミゼリーさん自身には何か変化があるというわけではありませんが、奥様についている侍女二人から疎外されているというのでしょうか」

「疎外？」

「奥様に直接かかわるような仕事は、ミゼリーさんに任せないようで」

「それはそれでいいんじゃないか」

　エドワードはそう答えると、もう少し様子を見ると告げるだけだった。

　メルテンシアの執務室に行くと、お茶を用意してメルテンシアは待っていてくれた。

「エドワード様、視察が無事に終わってよかったですわ」

「ありがとう。今回はあまり戻ってこられなくてすまなかった」

「いえ、戻ってこられない理由がいろいろとあったのでしょう？」

「今回は野営が多くてレイラや神官も一緒だったから、夜の番をする者が多く必要になって、俺も交代で番をすることになったんだ」

「そうだったのですね」

　メルテンシアの表情は何一つ変わらず、エドワードは本題を切り出した。

「メルテンシア、レイラたちを彼女の国に一度送ることになった」

「えっ？　どういうことですか？」

「彼女たちの船の修繕が終わる。乗組員たちを国に帰したい、海の上では何が起こるかわからないから、治療できる人が必要だと。そしてレイラも帝国に残るとしたら、自分の国に報告をしたいというんだ」

「理由としてはわかりますが」

「俺たち騎士団と一緒に、メルテンシアも一緒に行かないか」

「いいのですか？」

「ああ、ルドルフも一緒だし、何かあった時のためにメルテンシアを連れていきたい」

「私もエドワード様の助けになるのなら、一緒に行きたいですわ」

　メルテンシアからの言葉を受け、エドワードは安堵の息を吐いた。

「ミゼリーのことは大丈夫か？」

「あれから接点を持っていませんから。アメリアさんたちもミゼリーさんに仕事を任せていないようですから。二人もミゼリーさんの仕事が残ると、尻ぬぐいすることが多くて大変だと言っていました」

「そうか」

「聖女様の国はどんなところですか？」

「行ってみてからのお楽しみ、というところだろうな」

　エドワードはそう言い、メルテンシアとひさしぶりにゆっくりと過ごした。
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　エドワードが帰ってきた二日後、メルテンシアは皇后のサロンに招待されていた。

　そこでは聖女の話で持ちきりだった。

「聖女って、純潔であるべきで、純潔を失ってしまうと力が発揮できないのでしょう？」

　第二夫人が意味深な笑みを浮かべる。

「そう言われているわね」

　皇后はそう答えるだけだ。

「でも、あの聖女……純潔ではないと思うのよね」

　女の勘だと言わんばかりの第二夫人に、コホンと咳を一つして諫めた皇后陛下はメルテンシアに言葉を掛けた。

「メルテンシアの兄であるラムド辺境伯に執心だとか。メルテンシア、家族として二人を祝福するつもりはあるのか」

「兄と結婚して聖女の力が失われないのなら……と思いますが、ラムド領と大神殿では距離がありすぎますから、二人の結婚はいろいろと難しいのではありませんか」

「横から失礼いたします。わたくしは聖女様の結婚には反対です。ようやく神殿の活気も戻り、国民たちの意識も変わってきていると聞いております。水を差すような行為は避けるべきであり、聖女は結婚すべきではないだと考えております」

　はっきりと言葉にしたのはセザンヌだ。その言葉の強さにメルテンシアは心がえぐられるような気持ちだった。

（皇太子妃様は文献での聖女の力しか知らないのだから、純潔であるべきと考えても仕方ないわ。聖女であることは今後も誰にも知られないように気を付けなきゃ）

　メルテンシアはそう思ったが、結局この話はうやむやになった。

　神殿がどう決断するのか、そもそも一度国に帰ると言った聖女が戻ってくることがあるのか、そんな疑問が残ったからだ。

「皇后陛下、ご歓談中失礼いたします」

　皇帝陛下からの伝令がやってきて、皇后陛下に耳打ちをした。

「なんですって？」

　皇后陛下は立ち上がり、メルテンシアとセザンヌを呼ぶと、皇宮の会議室へと急いだ。

「全員がそろったようだな。ではもう一度、報告せよ」

　メルテンシアたちが席に座ると、皇帝陛下が威厳たっぷりに言葉を紡いだ。

「ハッ、申し上げます。川下から他国の船が近づいている模様。見たことのない船で、通行許可証も持っていないようです。数日のうちに帝国領に入ってくるだろうと思われます」

「迎撃の準備に入ります」

　エドワードがそう言い、騎士団への伝令を頼む。

「第一騎士団はワープゲートを使い、先に現場へ向かえ。第二騎士団、装備を万全にしたうえでワープゲートを使って、現場に」

　物々しい雰囲気に変わると、皆がそれぞれの任務を口に出していく。

「皇帝陛下、および皇后陛下には緊急事態用の布陣を」

「第一夫人、第二夫人、第三夫人と皇女様たちは北の別邸へ避難」

「皇太子妃、第三皇子妃は皇宮に避難を」

　指示が飛び交い、メルテンシアはセザンヌと一緒に皇宮の奥の部屋に連れていかれた。

「いったい何が……？」

　セザンヌも戸惑っていて、メルテンシアも頭の中が整理できずにいた。

　戦争が起こるかもしれないという恐怖を抱き、すでに現場へと向かったエドワードとルドルフの無事をただ祈るだけだった。

　メルテンシアはセザンヌと一緒に向かい合ってソファに座っていたが、お互いに一言も言葉を発さなかった。

　どれくらいの時間が経ったのかわからないが、皇帝陛下と皇后陛下、そして皇太子と第二皇子が部屋に入ってきた。

『第一騎士団、先発隊が現場の町に入りました。これから町の人々の避難誘導に当たります』

　皇帝陛下の通信具から状況が流れてきた。

「船がどんな様子かわかったら報告せよ」

　皇帝陛下の指示が飛び、エドワードの声が響いてきた。

『ラムド副団長、医療部隊の準備を』

『聖女を連れてきています。ほかにも神官が数名、医療班と共に神殿で待機』

　今度はルドルフの声が聞こえ、メルテンシアは手を組みながら、無事を祈っていた。

『船が近づいてきている模様。船の様子が変です。左右に大きく揺れていて……』

『攻撃性はないものと考えられます』

　情報が錯綜する中、皇帝陛下は目を閉じて考えているようにも見えた。

『他国の船は白い旗を掲げております！』

『迎撃の準備は取りやめっ！　船が沈みそうだ。救助船を出して迎えに行けっ！』

　エドワードの声が響き、メルテンシアはふぅっと息を吐いた。

『騎士団長、ご報告があります。どうやらその船は聖女の国の船のようです！』

　ルドルフの声が響き、エドワードから指示が出た。

『聖女を連れてきてくれ』

　様々な指示が飛び交う中、救助に向かった船が何回も往復している様子が報告される。時間は緩やかに流れていて、いつの間にか夜も更けていた。

『光を使える魔法使い、川全体を照らせ！　けがや病気の人がいるかもしれない。救護班は救助船から下りてきた人たちの健康チェックを』

　誰が何を話しているのかはわからないが、夜通し救助が行われていた。

　太陽が真上に差し掛かるころ、エドワードの声が響いた。

『皇帝陛下にご報告です。聖女の国の女王が謁見を申し出ています。皇宮にお連れしてもよろしいでしょうか』

「ふむ、話を聞こうではないか。だが、全員疲れているだろう。そこで数時間の休憩をしてから戻ってくるように」

『かしこまりました。では皇宮には夕方、参ります』

　皇帝陛下が立ち上がり、メルテンシアに声を掛けた。

「メルテンシア、皇后と一緒に休みなさい。皇太子妃夫妻、そなたたちも執務室で体を休めるといい。第二皇子も同じように」

　メルテンシアは皇后陛下の執務室で仮眠を取らせてもらったが、眠れる状態ではなかった。皇后陛下も同じだろう。メルテンシアは皇后と自分自身に癒しの魔法をかけ、少しでも疲れが取れるようにしていた。

　少し休んだのち、皇后とメルテンシアは軽食を摂った。食欲はなかったが、何も食べないわけにはいかなかった。皇后が食べているのを見て、メルテンシアも食べるしかないと思ったのだ。

「メルテンシア」

　皇后陛下の声は細く枯れた声で、メルテンシアの名を呼んだ。

「はい、皇后陛下」

　メルテンシアの声もずっと発していなかったせいか、掠れてしまった。

「そなたの大切な家族は二人とも前線で戦わなくてはなりません。有事の際には先陣を切らなければなりません。エドワードの父親も兄も……こうやって守られるのに対し、あの子は命の危険性を顧みずに毎回……」

　言葉を詰まらせる皇后陛下に、メルテンシアは言葉を失った。今までも戦争が起こるたびにルドルフもエドワードもその最前線にいた。言葉では理解していたが、今回のことで身に染みていた。どれほど危険な場所であっても彼らは任務という言葉一つで、その命の危険を顧みない職務なのだと。

「そなたにはつらい気持ちを二度と味わってほしくないと思っていたのにね」

　皇后陛下の言葉にメルテンシアは涙がぽろりと落ちてしまった。

「皇后陛下のお気持ち、ありがたいお言葉、そのすべてをしっかりと受け止めさせていただきます。わたくしにできることは、エドワード様のことも兄のことも無事に戻ってくることを願い、祈りを捧げることだけですわ。それに戦争ともなれば、命を失う者もいるでしょう。その方の家族の気持ちを思うと」

「そうね。なるべく、人が傷つかない方法で解決がしたいものだわ」

　静かに話す皇后陛下は今まで何度、この気持ちを味わってきたのだろう。メルテンシアはふとそんなことを考えた。

　夕闇があたりを包み込む頃、メルテンシアと皇后陛下は呼ばれて会議室に戻った。

　少し待っていると、エドワードとルドルフ、騎士団の数名と一緒に女性が二人連れてこられた。ひとりは聖女のレイラで、もう一人はレイラと同じような風貌の女性だった。

「お待たせして申し訳ありません。皇帝陛下、こちらがセバスティアン国の女王と申すものであり、その国の幹部の一人がこのレイラだということがわかりました」

「ふむ、発言を許可しよう。女王、いきさつを説明せよ」

「謁見の許可をいただき、誠にありがとうございます。セバスティアン国女王カミーラでございます。我が国はこの帝国から川を下り、海を南の方角に進んだ位置にある島国です。半年ほど前干ばつに襲われ、食料が不足している状況で海賊や他国の侵攻があり、国は壊滅状態に陥りました。そこでいくつかの部隊を作り、助けを求めに行かせたところ……こちらのレイラがこの国の騎士団および領土の広さ、豊かさを見たうえで助けてもらえそうな国だと判断したのもあり、わたくしがお願いに参りました。道中、海賊に襲われてしまい、船が沈没寸前のところを助けていただき、本当に感謝しかありません」

「そちらの女性には帝国も助けていただいておる。そなたの申し出に我々も協力をするつもりだ。食料はどれほどの量が必要なのか話し合い、早めにここを発って救助に当たる方がよいだろう。騎士団長、騎士団の編成と船の用意を。皇太子と元老院は会議室に残り、必要物資の調達に当たるように」

「ありがたきお言葉、痛み入ります。レイラをこちらの人質として預けますので」

「いや、その必要はない。彼女の力はそなたの国でも必要になることだろう。早急の支援が必要だ、すぐに準備に取り掛かってくれ」

　皇帝陛下はそう言い、メルテンシアや皇后陛下、セザンヌは退室せざるをえなかった。

（エドワード様はまたすぐに行ってしまうのね。顔を少し見ただけで……挨拶もできないのかしら？）

　振り返ってエドワードの姿を見たいのに、それさえもできない。このままサファイア宮に戻るしかないのかと思っていた時だった。

「メルテンシア、わたくしの部屋にいなさい」

　皇后陛下からそう声を掛けられ、メルテンシアは頷いた。

「皇后様、わたくしもご一緒にいさせていただけませんか？」

　セザンヌが声を掛けてきて、皇后陛下は頷いた。

　皇后陛下の部屋に入り、ティーセットが用意された。

「二人はセバスティアン国を知っているかしら？」

　皇后陛下の問いにメルテンシアは首を横に振った。

「名前だけは存じておりますが、帝国とは国交もないですし……セバスティアン国はそもそも他国との交流が少なかったはずですわ。他国の船が給油などで立ち寄る程度だと、認識しておりますが」

　メルテンシアが答えられず、かわりにセザンヌが答えてくれた。

「わたくしも似たような認識よ。国土は狭く、人口も少ない国で……女性の方が多いとか。そのため国の政治や重役は女性がほとんどを占めているなど。国民のほとんどが畜産農家か漁師、商売人だと言われているわね。自然災害がなければ、十分自給自足でやっていける国だわ」

　皇后陛下がそう言い、メルテンシアは頷いていた。

「それでは何を奪いに海賊がその国を襲ったのでしょうか？」

　メルテンシアの疑問にセザンヌが答えた。

「食料かしら？」

「金品や宝石を奪うのが海賊なのでは？」

　メルテンシアがそう言うと、皇后陛下は頷いた。

「それが目的の海賊もいれば、食料が不足している海賊もいるでしょう。先ほども言ったわよね。女性が多い国だと……つまり、男性が少なく、簡単に強奪できるからということもあるでしょう。もちろん、女性を襲う目的もあるだろうし」

　皇后陛下の見解にメルテンシアは何も言えなくなった。

「女王自らが帝国に助けを求めるというのは非常に危険な状態だと思いますわ」

　セザンヌがそう言い、メルテンシアは肩をびくっと震わせた。

「わたくしもそう思うわ。干ばつがひどいのか、海賊がその国に入り浸っているのか」

「女王が逃げ出したのでは？」

　セザンヌはそう言い、メルテンシアは首を横に振った。

「騎士団が助けに行くことを見越していたのが気になります。目的は帝国騎士団なのでは？」

「考えられるのは男手が必要だということもあるかもしれないですわ。でもそれだけではないような気がして……。女王の結婚相手を騎士団から選ぶとか？」

　セザンヌがそう言い、メルテンシアは頭を抱えそうになった。

「皇后陛下、歓談中失礼します。第三皇子エドワード様がメルテンシア様をお呼びですが」

　皇后陛下の侍女が声を掛けてきて、皇后陛下は頷いた。

「メルテンシア、行ってきなさい」

　メルテンシアは挨拶をすると、すぐに部屋を出た。

「メルテンシア、少し庭園を歩きながら話がしたい」

「かしこまりました」

　エドワードが差し出した手を取り、メルテンシアは庭園を歩きながら彼の言葉を待った。

「明日の夕方に港のある川の町に向かうことになった。翌日の朝日が昇るころに船が出航する予定だ」

「あの、エドワード様」

「メルテンシア、連れていきたい。一緒に来てくれるか？」

「え？　ええ、もちろん。私でお役に立てるなら」

「ルドとも話したんだ。メルテンシアがいてくれると助かることも多いだろうって」

「どういうことですか？」

「海賊と戦うことになるかもしれないし、国の復旧工事が必要かもしれない。メルテンシアの魔法があったら……」

「でも、聖女様が一緒でしょう？」

「彼女はあの国の女性だ。女王の命令が優先になるだろう。騎士団の治療や保護は彼女に頼ることができないと考えている」

「足手まといにならないように努力しますわ」

「俺に守られていてほしいけどね。きっとそうもいかないから」

　エドワードはそう言い、二人はサファイア宮に戻った。

「物資は積み込みが終わるんですか？」

「終わると思うよ。町の近くの領地から食料を運んでもらうから。それよりも」

「エドワード様？」

「不謹慎だと思うけど、今しかないような気がしてならなくて」

　メルテンシアに深く口づけをしてから、エドワードは意味深な笑みを浮かべる。

「だ、ダメですってば」

「明日の夕方までに皇宮に行けばいいんだ。それまでの時間、一緒に過ごしたい」

　エドワードはそう言い、メルテンシアを抱き上げるとベッドへと連れて行った。

「エドワード様、疲れを癒さないと」

「俺の癒しが何かわかっているくせに」

　しゅるっとドレスのリボンをほどき、メルテンシアを黙らすかのように唇を奪う。下唇を吸われ、軽く音を立ててキスを繰り返される。まるでメルテンシアをその気にさせようとしているかのように、じれったいキスをしてくるのだ。その間にエドワードはメルテンシアのドレスを脱がしていく。すぐに彼は自分の上着とシャツを脱ぎ捨てた。

「明日の移動中は俺がちゃんと眠らせてあげる」

「いやっ、ちょ、ちょっと待って……」

　待ってくれるはずもなく、メルテンシアは深い口づけをされた。エドワードの大きな手がメルテンシアの腰を抱き、引き寄せられた。

「ごめん。強引だってわかっているんだけど」

「エドワード様？」

「今しかないような気分になるんだ」

　戦争を肌で感じているエドワードだからこそ、何かを感じるのかもしれない。その言葉を聞き、メルテンシアは今回の船旅が危険と隣り合わせだと察した。

「きっと、今回の任務も無事に成功しますよ」

　メルテンシアが小さく囁き、エドワードは頷いた。

「当然、無事に成功させるよ。だって、メルテンシアを連れて行くんだから……誰の命も奪わせない」

　その言葉の重みにメルテンシアはようやく騎士団長の重責を感じ取った。

　コルセットを緩め、胸の谷間に口づけをされる。いつもと同じなのに、いつもよりもせつなく感じる。エドワードは死と隣り合わせの仕事をしているのだと痛感したせいだろうか。

「エドワード様、もっと強く……痕を残してくださいませ」

　赤く色濃く、そのすべてを残したい。唇を重ね、胸への愛撫も何もかもがいつも以上に愛おしい。エドワードの胸元にメルテンシアが自分の痕を残す。コルセットもドロワーズもすべて脱がされた後で、彼もすべて脱ぎ捨ててぎゅっと抱き合う。彼の上に跨り、お互いに座った状態で何度も唇を重ねながら、彼の手が胸の頂を弄る。つんと起き上がるとそれを舌で舐り、メルテンシアの甘い声が響いた。

　急にエドワードが胸の双丘に顔をうずめた。

「どうしたんですか？」

「いや、安心すると思って……」

　なんとなくいつものエドワードとは何かが違うと感じた。

「エドワード様、何を考えたのです？」

　メルテンシアの問いかけにエドワードはようやく胸から顔をあげた。

「今回は海だ。船の上で戦うことになるかもしれない。相手は海賊……それに本当に海賊だけが敵なのか……あの女王たちを信じて大丈夫なのか。何もかもが情報も足りず、調べる時間もなく、どれほどの危険が待ち受けているかわからないところにメルテンシアを一緒に連れて行っていいのか」

「一緒に行きますわ、エドワード様。私の力がほんの少しでも役に立つというのなら、エドワード様の傍に片時も離れずにいます。私たちは助け合って生きていくって決めたじゃないですか」

「そうだった。一緒に乗り越えるって約束したんだよな」

「私は一緒に連れて行ってもらえることがうれしいですわ。あの女王様も聖女様も何かを隠しているような気がして」

「俺もそれは感じた。でも今はやっぱりメルテンシアとしっかり愛し合わないと！」

　そう言いながらエドワードはメルテンシアの両胸の頂を指で優しく撫でまわした。ぷくっと起き上がった頂を指でつまんで引っ張って、そして押し込んだ。

「んっ、やっ……」

「果実は赤く熟れてきたころが食べごろだろう？　メルテンシアの乳首も赤くしっかりと熟れてきたから……」

　そう言ってエドワードが口に含み、舌で舐ってから甘く噛む。胸に強い刺激が与えられるたびに、下腹部からは熱い蜜が溢れてしまう。エドワードの上に跨っているメルテンシアの熱い蜜が、彼の太ももを濡らし始めた。エドワードの手が下腹部に伸ばされると、メルテンシアは思わず足を閉じようとした。

「隠さなくていいよ。こんなに濡れてくれて俺はうれしいから」

「でもっ、やんっ……はずかしっ」

　メルテンシアはエドワードの指が花芯に触れただけで、びくんと腰が跳ねてしまった。少しの刺激でも敏感なのに、メルテンシアはもっと刺激が欲しくなった。

「エドワードさ、まっ……もっと、強くシてっ」

「珍しいね。メルテンシアがそんなふうにねだってくれるのは」

「だって、なんだか」

「わかっているよ、言いたいことは」

　お互いに感じていることは同じだった。なぜか、今夜しかないような気がしていた。この先、何が起こるかわからない不安に押しつぶされそうで、それでもお互いの愛を感じたくて。

　メルテンシアの中にエドワード自身がぎちぎちと入ってきた。

「ごめん、メルテンシア……我慢できなくて」

「んっ、もっと……奥までっ」

「ああ、もちろん」

　メルテンシアは押し倒され、ベッドに横になった。左足を肩に乗せられると、ずんっと奥深くにエドワード自身を感じた。ゆっくりと何度も深く突かれるたびに、メルテンシアの中がきゅっと締めつける。エドワードの指が花芯を弄り、揺れる胸の頂に舌が当てられる。

「んっ、あっ……」

　短く甘い吐息が漏れ、メルテンシアは早く高みに上り詰めたい衝動に駆られる。その衝動をエドワードが感じ取ったのかもしれない。エドワードの腰の動きが早くなり、お互いに一気に上り詰めた。

　メルテンシアは息を切らしてぐったりとしていたが、溢れる蜜を舌ですくうようにしてエドワードが愛撫を始めた。

「あっ、待って……」

「待てないよ。まだ足りないんだ」

　今度は丁寧な舌戯でメルテンシアを追い込み、指で秘玉を探り当て擦られる。いつも以上に丁寧に舌と指で攻められ、メルテンシアは絶頂を引き寄せてしまう。

　その直後にいつもよりも熱く滾ったエドワード自身が入ってきて、メルテンシアは思わず声をあげた。

「ああっ、もう、ダメっ……壊れちゃうっ」

　メルテンシアは快感の波が次々と襲ってきて、身体が戦慄くのを止められなかった。

　二人は明け方、外が白み始めるまで何度も何度もお互いを求めた。

　三時間ほどの仮眠を取っただけで、身支度を整えなければならなかった。

「メルテンシア、侍女を一人なら連れていけるが」

「聞いてみます」

　メルテンシアはレティスとアメリアを呼び、二人に問いかけた。

「危険を伴う任務です。二人のうち、一人だけ私についてきてほしいのですが」

　すぐにレティスの手が挙がった。

「私を連れて行ってもらえませんか？」

「本当にいいの？　どんな危険が待っているかわからないのに」

「大丈夫です。メルテンシア様もいらっしゃいますし」

　言い淀んだレティスの言葉を引き継ぐようにアメリアが言葉をつないだ。

「レティスさんを守ってくれる騎士も同行しますから」

「え？」

　メルテンシアが驚くと、レティスは照れ笑いを浮かべた。

「実は騎士団の中にお付き合いしている方がいます」

「そう、一緒に行きたいのは彼も同行するからなのね」

　メルテンシアは微笑んだ。レティスの気持ちは痛いほどわかる。危険な場所だからこそ、傍にいたいのだ。

「それではレティスさん、一緒に行ってください。アメリアさん、私の荷物を用意してもらえますか？　レティスさんは自分の荷造りを」

　二人に指示を出すと、メルテンシアはエドワードと朝食をとった。そのあとでしばらく留守にするためにやっておかなければならない執務を片付ける。エドワードは騎士団にいくつかの命令を下し、そしてそれ以外にもサファイア宮の執事に留守中の対応を命じる。

　午後のティータイムはミゼリーが準備をしてくれた。アメリアもレティスもそれぞれの仕事が忙しく、準備ができる状態ではなかった。そのため、久しぶりにミゼリーがメルテンシアの前に現れることになった。ミゼリーと二人きりになりたくなかったが、あいにくエドワードは宮に残す騎士団に指揮権を委ね、いない間の任務について説明する必要があるため兵舎にいる。

「メルテンシア様、あの……」

　ミゼリーが言い淀んでいることに気づいたが、メルテンシアはゆっくりと口を開いた。

「私たちがいない間、第二夫人がミゼリーさんを必要だと言ってくれているわ。あなたは明日、第二夫人のところに行ってほしい。その後のことは第二夫人と決めていただいて構わないから」

「それはこのサファイア宮に、わたくしは必要ないということでしょうか」

「少なくとも、私宛の招待状、しかも皇后陛下からの手紙を隠すような侍女は必要ないと思っているわ」

「その件に関しては」

　ミゼリーの言葉を遮って、メルテンシアはぴしゃりと言い切った。

「謝ったら済むような問題じゃないということはあなたもわかっているわよね。社交シーズンはまだまだ続いているわ。この問題がどこかで漏れたら、あなたは社交界での信用も失くすと思うわ」

　そしてメルテンシアは立ち上がった。

「ミゼリーさん、あなたはこの後の仕事はないから、第二夫人のところに行く準備をしなさい」

　メルテンシアは自分の部屋に戻り、アメリアが準備を整えてくれたのを確認した。

「アメリアさん、留守の間よろしくお願いします」

「はい、かしこまりました。メルテンシア様、ご無事を祈っております」

　メルテンシアは少しだけ笑うと、部屋を出て侍女長と執事にも挨拶をした。

「行こうか」

　エドワードがそう言い、メルテンシアはレティスと一緒に馬車に乗り込み、皇宮へと向かった。
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　皇宮の前庭には騎士が揃い、メルテンシアとエドワードは女王と聖女が乗る馬車に乗り込んだ。馬車のすぐ隣を馬に跨ったルドルフたちが囲い、荷物や侍女などを乗せた馬車が続いた。

　ワープゲートを使い、川のある大きな港町に入る。

「翌朝には出航する。すぐに荷物を積んでくれ」

　エドワードの指示に町の力自慢たちが手伝って、食料や荷物を運びこんだ。帝国の大きな艦艇二隻を使い、すべての荷物を積み終わるころには翌朝になっていた。

「全員乗船しろ！」

　朝になってすぐにエドワードが号令をかける。それぞれの持ち場が決まっているのか、騎士たちは順に乗り込んでいく。

「女王様、聖女様はこちらの船に。それから乗組員たちは半数ずつにわかれて乗り込んでください」

　エドワードの指示に従い、全員がおとなしく乗り込んだ。もう一隻、聖女が乗ってきた船にも騎士団と乗組員が乗り込み、出航の準備が整った。

「メルテンシア、ルドルフ……行くぞ」

　エドワードはメルテンシアの手を取り、船に乗り込んだ。ルドルフはその少し後ろを歩きながら、背後を警戒しているようだった。

　全員が船に乗り込んだ後、すぐに出航となった。

　メルテンシアは船が揺れるのに驚いた。

「メル、気持ち悪いだろう？」

　ルドルフに問われ、メルテンシアは頷いた。

「こんなに揺れるなんて、想像もしていなくて」

「少し休んだ方がいい。メルテンシア、君の部屋はこっちだ。レティス、君は大丈夫か？」

「いえ、あの……」

　レティスも顔色が悪く、メルテンシアと同じ部屋で休むことになった。

「レティスさん、横になる方が楽かしら？」

「いえ、横になると、余計に……」

　メルテンシアも船酔いに悩まされたが、どんな魔法が効果的なのかわからない。

　ノックが響き、ルドルフが入ってきた。

「具合が悪そうだな。浮遊魔法をかけてあげるよ。そのほうが楽だから」

　ルドルフがそう言い、メルテンシアとレティスの身体がふわりと宙に浮いた。床から数センチ浮いただけで、船酔いからは逃れられた。

「お兄様、ありがとうございます」

「一週間、船旅だから。少しずつ船に慣れたほうがいい。メル、風魔法を使って身体を浮かすこともできるから、練習も兼ねてやってみたら？」

「はい、ありがとうございます。お兄様、ご用はなんですか？」

「メルたちの様子を見に来たのと、食べられそうなものを聞きに来たんだ」

「今は何も口に入れたくないので」

　メルテンシアがそう言うと、レティスも頷いていた。

　ルドルフは頷き、そしてメルテンシアとレティスは二日ほどで船での生活に慣れ始めた。

「メルテンシア、部屋から出られそう？」

　エドワードに声を掛けられ、メルテンシアは頷いた。

「はい、大丈夫です」

　エドワードと一緒に甲板に出ると、川から海に出たことに気づいた。潮風が気持ちいい。

「だいぶ慣れたようだな」

「はい、ご心配をおかけしました」

「海は静かで、うねりも少ない。海賊船の姿も見えない」

　エドワードの言葉にメルテンシアは頷いた。

「こんなに揺れるのに、海は静かなのですか？」

「ああ、これは静かな方だよ。雨が降ったり、風が強かったり、海の上では気候がさまざまなんだけど……」

　メルテンシアは頷きながら、疑問を抱いた。

「メルテンシアも妙だと思った？」

「はい、セバスティアン国に近付いたら、気候が変わるのかもしれませんが……」

「海賊がセバスティアン国を制圧していたら、話は変わるけどな。女王は海賊船に襲われたと言っていた。ならばこの海域で海賊船に遭遇してもおかしくないのだが」

「船の上で戦うのですか？」

　メルテンシアの想像をはるかにこえていて、想像がつかなかった。

「ああ、砲撃されることもあるだろう。もちろん、この船にももう一隻にも、シールド魔法をかけているからすぐに被害が出ることはない」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは頷いた。

　一週間ほどの船旅は無事に終わり、海賊に遭遇することもなかった。

　セバスティアン国の港に船をつけると、港町は壊滅的な状況でメルテンシアは息をのんだ。

「第二艦隊、食事を準備しろ。医療班、港の生存者に回復魔法を。港町の被害を調べろ」

　エドワードは声をあげ、そして女王と聖女には馬車を用意するように告げた。

「被害の大きな町がどこにあるのか、それを把握してほしいのですが」

　エドワードが女王に告げ、女王はすぐに行動に出た。

　干ばつの被害により、飢餓で苦しんでいる村や町は五か所、そこにエドワードは騎士を振り分けて派遣すると、エドワードとルドルフ以外に五名の騎士を連れて女王とレイラと一緒に城に向かった。

　エドワードのすぐ隣にはメルテンシアがいて、レティスも一緒だった。馬車で丸一日かけて城へと移動する。

　高い尖塔が三つ見えてくると、三角の屋根が印象的な城が見えてきた。三つの塔は左右と中央にあり、屋根は赤い色だ。

「ここが城でこの通りは城下町なのだが……普段は市場が出ていて賑わっている」

　女王が低い声で説明してくれたが、市場という割に閑散としていた。店もぽつぽつといくつか出ているだけで、賑わいもない。

「おそらく物資が届かず、市場で売るものがないのだろう」

　エドワードがそう言うと、ルドルフがすぐに通信具を使って指示を飛ばす。

「ここにも食料を供給するように。それから第二艦隊を一度帝国に戻し、足りない分の食料を運んでほしい」

　女王が城に入ると、身なりの整った人たちが会議を行っていた。帝国の会議に比べると、質素で服装も派手ではない。

「助けを呼んできた。食料もバランドール帝国から供給されている。そなたたちの備蓄も被害のある地域に」

　女王が貴族たちに命じる。

「そうしたいのはやまやまですが、今では国中どこもかしこも被害が及んでいて」

　現状の被害を訴え、貴族たちもこれ以上の備蓄は出せないらしい。

「足りない物資とその量を計算してください。被害のある町、村をすべて教えてもらえないだろうか」

　エドワードがそう言い、会議室には大きな地図が置かれ、地域の説明をされる。ルドルフが通信具を使って、被害状況を見て食料を運ぶ班と医療班を均等に分けた。

「船から食料や薬品をすべておろして配りたい。荷馬車をどれくらい準備できますか？」

　エドワードとルドルフが現場を仕切り、メルテンシアはそれを見ながら感心していた。二人の指示は的確で無駄がない。

「船に乗ってきた人たちを休ませる場所はありますか？」

　ルドルフが尋ねた。女王はすぐには答えてくれず、エドワードが苛立ちを含んだ声で言葉にした。

「宿屋はどれくらいあるのか、泊れる場所を確保したい」

　騎士たちが休む場所を作れないのなら、停泊している艦隊を宿にするしかない。

「城の客間をすぐに用意させる。ここにいる人たちの分は部屋を準備できるが、村や町に派遣された騎士たちの部屋をすぐに用意するのは難しい」

　女王の言葉を聞き、ルドルフが通信具を使って指示を飛ばす。

「港町に近い地域を担当しているものは、艦隊を宿として使ってくれ。それ以外の騎士たちは野営で過ごしてもらう。この時間から自分たちの寝場所の確保を各自行え」

「今夜は全員、これから休んで明日の朝、明るくなってから各地域の被害状況の確認をしてくれ」

　エドワードも指示を飛ばし、その間に女王が城の中の準備を進めた。客間を解放してもらい、その日の夜は簡素な食事をしてすぐに休むことになった。

　翌日、メルテンシアはエドワードと一緒に馬に跨ると、被害地域の視察に出掛けた。

「川の水も干上がっているし、水不足だな。メルテンシア、水の魔法で……」

「土地全体を潤せばいいですか？」

「そうだな。雨を降らせてほしい」

　メルテンシアにとってその程度の魔法は朝飯前だった。すぐに雨が降り始め、土地が潤いはじめる。エドワードはその間に井戸を確認していた。

「井戸の水も足りない。ほかに水源がないか、探すんだ」

　騎士たちに命じ、エドワードもルドルフも必死に復興作業を手伝っていた。

　その地域に住む人たちの中で動ける人は、復興を手伝い始める。

　港町は家も壊され、がれきの山ができていた。がれきを取り除き、あらたに家を作る手伝いも騎士たちがしていた。

　二回目の物資が届き、また一隻の艦隊がバランドール帝国に戻る。メルテンシアは具合の悪い人の治療や、干上がった土地に雨を降らす手伝いをしていた。

　この国に来て二週間が経った頃だ。

「そなたたちの帝国に助けを求めたのは正解だった。素晴らしい統率力と指揮能力、とくに騎士団長と副騎士団長の手腕には痛み入る」

　女王が会議室でそう言い、貴族院の面々も頷いた。

「我が国は見ての通り、男性が少ない。そこで他国の男性と結婚するしかないのだが」

　女王はそう言い、エドワードをじっと見つめた。

　嫌な予感がするとメルテンシアが思った通り、女王の言葉が続けられた。

「これだけの指揮管理能力のある男性なら、私の夫にふさわしいと言えるのではないだろうか。エドワード騎士団長、私の夫になりなさい」

「無理なことをおっしゃいますね。私は既婚者です。ここにいるメルテンシアと結婚して、愛し合っているのですが」

「帝国にはたくさんの男がいるではないか。離縁したとしてもその女性ならすぐに素敵な夫を見つけられると思う」

　女王の言い分はめちゃくちゃだった。

「ラムド辺境伯様は独身ですよね？　エドワード様と一緒にこちらに残り、わたくしと結婚してください」

　今度はレイラがそう言いだした。

「勝手なことを言わないでいただきたい。私には守らねばならない領地があります。そして守るべき帝国もあるのですが」

　ルドルフの意見も無視され、二人はエドワードとルドルフに結婚を強要してきた。

　エドワードとルドルフは頑として受け入れなかったが、女王はささやかな食事の会を提案してきた。

　復興にはまだ時間が必要だったが、飢餓で苦しんでいるものは減った。そして死者の数も減り、その功績をたたえたものだと言われたからには出席しないわけにはいかなかった。

　ルドルフとエドワードを筆頭にバランドール帝国の騎士たちはもてなされ、メルテンシアも同じ席にいた。

　全員に振る舞われたのは、特産品の葡萄酒だった。

　食事の会が終わるころ、メルテンシアはエドワードとルドルフの様子が変だと気付いた。

「エドワード様、お兄様、どうされました？」

　メルテンシアの問いにエドワードは首を横に振った。ルドルフも同じように首を横に振ったが、二人の目は血走っていて額には汗が滲んでいる。

「浄化魔法をかけますね」

　二人に小さな声で言葉を掛け、メルテンシアは薄緑色の球体で二人を包み込んだ。二人の様子がいつも通りに戻ると、メルテンシアはホッとした。

「何があったのですか？」

「急に体の芯が熱くなって、頭の中がぼんやりと……靄がかかったようになったんだ」

　エドワードの説明にルドルフも頷いた。

「メルが気付いて浄化魔法をかけてくれて助かったよ。おそらく媚薬とかそういったものだろうな」

「媚薬？」

　メルテンシアが聞き返すと、ルドルフは頷いた。

「ああ、そこにいたのか。エドワード殿、話があるのだが……一緒に来てもらえないか」

　女王がそう言い、エドワードは頷いた。

「エドワード様」

　メルテンシアが声を掛けると、エドワードは頷いた。

「大丈夫だよ、先に部屋で休んでいて」

　エドワードの言葉にメルテンシアは頷いた。ルドルフもまたレイラに呼ばれてしまい、メルテンシアは急ぎ足で自分の部屋に戻った。

　エドワードとルドルフはそれから間もなく戻ってきて、メルテンシアの部屋に入った。

「大丈夫ですか？　エドワード様、お兄様」

「ああ、大丈夫だよ。メルテンシアのおかげだ」

「そうだな。メルが浄化魔法をかけておいてくれたおかげだな」

　二人の言葉にメルテンシアは震える声で尋ねた。

「何をされたのですか？」

「俺はただキスをせがまれた程度かな。拒否したらすごく驚いていたけど」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは驚きを隠せなかった。エドワードを食い入るように見つめ、彼の言葉を待った。

「俺は……服を脱いで迫られたけど……拒否したらやっぱり驚かれた。葡萄酒に媚薬が入っていたんだろうな。拒否した直後に葡萄酒を飲ませようとしたから」

　エドワードの言葉を聞き、メルテンシアは力が抜けてしまった。そのまま崩れるように床に座り込み、エドワードが抱き上げてくれた。

「どうしてそんなひどいことをするのでしょう？　エドワード様ははっきりと私と愛し合っていると言ってくれたのに」

　メルテンシアの瞳に涙がたまり、エドワードがそれをぬぐいながら言葉にした。

「価値観の違いがあるのかもしれないな。愛よりも大切なものがあると思っているのかもしれないし、愛し合っていることを簡単に認めたくなかったのかもしれない」

「そうかもしれないな。政略結婚が多いだろうし、男が少ないのなら他国の男を手に入れなければならない」

　ルドルフもそう言葉を続け、エドワードは頷いた。

「女王ともなれば、それなりに優秀な人……もしくは皇子がいいのかもしれないけどね」

「女王なら何をしても許されるのですか？」

「メルテンシア、落ち着いて。俺は彼女の言うことを聞くつもりはないから」

　エドワードがメルテンシアを抱きしめてくれたが、それでも不安が募るばかりだった。

「お互いに一人にならないようにしよう。メルも気を付けたほうがいい。エドの妻だからこそ、狙われる可能性もある」

「今すぐこの国を去ろうとは考えないのですね」

　メルテンシアの言葉に二人は頷いた。

「あれだけの人が困っているのを見たら、助けてやりたいと思う。彼らは災害で困っているわけだから」

　エドワードの言葉を聞き、メルテンシアは頷くしかなかった。

　翌日からメルテンシアはエドワードと共に行動した。もちろん、ルドルフも一緒だ。馬に乗れないメルテンシアは、エドワードと相乗りして城から近い村や町の復旧を手伝う。エドワードとルドルフ、そして騎士は力仕事を手伝い、メルテンシアは水の浄化やけがをしている人や体が弱っている人のケアに当たる。騎士団の行動を監視するように、女王の配下の兵士たちが毎回ついてくるようになっていた。

「俺たちのことを監視しているっていうよりも、何かこの国に留まらせる理由を探しているような感じだな」

　ルドルフがそう言い、エドワードも頷いた。

「だが、俺たちははやくこの任務を終わらせて、帝国に戻らなければならない」

「そうだな。辺境領のことも気になるし、それに近隣国がここぞとばかりに帝国に仕掛ける可能性もあるからな」

「表向き、休戦協定を結んでいる国は怪しいからな」

　エドワードとルドルフの言葉を聞きながら、メルテンシアは政治情勢を知ることになる。それはガザン侯爵夫人から聞いていたものよりも深刻な状況だというのがうかがえる言葉ばかりだった。

　セバスティアン国では魔法を使える人がいないらしい。そのため、メルテンシアやエドワード、ルドルフ以外にも騎士が使う魔法に驚いている様子が見受けられる。

「魔法を知らない様子ですね」

　メルテンシアがそう言い、エドワードは頷いた。

「魔法を知らないということは、レイラ様の力はいったい何でしょうか？」

　ルドルフも首を傾げ、エドワードは首を横に振った。

「神聖力とも違うのだろう？」

「ええ、違います。あとは精霊の力というものがあると聞いたことがあります」

「精霊がいるのなら、風の魔法や光の魔法、それに水の魔法は精霊たちによって妨げられると聞いたことがあるぞ。精霊たちは自分たちの力以外の力を嫌う性質があると文献には書いてあったが……そもそも俺たちは精霊を見たことも感じたこともないからな」

　ルドルフがそう言い、エドワードも頷いた。

「精霊の力と魔力にそんな関係性があったんですね」

　メルテンシアだけが驚き、知らなかったことをまた一つ知る機会になった。

「それにこの国に来てから、レイラは女王の付き人のような立ち位置だし……誰かを治療するわけでもない」

　エドワードが疑問を吐き出しながら、あたりを見渡した。

「さて、食事にしようか。この村にはどれくらいの人がいる？」

　エドワードが声を掛けると、兵士が答えてくれた。およそ五十人ほどだというから騎士たちが焚火の準備をして、メルテンシアが火の魔法を使って火をおこす。その火を使って騎士たちが食事を作って村人たちに振る舞った。

　夕方になると、エドワードたちは呼ばれて城で食事をとることになっていた。女王の近くにエドワードとルドルフが座り、メルテンシアはいつも末席に座らされる。

　食事もエドワードたちより簡素なものが多く、部屋はエドワードと別になった。メルテンシアの傍にはいつもレティスがいてくれるから心強いのだが、食事が終わるとエドワードとルドルフと言葉を交わす時間も取れなかった。

「あとは三つの村が復興すれば」

　女王が食後にそう切り出し、メルテンシアは注意深くその言葉の続きを聞いていた。

「三つの村が復興するのも数日以内だと思いますよ」

　ルドルフがそう答え、エドワードが頷いている。

「港の瓦礫も片付き、家も再建できている。あとは干ばつでダメになった畑だ」

　女王の言葉を聞き、ルドルフが答えた。

「この地域で栽培されていた食料をリストアップしてあります。まずは苗を作ることを始めなければならない。それぞれの村に種を配りましょう」

　食事の席での話が終わると、ルドルフとエドワードは港町に向かうようだ。艦隊で寝泊まりしている騎士たちと情報を交換し、復興の手順をお互い確認しあっているらしい。

　レティスと先に部屋に戻ったメルテンシアは、ベッドの端に腰を下ろした。

「レティスさん、大丈夫？」

「ええ、大丈夫です。メルテンシア様こそ、お疲れではありませんか？」

「平気よ」

　メルテンシアはそう言いながら、レティスに回復魔法をかけた。二人の部屋には内側からかけられるカギはなく、夜遅くに部屋の前を通る足音が聞こえてくるだけで目を覚ましてしまう。

　安心して眠れない夜が続いていた。

　それでも日々、変わらずにメルテンシアたちは村の復旧を手伝っていた。一ヶ月ほどが経ち、復旧のめどが経ったころだった。

「そろそろ帝国に戻ろうと考えているのだが」

　エドワードが夕食の時に切り出した。

「次の艦艇が戻ってくるのが三日後。その荷下ろしを手伝い、各村や町に必要な支援を配った後で我々は帝国に戻るつもりだ」

　エドワードがそう言い、メルテンシアはようやくこの国での生活に終わりが見てきた気分だった。だが、エドワードの言葉に女王は明言を避けた。

「三日後、艦隊が戻ってきた後で各地域を回るのだろう。それを見てから考えよう」

　女王はそう言ったが、メルテンシアはようやく帝国に戻る日が見えてきたと考えていた。

「レティスさん、ようやく戻れそうね」

「ええ、アメリアさんの婚約式には間に合いそうですわ」

「そうだったわね。アメリアさんの婚約式、もうすぐだったわね。それよりもレティスさん、お付き合いされている方とはどうなの？」

「さすがにこの緊迫した状況では何もありませんが、彼のお仕事を傍で見られるいい機会ですわ」

「任務を遂行される姿は素敵だものね」

「旦那様のことですか？」

「え？　ええ、普段は見られない姿だから、新鮮で……でも」

「わかりますわ。あの女王の目が気になりますわね」

「そうなの。でもこの任務ももう終わりそうだから」

　メルテンシアはそう言い、レティスも頷いた。

　そろそろ任務が終わるのが見えてきたからだろうか。女王が自らエドワードの隊に加わり、視察をするようになった。仕事もしているのだが、エドワードにべったりとくっつく女王の姿を目にするだけで、メルテンシアは面白くなかった。

「ふむ、この村には早急に新しい井戸が必要だな。それから備蓄はどれくらいあるのだ？」

　女王はエドワードを従えるようにして村の長と話し合う。その間、メルテンシアはルドルフと一緒に回復魔法をかけるだけだった。

「メル、疲れが出てきているようだな」

「そうですわね。早く帝国に戻りたいです」

「俺もいつもそう思っていた。戦争中、小康状態が続くと、早く解決できないかなって考えて、メルのいるラムド領に戻りたくなった」

「私も戻ったらまずラムド領に行きたいですわ」

「女神の像に加護のお礼をしたいのか？」

「その通りですわ」

　メルテンシアはそう言いながら、エドワードの姿を目に入れないようにしていた。彼を見れば、その隣で満足そうに微笑んでいる女王の姿が目に入るからだ。

「そろそろ帰る日も決まると思うから」

　ルドルフがそう言い、メルテンシアは頷いた。

　その夜、エドワードが切り出し、帰る日程をほぼ確定させた。女王はやはりはっきりとは頷かなかった。ルドルフからは帝国からの今後の支援について説明があった。

「来年の作付けまではこの量の食料を毎月、帝国から支援することが決まった。こちらが支援品のリストだ。ほかに必要なものはないか、話し合ってほしい」

　女王にリストを渡し、この件に関してははっきりと答えてくれた。

「貴族院と明日、話し合って確認していくことにしよう。足りないものがあるようならば、それもまたリストにして話し合うことにする」

　その話を聞き、メルテンシアはレティスと一緒に先に部屋へと戻った。ゆっくりと休みたいのだが、やはり落ち着いて眠れなかった。

「おはよう、メルテンシア。ちゃんと眠れた？」

　エドワードは毎朝、変わらずにメルテンシアを抱きしめて、こめかみにキスをしながらそう言った。

「エドワード様こそ、ちゃんと休んでいますか？」

「ああ、もちろん。俺の部屋はルドと一緒だからね」

　だからこそ、安心できないと思っていることを悟られないようにメルテンシアは微笑む。

（お兄様とエドワード様が口裏を合わせたら、真実を知ることなんて不可能なのよ。二人に隠し事をされたら、知る術なんてないんだから。万が一、二人のどちらかが夜中、部屋にいなくてもきっと教えてくれないわ）

　二人はずるいとメルテンシアは思ってしまう。そんなメルテンシアは、一刻も早く任務を遂げて帰ることばかり考えていた。

　だが、その状況は一変した。

　女王の配下にいる部下たちがメルテンシアを拘束したのだ。それは火おこしを手伝うために、メルテンシアが火の魔法を使ったときのことだった。今までと同じように火をおこしただけなのに、大義名分ができたとばかりにメルテンシアは拘束された。

「火を使い、村を燃やそうとした！」

　メルテンシアにかけられた容疑に、エドワードが抗議したが聞き入れてもらえなかった。城の地下牢にメルテンシアは閉じ込められ、深い息を吐いた。

（魔法を使うタイミングを待っていたのね。これからどうなるのかしら？）

　しばらくすると、男が二人やってきてメルテンシアの食事を牢の中に入れてくれた。それだけではなく、二人の男も牢に入ってきてメルテンシアは狭い牢の壁にぴったりと背中を寄せた。

　二人はぼそぼそと会話をしているようだが、帝国とは違う言葉にメルテンシアは聞き取れない。

　急に腕を掴まれ、硬いベッドに組み伏せられた。メルテンシアはすぐに身の危険を感じ、男二人に落雷魔法を落としてしまった。

　翌朝、メルテンシアは女王の前に連れていかれた。

「そなたは昨日、ようやく復興してきた村を火で燃やそうとした罪に問われ、拘束されて牢に監禁。その牢屋で食事を持ってきた兵士二人にけがを負わせた。よって処刑せざるを得ない」

　女王の言葉に驚いたメルテンシアは、口をふさがれていて反論もできない。

「本来ならそなたの夫であるエドワードも罪に問いたいところだが……妻がいなくなって帝国に戻るのは立場上難しいだろう。そこでそなたの夫はこの国に残ることを許すつもりだ」

　女王が言葉を続け、メルテンシアは女王の目的を悟った。

「女王に申しあげる。彼女を傷つければ、帝国が黙っていない。ましてや処刑ということになれば、艦艇からの砲撃も免れないだろう」

　エドワードがそう言った直後、騎士の一人が駆け込んできた。

「騎士団長に申しあげます。港に停泊していた艦艇がなぜか……座礁し、動かせない状況です。また本日こちらに戻ってくる艦艇は、座礁した艦艇が進路をふさぐために港に入れない状況になっております」

「なんだとっ？」

　エドワードが驚き、その場にいた騎士たちは戸惑いを隠せない。

「座礁した船の修理も必要だな。今までこの国を助けてくれた礼がしたいと思っていたところだ。船の修理はこちらに任せてもらいたい。その女は処刑。皇子はわが夫になることでよいな？」

　女王の言葉を聞き、エドワードは震えながら言葉にした。

「彼女の命は奪わせない。彼女の命を奪わず、全員が無事に帝国に戻るというのなら、俺がここに残ってもいい」

　その言葉を聞いた瞬間、メルテンシアの髪の色と瞳の色が一層赤く濃くなった。彼女を抑えていた兵士二人が吹き飛ばされると、室内一帯に竜巻のような風が巻き上がる。皆がその風に驚いている間に、メルテンシアは魔法で自分の腕の拘束を焼き切った。口をふさいでいるものをはずし、また強い風を引き起こす。

「な、何をするんだっ？」

　女王が驚く中、メルテンシアは怒りに満ちた声で言葉にした。

「女王というのは国のために、国民のために身を費やすもの！　それをあなた一人の感情で助けに来た者たちの自由を奪うとは言語道断。こんな国、滅びてしまったほうが世のためだわ」

　そう言った瞬間、メルテンシアの手が大きく上がり、手を振り下ろした途端に中央の尖塔が崩れ落ちた。ばらばらと音が響き、全員が慌てて外に出て行った。

　尖塔の瓦礫は焦げたような跡を残して落ちていて、その近くには赤く燃えた球体が半分土に埋まった状態で見つかり、ぷすぷすと火を燻ぶらせている。慌てたようにルドルフが水と氷の魔法で燃えた球体を鎮める。

「ルド、あれって……」

「ああ、小さいけど、おそらくメテオだな。メテオを使ったのに、メルの魔力は安定しているし、まだまだ大きなメテオを落とせるだろう」

　メテオとは火を纏った隕石だ。それを魔法の力で引き寄せ、目的のものにぶつけるのだが、最上級魔法と言われていてなかなか習得できないものだ。

「エド、メテオは使える？」

「やろうと思えば。ルドは？」

「俺もやろうと思えば、だけど……あんなに正確に落とすことはできないと思う。一歩間違えば、ほかの地域に被害が出て、人の命を奪ってしまうし」

　メルテンシアのメテオは尖塔の一部を破損させ、下には誰もいなかった状態だ。

「この国を亡ぼすには、もっと大きな隕石のほうがいいわね」

　メルテンシアが手を掲げると、女王が転がるように走ってきて跪く。

「頼む、やめてくれ」

「やめてくれですって？　私から大切な人を奪おうとしたくせに、私がこの国を奪っても足りないくらいの人なのよ？」

「申し訳ない。本当にすまない。ただこちらにも事情がある。結婚相手を捕まえなければならないのだ。誰でもいいわけではない。一緒に国を守ってくれて統率力のある者が必要なのだ」

　女王はぼろぼろと涙を流し、メルテンシアの前で跪いて懇願した。

「その程度の事情で私からエドワード様を奪おうとして、私は処刑されなければいけなかったの？　そんな国は存続の必要性がないわ」

　メルテンシアの怒りは収まりそうにもなく、エドワードがぎゅっと抱きしめる。

「メルテンシア、大丈夫だよ。俺は君を守るために残ると言っただけだから」

「それなら私も残ります。エドワード様と一緒じゃないと嫌なの」

「わかっている。そのことも女王はわかったのではないか？」

「わかった。わかったから……頼む。この国を亡ぼすのはやめてくれ。私が悪かった。これからも帝国とは友好的でありたい。だからこそ、皇子を婿に迎えたかったのだ」

　訴えられてもメルテンシアの髪の色は変わらず、目の色も赤く染まったままだ。

「メルテンシア、俺が君以外を愛せないことはわかってくれているよな？　俺は帝国に戻り、このことを報告する。お互いの国のために良い方法を皇帝陛下と相談しようと思うのだが」

「騎士団長、帝国に戻る必要はありませんよ。通信具を使ってみんなで話し合いませんか？　女王にはおそらくメルテンシアを殺そうとした罪も問われるでしょう」

　ルドルフがそう言い、エドワードは頷いた。

「まずは艦艇の状況を見に行き、今日の夜にでも帝国と通信を行う」

　エドワードはメルテンシアを連れてルドルフと一緒に港へと向かうつもりだった。だが、メルテンシアの集中力が途切れた瞬間、エドワードの腕の中で気を失った。




　メルテンシアが目覚めると、エドワードはホッとしたような笑顔を見せてくれた。

「エドワード様、ここは……」

「うん、俺とルドの部屋だ。メルテンシア……よく頑張ってくれたね。俺が守れなくて申し訳ない。それにしてもあんな魔法、いつの間に使えるようになったんだ？」

「わかりません。怒りとか悔しさとか奪われたくない想いが膨らみあがった瞬間、みなぎるような魔力を感じて……あとは無我夢中で」

　メルテンシアはそう言いながら反省していた。いくらなんでもやりすぎだと咎められてもしかたがないことをしている。

「ごめんな。俺がちゃんと守ってやれなくて」

「そんなこと……」

　否定しようとしたのに、メルテンシアの瞳からは涙があふれていた。

「エドワード様、あの、本当に……ここに残るつもりだったのですかっ？」

「メルテンシアの命を奪われるよりはずっといいと思っているよ。それにここに残って君たちを帝国に帰した後、隙を見て瞬間移動で戻ればいいと思っていたから」

「えっ？」

「どう見てもこの国の兵力じゃ、帝国には勝てないだろう？」

「そうかもしれませんが」

「友好的な関係を結んで、帝国にどれだけの利があるのか。もちろんまったく利益がないわけじゃないけど、メルテンシアを失ってまで欲しい利益ではないから」

「私だけ、先走って」

「いや、メルテンシアのおかげでここからは簡単に話が進みそうだ。今夜、皇帝陛下と通信して俺たちは引き上げよう」

「え？」

「座礁した艦艇を直すのはこの国の者に任せるよりも、魔法を使ったほうがいい。シールド魔法を使って、もしくは痛んだ部分を氷で覆うとか。なんでもできると思うんだ。これだけ魔法が使える人がいるんだし」

　メルテンシアはエドワードに抱きついた。

「ごめんなさい。何も考えずに……城を壊してしまうなんて」

「俺が責任を取るよ。メルテンシアの気持ち、ちゃんとわかっているから。何も心配しなくていい」

　エドワードの手が背中にまわり、メルテンシアは安心していた。

「顔色がよくなったようだな。安心して眠れない日が続いていたなんて、気づかなかった」

「エドワード様は私がいなくても眠れるんですね。どなたと一緒に眠っていたのです？」

　メルテンシアはむっとしながら言葉を紡いだ。

「眠っていないよ。ルドの回復魔法でほとんど眠らずに過ごしている」

　メルテンシアは驚き、言葉を失った。

「有事の際っていうのかな。それを考えると、任務中はほとんど眠れないんだ」

「お兄様も？」

「ああ、お互いに回復魔法をかけているだけ」

　メルテンシアは何も言えずに、ただ目を伏せる。

「メルテンシアが気にすることじゃない。騎士の命を預かる身として当然のことだから。さて、そろそろ行こうか。立ち上がれる？」

「え、ええ」

「抱っこさせてほしかったのになぁ」

「え、エドワード様っ？」

「メルテンシア、少し体重が軽くなっているから気になって」

「でも、そのっ……」

「さっき倒れたんだからいいだろう？　俺が甘やかしているのは騎士団の連中はみんな知っているし、女王に見せつけられる」

　エドワードはそう言うと、メルテンシアを抱き上げた。メルテンシアは恥ずかしいのにうれしくてどんな表情を作ればいいのかわからなかった。

「あたりまえですって顔をしていればいいよ、メルテンシア」

「でも」

「いいよ。俺が後はフォローするから」

　メルテンシアはいつも通りの顔を作ると、準備された会議室に向かった。

　二人が会議室に入ると、帝国側の騎士たちは全員ホッとした表情になった。が、セバスティアン国の人たちは眉間に皺を寄せていた。

「さてと会議を始める前に、ラムド副団長、通信はつながったか？」

「はい、皇帝陛下および皇太子殿下、第二皇子がそろっております」

　ルドルフが恭しく答えると、皇帝陛下の声が響いた。

『騎士団の活躍は聞いている。そなたたちには戻ってきたら褒美を取らせよう。メルテンシア、身体は大丈夫か？』

　メルテンシアは自分の名を呼ばれ、すぐに返事をした。

「皇帝陛下、ご心配いただきありがとうございます」

『当然のことだろう。メルテンシアのことは実の娘のように思っていると、以前から申しているはずだ』

　皇帝陛下の言葉を聞いた瞬間、セバスティアン国の女王は椅子から崩れ落ちた。

『さて、復興状況はいかほどなのか報告願いたい。セバスティアン国のほうで意見をまとめているだろうか』

「わたくしから報告させていただきます。政務長官を務めております。復興は約七割ほど、壊れた建物やけがおよび病人のケアはほぼ終わり、あとは作付けした作物が無事に育つことを願うだけです」

『では、騎士団は明日、全員そちらを発つように。ほかの任務もある』

　皇帝陛下の言葉を聞き、女王は慌てて声をあげた。

「皇帝陛下、お願いがございます。帝国と友好的な条約を結びたいと考えております。帝国の皆様の不思議な力をもっとお借りしたい」

『わが娘同然のメルテンシアの命を奪おうとした国に、そのような配慮は必要ないと考える』

　皇帝陛下は一言でその話を断ち切ったが、女王は訴え続けた。どうしても女王には伴侶が必要であることもふくめ、何度も何度も訴え続けた。

『皇帝陛下、発言を許していただけないでしょうか？』

　第二皇子が声をあげ、みんなが驚いた。このような場で第二皇子が発言することはめったになかったからだ。

『よいだろう。何か妙案でもあるのか』

『はい、私があの女王と結婚することは可能ですか？』

　誰もが驚いたが、女王は一番驚いていた。

『セバスティアン国はとても興味深い国だと思って。魔法でもなく治療ができる……そのメカニズムが知りたい。それに災害に強い国にするためにいろいろな研究ができそうな気がするのですが』

　第二皇子の言葉にエドワードは、息を吐いた。

「どうされたのです？　エドワード様」

「いや、第二皇子の悪い癖が出たのかと思っただけだ」

「悪い癖ですか？」

「研究好きな人で、興味を持ったらとことん追求する人なんだ」

　それでもこの国を助けられそうである。

「目下のところ、第二皇子の研究対象はこの国の治癒能力ってところか」

　ルドルフが小声でそう言い、メルテンシアはただ驚いているだけだった。

『そちらの女王がそれでいいのであれば、第二皇子をそなたの婿として迎えることを許すつもりだが』

　皇帝陛下の言葉に女王は大きく頷き、何度も感謝を述べていた。

　帝国騎士団は早急に戻ることが決定した。女王はおとなしく帝国の決定に従うしかなかった。ここで反対して、第二皇子との婚姻もなくなったら、国の存続も危ういと判断したようだった。

　メルテンシアたちは二日後に出航し、船の旅となった。

「メルテンシア様、大丈夫ですか？」

「ええ、どうにか。レティスさんはどう？」

「もう二度と、船旅はしたくないと思っています。うぷっ……」

　二人はまた船酔いに苛まされ、二日間は慣れない揺れに吐き気を伴いながら過ごしていた。三日目になると、身体がどうにか慣れてきて甲板に出ることができるようになる。

「浮遊魔法を使えばいいのに」

　ルドルフにそう言われたが、メルテンシアは首を横に振った。

「魔力の加減がうまくできるか不安で」

「ああ、メルは魔力が一気に増えたからな。加減を覚えながらまた魔法石を作ってもらわないと」

「領地のために協力できることがあってうれしいですわ」

　そんなことを話しながら、船旅は一週間ほどで終わる。

　帝国に戻ると、すぐに皇宮に呼ばれて報告をする義務があった。エドワードとルドルフは参上したが、メルテンシアとレティスはサファイア宮に戻って、ゆっくりと過ごすことになった。

「レティスさんは今日から三日間、お休みをとってください」

　メルテンシアはそう言い、あとは侍女長とアメリアに任せることにした。

「メルテンシア様、まずは湯浴みをされますか？」

　アメリアに言われたメルテンシアは頷いた。

「ゆっくり長めに入りたいわ」

　メルテンシアがそう言うと、アメリアは頷いてすぐに準備に取り掛かった。湯浴みに時間をかけ、そのあとアメリアのマッサージを受けたメルテンシアは少しだけのつもりがすっかり寝入ってしまった。





　　　＊　＊　＊






　皇宮内にある皇帝陛下の執務室には、皇帝陛下、皇太子、エドワードとヴォルフ第二皇子がそろっていた。そこにルドルフも加わり、エドワードとルドルフがセバスティアン国の報告を済ませる。

「一部始終はこちらの映像魔法石に記録してきましたが」

　ルドルフがそう言い、皇帝陛下と皇太子、第二皇子が映像を見ている間に二人は食事をとった。

　黙って食事をとった後で、執務室で話し合いが行われた。

「ヴォルフ、君は本当にあの国の女王と結婚するのか」

　皇太子の疑問に第二皇子は頷いた。

「そのほうが自由をもらえるような気がしているのだが」

「自由……か」

　第二皇子のその言葉に重みを感じたのは、ルドルフ以外のみんなだった。第二皇子をどうにか皇帝の座につけたいと考える第二夫人、そのために彼はすべての時間を犠牲にしてきたと言える。

「帝国にいて、魔塔に入れたら一番良かったと思うのだが、母君が許してくれるとは思えない。魔塔での研究ではまずラムド家の兄妹を研究対象にしたいと思っていたが」

「なぜ、私と妹を研究対象に？」

　ルドルフは苛立ちを募らせた声で問いかけた。

「ラムドの魔力がどう生成されているのか、本当に血筋と土地柄だけの関係性なのか気になっていたからね。先ほど、君の妹が放ったメテオは実に素晴らしかった。それに彼女の髪や瞳の色は変わるのに、君はまったくと言ってもいいほど、髪色も瞳の色も変わらない」

　ルドルフは驚いた。

「確かに、そう言われてみればそうかもしれません。私たち兄妹はなぜか、父親の髪色には似なかったのですが……因果関係は知りたくなりますね」

「研究対象として面白いと思うのだが……」

　第二皇子はそう言ったが、咳払いをして話題を変えた。

「ンっホンっ……コホッ、実はそれよりもセバスティアン国に興味が湧いた」

「それはどういうことなのか、説明できるか？　なぜ、そなたがその国に行きたいと思ったのか、理由を」

　皇帝陛下がそう言い、第二皇子は頷いた。

「ほぼ女性だけの国と言ってもいいでしょう。男性が三割程度しかいないということは、この山々に眠る鉱石は手つかずだと考えていいと思います。だが、この城を見てください。この上質な石は大理石や鏡石、貴重な石をふんだんに使っているうえに、これだけの加工ができることに疑問を感じませんか。女性の力では不可能だと思っています。つまりこの加工ができる何かがあるのかもしれないし、帝国にはない技術があるのかもしれません」

「確かにそうだが」

「帝国から独身の鉱夫と加工職人を数名、連れていきたいと思っています。そこで技術を学び、石材や加工技術を他国に持ち込めば、交易をするにも互いの国に利益が出ると考えられます」

　ヴォルフ第二皇子の着眼点に誰もが感心しながら、話を続けさせる。

「それにこの比率だと、女王と結婚して子供を授かっても男が生まれるかどうかわからないことになる。それは食べ物のせいなのか、それとも何か要因があるのか」

「独身の男たちを連れていくのはその実証実験のためでもあるのか？」

「ええ、他国の男たちと結婚した女性が子供を産んだら、どうなるのか。やはり女子ばかりを授かるのか、それとも他国の男性との子供だと男子が多く生まれるのか」

「相変わらず、研究者体質なんですね」

　エドワードがそう言うと、第二皇子は頷いた。

「それしか楽しみがないから……あの国に行って好きなだけ研究をしつつ、女王のサポートをして国を発展させる、こんな面白そうなことは今後帝国ではできないと思っています」

「わかった。では、準備が整い次第、セバスティアン国に向かうことを許す。もちろん、そなたが言っていた鉱夫や職人を連れていくことも許可しよう。そなたには通信具を渡し、逐一困ったことがないか報告せよ」

「友好国というよりは配下に置くという形ですか？」

「それはそなた次第になるであろう」

　皇帝陛下がそう言い、第二皇子は頷いた。

　皇太子と第二皇子を先に下がらせると、皇帝陛下は低い声で言葉にした。

「メルテンシアの髪色が濃くなったのは、聖女の血が流れているからではないだろうか」

「どういうことでしょうか？」

　ルドルフが驚くと、皇帝陛下は頷いた。

「メルテンシアは守るものへの気持ちの強さでより強い魔法が使えるようになる。そして強い魔法が使えるようになると、髪色が変わる。これはそなたたちの母親も同じだった」

　ルドルフは息をのみ、言葉が出てこなかった。

「歴代の聖女も同じだった。神殿の者たちがこのことに気づかないことを願っているのだが」

「メルテンシアが聖女だという疑いを持つということですか？　でもメルテンシアは私と結婚したし……その初夜の儀も済ませていることは知られているはずです」

「そう、だからそこであきらめていてくれればいいと思っているのだ」

　皇帝陛下はそう言い、エドワードとルドルフは頷いた。

「結局、セバスティアン国の聖女は帝国が求めていた聖女とは違いましたね。それに彼女はあの国にとって必要な人だということもわかりましたし……神殿はこれからまた聖女を探さなくてはなりませんね」

　ルドルフの言葉に皇帝陛下は頷いた。

「ああ、だが……魔塔には聖女候補が数名いる。まずは彼女たちの資質を見極めるのではないだろうか」

　三人は夜遅くなるまで、今後のことを話しあっていた。

　皇宮を出たルドルフは領地に戻ると言い、あっという間に移動魔法石でいなくなってしまった。エドワードはサファイア宮まで馬に乗って移動した。瞬間移動を使おうかと思ったが、頭の中を整理したかったのもある。

「おかえりなさいませ、旦那様」

　執事に出迎えられ、エドワードはメルテンシアの姿がないことに気づいた。

「メルテンシアは？」

「奥様は湯浴みの後、お休みになられまして……夕食も取らずに眠っているようです」

「そうか。疲れがたまっていたと思うから、このまま朝まで眠らせよう。悪いが、留守の間の報告は明日の朝に聞く」

「かしこまりました。ではごゆっくりお休みください」

　執事にそう言われると、エドワードはホッとしてベッドルームに入った。メルテンシアの寝顔を見ると、エドワードの顔に笑みが浮かんだ。

「いろいろ、心配かけてすまなかった。明日、ゆっくりと話そう」

　彼女の額にキスをして、エドワードも汗を流しに行った。

　それから彼女を抱きしめて眠る。久しぶりにメルテンシアの体温を感じて、エドワードも睡魔に襲われた。
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　朝、メルテンシアはいつもの時間よりもずっと早くに目が覚めた。

（珍しい……エドワード様の寝顔を見られたわ）

　エドワードの寝顔を見つめ、メルテンシアはうれしくなった。彼の長いまつげをそっと撫でて、寝顔はいつもと違って少しあどけないのに気づく。

　長い髪の毛が頬にかかっているのが気になり、そっと指で払うとその手を掴まれた。

「キスをして起こしてくれると思って待っていたのに」

「起きていたのですか？」

「まつげを撫でられたときにね」

　エドワードが少し体を起こし、メルテンシアにキスをした。

「おはよう、メルテンシア」

「おはようございます、エドワード様」

「昨夜、食事もとらずに眠ってしまったんだって？　お腹がすいているんじゃないのか？」

「あ、そういえば」

「食事の時間まで少しあるから、庭園を散歩しないか？」

「支度してきますわ」

　メルテンシアはそう言い、エドワードは頷いた。

　メルテンシアはエドワードと手をつないで、庭園を歩いた。

「エドワード様、こちらのバラが今は満開のようですね」

「ああ、バラのアーチもきれいに咲いているな」

　バラ園を歩きながら、エドワードが話し始めた。

「第二皇子がセバスティアン国へ行くことが決まった。ヴォルフ皇子は研究者体質なところがあって、あの国に対して興味深いことがいくつかあるらしい」

「でも、そんなことで結婚を決めてしまってよいのでしょうか？」

「本人はこの帝国にいるよりも生きていきやすいと思ったようだ」

「どういうことですか？」

　メルテンシアは驚いて思わず、尋ねてしまった。

「メルテンシアは第二夫人のことをどう思った？」

「率直な意見をおっしゃる方だと」

「そうか。そうだよな。皇太子と俺は第二夫人が怖いんだ。幼い頃から、命を狙われ続けたから」

「それは第二皇子様を皇帝陛下にさせたくて、ということですか？」

「うん、ただヴォルフ皇子はその気がなくてね。昔から、剣の腕を磨くのも魔法の鍛錬も俺や皇太子ほど一生懸命ではなかった。ただ、勉強することは好きで以前は魔法石の研究をしていたくらいだ」

「魔法石の研究ですか？」

「ヴォルフ皇子はその魔法石がどこでどう作られたのか、当てられるんだ」

　エドワードの言葉にメルテンシアは驚いた。

「そんなことがわかるんですか？」

「魔法は使い手によって癖があるらしい。だからわかりやすいと言っていたが、俺にはよくわからない。ヴォルフ皇子は争いごとが好きじゃないから、本当なら研究に没頭して一生を過ごしたかったのだろう。もちろん第二夫人が許すわけもない。今回の縁談は彼にとってもよかったみたいだよ。第二夫人の目が届かないし、小さな国とは言え女王の伴侶だからね」

「国政にも関われるのであれば、第二夫人もその国に行くのですか？」

「いや、それは無理だ。皇帝陛下と関係を持った三人の夫人は、皇宮から生涯出ることは許されない。出ることになるとしたら、よほどの事件を起こして幽閉されるか、処刑されるかのどちらかだ」

　メルテンシアは驚き、言葉を失った。

「今のままであれば、第二夫人が何もしないわけがない。皇帝陛下に任命される直前まで皇太子の命を狙うだろうし、もしそれが成功したら……彼女は処刑されるだろう」

　そう考えると、第二皇子の決断は自分の母親の命を守るための行動だったのかもしれない。

「おはよう、ここにいたんだな。エド、メル」

　ルドルフの声が響き、二人は同時に振り返った。

「ルド？」

「お兄様、どうされたんですか？　こんなに朝早くに」

　メルテンシアとエドワードが驚く様子が面白いのか、ルドルフは笑いながら答えてくれた。

「昨夜、皇帝陛下に言われたことを考えていて……メルの魔力が強くなると髪色や瞳の色が濃くなっていくだろう？　母親も同じだって言われたのが気になってさ……領地に戻って両親が結婚したころの肖像画を見たんだ」

　ルドルフが映像魔法石を使って、その肖像画を見せてくれた。

「このころのお母様は、お兄様の髪色よりも色が薄く見えますね」

「うん、俺も気になってマルタに聞いたんだ」

　ルドルフはそう答え、メルテンシアもエドワードもその答えが気になった。

「俺が生まれた後、少し色が濃くなったのだが、その時は髪の毛の色だけだったらしい。それからメルが生まれてから、髪も瞳も赤みが強くなったんだって……俺とメルが最期に見たとき、もっと赤い髪だっただろう？」

「ええ、きっと魔力が強くなったから……」

「そう思ったら、これからメルにもエドの子供ができたら、もっと髪の色が赤くなるのかなって」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは自分の髪に触れた。

「お母様と同じ……」

　それがうれしくてせつない。

「だからさ、第二皇子が結婚を機にあの国に行ってくれてホッとしているんだ。俺やメルが研究対象としておもしろいと思われていたら、いろんな実験をされそうで」

「でも、お兄様の髪の毛の色は変わらないですよね？」

　メルテンシアの言葉にルドルフは頷いた。

「だからこそ、第二皇子の興味をひいたんだろうな。メルは聖女の力を引き継いでいるから、髪色もそうなったんじゃないかって」

　メルテンシアは頷くだけだった。母親の形見のようでうれしいと素直に喜べない部分もある。

「ルド、朝食はまだか？」

「ああ、まだだけど」

「これから一緒に食べよう。そのあとで、執事から留守の間の報告を聞いて、久しぶりに三人でゆっくりしよう」

　エドワードの提案にルドルフは笑いながら答えた。

「朝食までは付き合うよ。その後、俺はすぐに騎士団の報告があるから。終わり次第、領地に戻って冬支度を始めなければならない」

　ルドルフがそう言い、メルテンシアは頷いた。

「お兄様、魔法石の準備はできていますわ」

「ありがとう」

　三人はたわいのない話で盛り上がりながら、朝食をとった。ルドルフと別れると、メルテンシアはエドワードと一緒に執務室で執事からの報告を聞くことになった。

「お留守の間の会計報告はこちらにまとめてあります」

　まずは会計報告から始まり、エドワードはすぐに承認を済ませる。

「アメリアさんの婚約式、その後のことですが」

「それは本人から聞くことにしよう。祝いの品を用意しておいてほしい」

「侍女長が手配を済ませております」

「わかった。ほかには？」

「ミゼリーさんのことですが、もうしばらく第二夫人のところで預かるという連絡がありました」

「わかった」

　そのほかに、社交界の動きを丁寧に説明された。主に派閥の動きだったが、皇太子派が増えた分には問題がないとエドワードは考えているようだった。

「ですが、今回の功績が称えられると、旦那様の方に人気が出るかもしれませんね」

「そうなると、またいろんな噂が出回ることになるだろうな。どちらにしろ、俺は皇帝の椅子には興味がないし、皇太子の敵に回るつもりもないから」

「奥様、来週ですが皇后様のサロンが開かれます。ご出席でよろしいでしょうか？」

「お返事を書きますわ。それからガザン侯爵夫人の勉強会ですが、来週のサロンが終わってから、またお願いしたいと考えています」

「そのように連絡しておきます」

　留守の間の報告を受けた後で、エドワードとメルテンシアは賑わっている皇都に向かった。

　社交界シーズンもあと少しで終わることもあり、タウンハウスから領地に戻る貴族が買い物に出たり、遠く離れてしまう友人たちと気兼ねなく会う時間にしたりしているようだ。

　そのため、いつもよりも一段と人が多く都に溢れているような気がした。

　メルテンシアはエドワードに連れられて、ジュエリーショップにまず向かった。

「今回もまた俺を守ってくれたお礼がしたくて、プレゼントをさせてほしい」

「エドワード様、一つだけでいいのに」

　気が済まないと言い張られ、結局メルテンシアはエドワードに押し切られる。サファイアやブルートパーズなど青い石を中心に、ほかにはダイヤモンドと淡いピンク色のピンクダイヤ、ブルーダイヤを使った指輪やネックレス、イヤリングなどを購入してくれた。

「こんなにたくさん？」

「まだ足りないけど、今度は新しいドレスにあわせて買えばいいから」

　エドワードがそう言いながら、メルテンシアの腰に腕を回す。仲睦まじい姿を見せつけられたほかの客や店員たちはため息をついて見守るばかりだ。

「あの冷酷な第三皇子が……？」

「奥様のために一緒に買い物に来るなんて考えられない」

「無駄なものが嫌いだと言われていたのに、あんなにたくさんのジュエリーを買うなんて」

　ひそひそとそんな声が聞こえてきて、メルテンシアは肩をすくめた。

「エドワード様のことを知らない人が多すぎますわ」

「知らないのは当然だろう。こんなことをするのはメルテンシアにだけなんだから」

　エドワードは当たり前だと言わんばかりで、メルテンシアは少しだけ笑った。

　それからカフェに向かった。このカフェはメルテンシアが皇都に来て、はじめて連れて行ってもらったカフェだった。この時もエドワードが一緒で、メルテンシアがスイーツを食べるのをじっと見られていた記憶がある。

「はじめて一緒に来た時、エドワード様はじっと見ていたけれど、何を見ていたんですか？」

「メルテンシアを見ていたよ。表情を変えないように必死になっていたんだ。ケーキを食べる姿が愛らしくて、通信魔法の向こう側ではなく、目の前にいるって思ったらにやけちゃいそうでね」

「そんなことないですよね？」

「いや、ポーカーフェイスを作るのに苦労したんだ。軽々しい男だと思われたくないし、君に対しても冷酷で嫌な男だと思われたくもない。でもほかの令嬢たちはどうでもよかったし、適当にあしらっていたら、君に嫌われるかもしれないとか……」

「あの時、素敵な人だと思っていましたが、今の気持ちとは違ったので」

「君に俺のことを好きになってもらうための時間だったんだ。嫌われないようにどうしたらいいのか、すごく悩んでいた」

　エドワードの言葉にメルテンシアはただ頷くだけだった。

「エドワード様、休暇は取れますか？」

「ああ、少しなら休暇を取れるよ」

「ラムド領に行きたいのですが」

「わかった。予定を作ろうか」

　エドワードの言葉にメルテンシアはきれいな笑顔を見せた。

　サファイア宮に戻ると、アメリアが見たことのない男性と一緒に待っていた。

「旦那様、奥様、おかえりなさいませ。ご報告したいことがありまして、お待ちしておりました。お時間頂けますでしょうか？」

　アメリアの言葉にエドワードが頷いた。

「では応接室に行こうか」

　応接室に二人と一緒に入り、レティスがティーセットを用意した。

「私はテムズ伯爵と申すものです。このたび、こちらにいるアメリアと婚約をすることになりました。婚約式にはお世話になっているお二人にも列席を頼みたく、参上しました」

「おめでとう。婚約式にはぜひ出席させてもらう。その後のことだが、決まっている範囲で構わない。教えてもらえないだろうか」

　エドワードがそう言い、テムズ伯爵が答えてくれた。

「結婚式は来年の社交シーズンに執り行うつもりです。それまでの間、アメリアはこちらで侍女としてお世話になりたいと考えているようです」

「彼女の希望に添えるようにしよう。結婚した後も妻のメルテンシアと親しくしていただければありがたい」

　アメリアは驚いた顔をした後で涙ぐんだ。

　アメリアの今後の予定は詳細が決まり次第、報告してくれることとなった。

　テムズ伯爵だけが帰り、アメリアはすぐに侍女の仕事に戻る。

「さて、アメリアがいる一年の間にもう一人か二人、メルテンシアの侍女が必要だな。皇后陛下がまた決めてくださるだろうとは思うが」

「アメリアさんやレティスさんのような方が来てくださるといいのですが」

　メルテンシアはそう答え、アメリアとレティスはお互いに顔を見合わせた。

「メルテンシア様にそう言っていただけて、本当に幸せです。侍女になりたての頃の無礼をお許しいただいただけでもありがたいと思っておりますのに、本当に感謝しております」

「メルテンシア様にお仕えできたこと、本当に幸せだと思っています。いつも気遣っていただき、本当にありがとうございます」

　アメリアとレティスから感謝の言葉を告げられ、メルテンシアは瞳が潤んだ。

　二日後、メルテンシアはエドワードと一緒にラムド領に向かった。

　温室の祭壇に祀られる女神像にメルテンシアは祈りを捧げ、それからいくつかの魔法石をルドルフに渡した。

「この魔法石、すごいな」

　ルドルフは感心しながら、魔法石を見つめる。

「ルドもそう思ったか。メルテンシアの魔力が入っているのだが……これほどの魔法石はなかなか出回らないと思って」

「ああ、皇帝陛下への献上品よりも質がいいと思う」

「二人して……そんなに褒めてもだめですよ。お兄様、お聞きしたいことがあるのですが」

「え？　何？」

「お兄様、セバスティアン国の聖女様、レイラ様と一夜を共にされたのですか？　責任も取らずに帰ってきたって本当ですか？」

「メル、その話はどこで聞いたんだ？」

「侍女たちが噂で聞きつけてきたのですよ。そんな噂が出回ったら、お兄様の結婚相手がいなくなってしまいます。ラムド領には後継者が必要でしょう？」

「噂はあくまで噂だろう。真実ではないから」

「それならいいのですが……お兄様、神殿に聖女候補が三名いるのはご存じですか？」

「うん、聞いているが」

「お会いになったことはありますか？」

「いや、無い」

「聖女に選ばれて二年、おつとめを果たしたらお兄様と結婚できるそうですよ」

　メルテンシアの言葉にルドルフもエドワードも口をぽかんと開けた。

「そんな話、聞いていないけど」

　メルテンシアはくすくすと笑った。

「そう決まっているらしいので、お兄様も覚悟を決めておいた方がいいですわ。あ、マルタとシェーンに挨拶してきますね」

　メルテンシアはそう言い、邸宅の中へと入った。

「まあああっ！　お嬢様っ？　もしかして……」

　マルタはメルテンシアの髪と瞳の色を見て、驚いていた。

「ああ、なんと、おめでたいことでしょう」

「マルタ、勘違いしているわ」

　メルテンシアはマルタが感激している理由をすぐに察した。

「まだ、子供ができたわけじゃないの。違うから！」

「え？」

「この髪も瞳も……結婚してから不自由のない食事と魔力の安定がつながって、こうなっただけだから」

　メルテンシアは言い訳をした。まさか聖女の力が強まると色が濃くなるとは言えなかった。

「そうでしたか……ですが、早くお嬢様にも」

「わかっているわ。でもこればかりはどうしようもないことでしょう？」

　メルテンシアはそう言ってマルタを宥めた。シェーンは二人のやり取りを見ながら、涙ぐんでいる。

　三人でたわいのない話をしながら、メルテンシアはふと気づいた。

（マルタが小さく見える。シェーンもこんなに背が低かったかしら？）

　二人の存在は幼い時から大きなものだった。それが今では小さく見えるのだ。月日が経ったことをメルテンシアは痛感していた。

　ラムド領に一泊したメルテンシアとエドワードは、翌日にはサファイア宮に戻った。

　そして、メルテンシアは皇后陛下のサロンに出席する。

「第三皇子妃メルテンシア、そなたの活躍は聞いている。ささやかだが、わたくしからの褒美を受け取ってほしい」

「ありがとうございます」

「第二夫人、第二皇子の英断、痛み入ると陛下もおっしゃっている。そなたにも陛下からの褒美を用意してある。受け取ってほしい」

「ありがとうございます。私は納得できていませんが」

「第二皇子はいつ帝国を出立されるのですか？」

　第一夫人が静かな口調で尋ねた。

「来月のはじめでしょうか。これから通行証の申請がありますから」

　第二夫人はつまらなさそうにそう言い、メルテンシアは通行証という言葉に疑問を感じた。

「そういえば、第三皇子妃の侍女、ミゼリーだけど」

「はい、ミゼリーさんが何か粗相をされたのでしょうか？」

　メルテンシアはびくっとした。この場でミゼリーの粗相をとがめられても、どう責任を取るべきかわからなかった。

「そうじゃないわ。このまま、わたくしのもとに置かせてもらってもいいかしら？」

「はい、構いませんが」

「彼女にはいい伴侶を紹介しようと思っていてね」

　第二夫人がそう言い、第一夫人も第三夫人も頷いていた。

「第二夫人の推薦ということは……どちらをご紹介されるつもりなの？」

　皇后陛下の言葉に第二夫人は笑顔を浮かべて頷いた。

「ええ、遠縁には当たるのですが、南方のレイカー伯爵のところがよいかと」

（レイカー伯爵？）

　メルテンシアは聞きなれない名前に戸惑ったが、皇后陛下も三人の夫人たちもそれはいいというのだから不思議だった。

（皇宮の奥宮に住んでいるはずの夫人たちが、どうして世間に詳しいのかしら？）

　メルテンシアは疑問に思っても口に出せなかった。

　二時間ほどして、皇后陛下がサロンを終わらせた。メルテンシアは皇后陛下の侍女に呼ばれ、応接室に案内された。

「メルテンシア、これが褒美の品だ」

　皇后陛下がメルテンシアに直接渡してくれたのは、ブルーダイヤのネックレスだ。

「ありがとうございます」

「メルテンシア、夫人たちの話を聞いてどう思った？」

「どうして夫人たちはあんなにも情報通なのか、疑問に思いました」

「夫人たちの耳が早いのは、帝国中に彼女らの目となり耳となる人物が派遣されているからよ。彼女たちはそうやって情報を収集することしか楽しみがないから」

「楽しみがないのですか？」

「皇帝陛下が自分たちの部屋を訪れる以外、子供たちを相手にすることもあるが、毎日同じことを繰り返すしかないのだ。皇都に出て、カフェに行くこともレストランに行くことも許されていない。皇宮の敷地から出られない者たちだから」

　メルテンシアは驚いたが、顔に出したつもりはない。

「そなたは母親にすごく似ているのね。表情のひとつひとつが、わたくしが彼女と知り合ったころと同じで、本当に懐かしくて……そしてもう会えないことを実感させられる」

　皇后陛下の言葉にメルテンシアは何も答えられなかった。

　サファイア宮に戻ったメルテンシアは、エドワードが執務室にいることを知ってドアをノックした。

「おかえり、メルテンシア」

「ただいま戻りました」

　そこでメルテンシアはエドワードに尋ねてみることにした。

「エドワード様、ヴォルフ第二皇子様の出立に一ヶ月もかかるのはどうしてですか？」

「通行証の発行を待っているのと、ヴォルフ皇子が鉱夫や加工職人を連れていくことになって、その人たちを選んでいるからだけど」

「通行証とは何ですか？」

　メルテンシアの疑問にエドワードは立ち上がった。書架から大きな帝国の地図を引っ張り出すと、メルテンシアと一緒にテーブルに広げた。

「ここが皇都、これが皇宮で……ここを流れているのが川だ。帝国では他国の交易にこの川を使うのだが、ここからここまでは帝国の領地として他国の船が通るときには通行証が必要になる」

「ですが、騎士団の艦艇はすぐに出航できましたよね？」

「協定を結んでいるんだ。有事の際として艦艇を使う時だけ、どの国も通行証と通行料は免除するってね」

「ヴォルフ第二皇子様は艦艇を使わないのですか？」

「ああ、使わない。だが、それなりに立派な船で向かうことになる。ここからここは隣国の領地ということになっているから、通行料と通行証が必要になるんだ」

「帝国は川を使って海に出るしかないから……」

「そう、川はすべて帝国のものではないからね。それに海に面していない国は川を使って他国との交易をおこなうことが多いんだ」

　メルテンシアは頷いた。

「それではどうやってセバスティアン国の船が帝国領の川までやってこられたのでしょう？」

「商船を使っていたからじゃないかな。商船は通行証を一度、発行してもらったらいつでも通ることが可能になる、特別な通行証をもらえるから」

　メルテンシアは納得し、大きく頷いた。

「ですが、海賊船に攻撃された商船が、帝国領まで入ってくるのは大変ではありませんか。もっと海に近い国に助けを求めるとか」

「セバスティアン国は帝国を目的にしていたからだろうね。そのため、帝国にどうしても届けなければならないものがあると装ったのかもしれない」

　エドワードの見解にメルテンシアは納得せざるを得なかった。

「ミゼリーさんは第二夫人のご紹介で、レイカー伯爵のところに嫁ぐかもしれません」

「第二夫人が推薦したのか。ミゼリーにはいいかもしれないね」

「ミゼリーさんの婚姻について、第二夫人が決めてしまっていいのでしょうか。ダリアン伯爵からは何も言われませんか？」

「それはおそらく大丈夫だと思う」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは頷くだけだった。




　メルテンシアの疑問はガザン侯爵夫人の授業で、教えてもらうことにした。

「帝国では皇帝陛下が爵位を授与する権利をお持ちです。主に功績をたたえてということになっております。中でもセザンヌ様のご実家とダリアン伯爵家が双璧をなしていたのにもかかわらず、どちらの家も今までは皇族に嫁がせることが叶わなかったのです」

「その均衡がこの度、崩れたということですか？」

「政治面では均衡が崩れたわけではありませんが、セザンヌ様が皇太子様に嫁ぎ、ダリアン伯爵家に焦りがあるのは否めないことでしょう。どちらの家もというか、伯爵家や侯爵家というのは自分の子供や妻の実家さえも家門のための手駒にすぎません。だからというわけではありませんが、今回のミゼリー令嬢もできればエドワード皇子に嫁がせたかった。そう思うのは例外ではないのですよ」

「貴族の令嬢であれば当然のことですか？」

「ええ。ただダリアン伯爵家はどこの家よりも厳しいというだけです」

「ダリアン伯爵はミゼリーさんに私の地位を奪えと命じたのでしょうか？」

「そんなことはしないと思いますよ。伯爵がミゼリー令嬢に命じたのはおそらくしっかりと侍女としての役目を全うして、エドワード様に心証よくすること。いつでもダリアン伯爵が味方になっていると印象付けることだと思いますわ」

「ミゼリーさんはその命令を間違えたのでしょうか？」

「エドワード様に惹かれていたのもあるでしょう。メルテンシア妃よりも優れているとエドワード様に思われたら、もしかしたらと欲がでてしまったのでしょうね」

「でも第二夫人がレイカー伯爵のところにと言っていましたが」

「レイカー伯爵、このお名前を聞いたことがありますか？」

「いいえ。授業でも聞いたことがなくて」

　メルテンシアは首を横に振って答えた。

「レイカー伯爵は第二夫人の親戚にあたります。もともとはレイカー準男爵だったのですが、第二夫人が侍女として皇宮にあがり、そして皇帝陛下の子を成したこともあって彼女の実家、および親戚の爵位が上がったのですが……その直後に不幸が襲いました。第二夫人のご実家がある南方で疫病が流行り、あっという間に広がりました。その領地には神殿がなく、魔法使いや治療魔法士が向かったときにはすでにその領民全員が息絶え、第二夫人のご両親もご兄弟もすべて命を落とされました」

　メルテンシアは言葉を失った。ガザン侯爵夫人は少し目を伏せて、話を続ける。

「現在のレイカー伯爵はちょうど他国に取引という名目で出ていたため、その疫病に罹ることはなかったのです。戻ってきた伯爵は一緒に他国に向かっていた従者と共にまず領地の立て直しを行い、人が住めるように整地し、疫病を根源からなくすために浄化魔法を魔塔に頼みました。今では第二夫人が領地にいたころと変わらないくらい復興しています」

「その手腕を認められて、伯爵位を授かったのでしょうか」

　メルテンシアが言葉にすると、ガザン侯爵夫人は頷いた。

「その後、遅くなった結婚をして、独身の息子が二人いると聞いています。ただ、第二夫人はあまりご実家のことを話される方ではありませんので」

　ガザン侯爵夫人の言葉にメルテンシアは少し驚いた。

「ですが、レイカー伯爵のご子息と結婚だなんて、ミゼリーさんが承諾するでしょうか」

「ミゼリーさんもわかっていることでしょう。帝国の裕福な貴族たちにとって、よくあることですから。それにレイカー伯爵のご子息となれば、ダリアン伯爵も文句を言うことはないでしょうね。先ほども申し上げましたが、レイカー伯爵領は疫病により、壊滅的な被害を受けました。この時、すべての領民の命が奪われ、皇帝陛下の救済が遅くなったせいだと責められる事態でした。そのこともあり、レイカー伯爵領は自治領として、いわば帝国領でありながら帝国法が適用されない特別区となりました。そのうえ、皇族とは親戚関係。ダリアン伯爵もミゼリーさんを嫁がせるのに文句のつけどころのない家ということになります」

　ガザン侯爵夫人の言葉を聞き、メルテンシアは質問をした。

「第二夫人はどうしてミゼリーさんをご親戚と結婚させようと思ったのでしょうか。第二夫人にはメリットがないように思えますが」

「先ほども申し上げましたが、レイカー領は帝国であって帝国ではありません。つまり帝国の……皇都の社交界とは切り離された世界です。ミゼリーさんを帝国の社交界から切り離したかったのでしょうね。ミゼリーさんは自分の影響力の強さを利用して、様々な噂を流します。エドワード皇子の噂も然り、皇后陛下からも頼まれたのでしょう。そしてミゼリーさんは二度と、帝国の社交界に顔を出せないという彼女にとってきつい罰を与えられたのでしょうね」

「ミゼリーさんの社交界追放ということですか。ですが、第二夫人のご親戚にメリットはありますか？」

「ダリアン伯爵家は資産も十分あり、手助けしてくれるパートナーとして申し分がないと思いますわ」

　メルテンシアは頷いた後で、もう一つ質問をした。

「ヴォルフ第二皇子もセバスティアン国の女王と結婚することに抵抗がなく見えたのは、政略的な結婚がよくあることだと思っていたからでしょうか。相手の王女もまた、見たこともない男性との結婚に迷いがないようでしたが、それが当たり前のことだからですか？」

　メルテンシアは胸のつかえとなっていた疑問を吐き出した。

「驚くことではありませんよ。どちらにせよ、第二皇子様はご自身で結婚相手を選ぶことは不可能ですし、第二夫人が決めた女性と結婚したら皇太子様と皇帝の椅子を奪い合わなければなりません。セバスティアン国の女王も同じでしょうね。相手を見つけられず、後継者を作れなければ、その国の存続にかかわるのでしょうから」

　その言葉を聞くと、メルテンシアは自分がとても運がよかったのだと思うしかない。

「何よりも無事に戻ってこられたことに安心しましたわ。第三皇子夫妻は夫の命を救ってくれた大切な恩人たち……私にできる限りのことでお返ししたいと思っています」

「こちらこそ、わからないことだらけのわたくしに、お時間をいただき本当に感謝しております」

「メルテンシア様、次回は帝国内の地理を勉強しましょう」

「よろしくお願いします」

　メルテンシアはいつも通りの日常を過ごしていた。

　第二皇子の出立前夜はささやかなパーティが開かれた。

「ヴォルフ第二皇子の新たな門出に乾杯」

　皇帝陛下がそう言い、全員が祝福ムードだった。この夜は特別に第二夫人の出席が認められていた。黒の妖艶なドレスを纏い、ベールをつけた第二夫人の顔色を窺うことはできなかった。

　第二皇子はひとりひとりに丁寧なあいさつをして回っていた。メルテンシアはエドワードと一緒にいて、ルドルフもすぐ近くにいた。

「第三皇子、皇子妃、二人には感謝している」

　第二皇子はそう言って頭を下げていた。

「何を言うのですか、ヴォルフ第二皇子！」

　エドワードが驚き、第二皇子に顔をあげるように促した。

「セバスティアン国について、あれからいろいろと調べたのだが、わかることが少なくてこれからたくさん学べるのかと思うとわくわくしているんだ」

「ヴォルフ第二皇子、本当によかったのですか？　帝国を離れてこの先を過ごすなんて」

　エドワードが寂しそうに伝えると、第二皇子は頷いた。

「一ヶ月かけて母君を説得した。そして約束をした。年に一度は、必ず顔を見せに戻ると」

　ヴォルフ皇子の言葉にエドワードは頷いた。

　ヴォルフ皇子の結婚式に第二夫人が出席することは不可能だった。第二夫人は皇宮から出ることを許されない、帝国での法があるためだ。そのかわり皇帝陛下と皇后陛下は出席し、その時に映像魔法石に記録してくると言ってくれたらしい。

　本来なら皇宮内の結婚式で、第二夫人も参列が許可されるはずだったのに、セバスティアン国での結婚式のみ執り行うことになったためだ。

「なんだか寂しい決まりですね」

　メルテンシアはボソッとつぶやいた。

「結婚式の前に母君に、挨拶をさせてもらうから……そうだな。来月か再来月には一度、帝国に戻ってくるよ。女王と一緒に」

　第二皇子は明るい声音でそう言い、メルテンシアもエドワードも納得したように頷くしかなかった。

　第二皇子が最後に向かったのは母親の第二夫人のところだ。二人の話は聞こえてこなかったが、第二夫人は肩を震わせているようにも見えた。その夫人を宥めているようにも見え、会場内は静かになってしまった。

　そしてパーティは第二皇子の言葉で締めくくられた。

「本日は私のためにお集まりいただき、感謝しております。このたび、私はセバスティアン国という国の女王と婚姻することが決まりました。帝国とは違った文化を学びつつ、帝国と友好国になれるよう発展させていくつもりです。私は今後も帝国が発展し、繁栄していくことを願っています。皇帝陛下、皇后陛下、そして母君、今まで大変お世話になりました。勝手なことばかりを許していただき、本当に感謝しております」

　第二皇子と第二夫人が一緒に会場を去っていく姿に、メルテンシアは感動していた。しかし、水を差す者というのはこういう時に現れるものだ。

　翌日、第二皇子が出国した直後から、ある噂が流れ始めた。

「第三皇子妃があの国に手伝いに行ったときに、処刑されそうになるくらいの大罪を犯したらしい」

「第三皇子妃が処刑を免れるために、第二皇子が結婚せざるを得なくなった」

「どんな罪を犯したのだろうか」

「第三皇子妃って、傍若無人らしいぞ」

　勝手な噂話が出回り始め、ついには第二夫人の耳にも入った。第二夫人は皇后陛下を通じて、メルテンシアを呼び出した。メルテンシアもその噂は耳に入っていた。いったい誰が、そんな適当な噂を流したのだろうと頭を抱えたのだが、メルテンシアが処刑されそうになったことを知っている人は限られている。

　皇宮の豪奢な応接室に通されたメルテンシアは、落ち着くことができなかった。

　皇后陛下と第二夫人は一緒に入ってきて、メルテンシアに笑みを向けた。

「メルテンシア、挨拶は省いていいわ。あなたも噂は知っているわよね？」

　皇后陛下の言葉にメルテンシアは深く頭を下げてから、頷いた。

「はい、誰があんな噂を流したのか、わかりかねますが」

「出所はまず一度、置いておきましょうか。第二夫人は事実を知りたいって言っているの。あなたの言葉で説明してあげてもらえるかしら？」

「かしこまりました。セバスティアン国では女王と付き人の女性……帝国にいた聖女のことですが、その二人がエドワード様と兄のルドルフを結婚相手に所望していました」

「どのような手を使ってきたのかしら？」

「媚薬を使ったらしいのですが、わたくしが浄化魔法で無効にしてしまいました。そのほかにもことあるごとに二人に色目を使い、誘っていたのですが」

「二人がいっこうに振り向かないってことね」

　第二夫人が楽しそうに笑っていて、メルテンシアは頷いた。

「そこで女王はわたくしを亡き者にしようと考えたのです。食事の準備を始めるため、薪に火をつけた瞬間、村を燃やそうとしたという罪に問われました。地下牢に即座に連れていかれ、その日の夕飯を運んできた男性二人に穢されそうになり、落雷魔法で撃退してしまったのです」

「その罪で処刑？」

「ええ、わたくしは処刑。エドワード様は国に帰りにくいだろうということで女王と結婚すればいいと」

「なんとまあ、無茶苦茶なことを言うのね。それで息子が結婚相手になったのはどういうことなの？」

「第二皇子様が結婚してもいいとおっしゃってくださって」

「ああ、やっぱりそんなことだろうとは思ったわ」

　第二夫人はそう言って、肩を大きく落とした。

「あの子は昔からそうなの。争いごとが嫌いでね……私がいけないのだろうけども。せっかく息子を授かったのだから、その子が望むものは与えたい、そのために力をつけさせたいって思ってしまったの」

「第二皇子様はとてもお優しい方ではありませんか？」

　メルテンシアの言葉に第二夫人は目を細めて何度も頷いた。

「そうなのよ。私を気遣って、努力してくれたんだけどね……私にもわかっていたのよ。あの子は人の上に立つ器じゃないって」

「それならどうして、第二皇子様の夢を追わせてあげなかったのです？」

「負けたと白旗をあげる性分じゃないの。だから無理を貫いたのだけど……その結果がこれよ。息子を遠くの国に手放さなければならないなんて。来月、あの子が嫁を連れて帰ってきたら、よく吟味しないとね」

　第二夫人はそう言ってうれしそうに笑った。

「メルテンシア、エドワードは騎士団長という立場もあって、あの国に渡すわけにはいかなかったの。それにあの女王がどこまで考えていたかわからないけど、帝国の騎士団の一部を帰すつもりがなかったとしたら」

「帝国にとっては脅威になりますね」

「そうでもないわよ、第三皇子妃。あの騎士団は誰も帝国が不利になるようなことは言わないだろうし、帝国と争うことは絶対にしないわ。たとえ女王の命令でもね」

「第二夫人はそう言うけども、あの国に赴いた騎士たちは精鋭ばかり。機密情報を漏らすきっかけにならないとも限らないから」

「皇后陛下のおっしゃることはわかります。あの国ではわたくしの知らない回復方法があり、それに薬の種類も豊富でしたわ。その中には情報を聞き出すための薬があるかもしれませんから」

　メルテンシアがそう言うと、第二夫人は頷いた。

「お二人には言っておきたいことがあるの。あの子が犠牲になったとか、誰かの代わりになったとかそう思わないでほしいの。特に第三皇子妃、あなたのためにあの子は身代わりになったわけではないわ。きっと好奇心が抑えられなかっただけだと思うから……あなたの話を聞いて、やっぱりそうだったのかと確信を得たわ」

「第二夫人がそう思ってくださるのであれば、わたくしもそう思うことにします」

　メルテンシアはそう言い、皇后陛下も頷いた。

「帝国のためにと思ってしまいがちだけど、第二皇子の意志を尊重しなければならないわね。第二夫人、あなたも大変な選択を迫られたことでしょう。息子の意志を尊重し、認めてあげるその寛大な心に感謝するわ」

「皇后様、もったいないお言葉ですわ。それよりも噂の出所は気になりますね。その件を知っているのは、あの国に赴いていた帝国騎士たちと貴族の中でもほんの一部の人たちでしょう」

「疑わしい人はいますけどね、まずはそんな噂を流した目的を知りたいから」

「皇后様は噂の出所に思い当たる節があるのですか？」

　第二夫人の言葉に皇后陛下は笑みを浮かべるだけだった。

「ええ、第三皇子妃メルテンシアを失脚させて得する人が思い当たるだけよ」

　皇后陛下の言葉にメルテンシアはびくっと肩を震わせた。

「そんなに怖がらなくても大丈夫よ、第三皇子妃。あなたには第三皇子もついているし、皇帝陛下と皇后陛下もついているのだから。それに微力ではありますが、私もあなたを守ってあげたいと思っているの」

　メルテンシアはありがたい申し出に感謝の言葉を述べることしかできなかった。

　無事に二人との歓談を終わらせたメルテンシアは、サファイア宮に戻る馬車の中で考えていた。

（私が失脚して得する……つまりエドワード様の次のお嫁さんを狙うってことよね？　それ以外に利用価値はないし）

　それに当てはまる人は数多くいて、メルテンシアの知識だけでは足りないような気がしていた。

（皇太子派の貴族もエドワード様を懐柔させたいと考えたら、あてはまるだろうし……）

　いろいろなことを考えるが、メルテンシアの頭の中ではただ一人強く残る名前があった。

（ダリアン伯爵……あの方にはまだ娘がいるはずだし）

　あと少しでサファイア宮に到着するはずだったが、馬車はまっすぐ行くはずの道を急に曲がった。

「どこに行くつもりですか？」

　御者に声を掛けても、返事もしてもらえない。メルテンシアは恐怖を感じ、通信具を取り出した。

（エドワード様……どうかお願い、気づいて）

　馬車は急にスピードを上げ、メルテンシアは大きく揺れる馬車の中で恐怖を感じていた。急に御者台から何かを入れられると、煙が立ち込めた。メルテンシアは煙を吸い込んだ瞬間、意識が遠のいていく。

『メルテンシア、どうした？』

　せっかく繋がったエドワードの声が遠くで響き、メルテンシアはかすかな声で彼の名を呼ぶのが精いっぱいだった。

「エド……ワー……ド様、た、す……け、て」

　その声が届いたのかどうかはわからない。メルテンシアは意識を失ってしまった。




　メルテンシアが次に目を覚ました時は、暗闇の中だった。人の気配もしないし、真っ暗な闇の中で目が慣れるのを待っていた。

　腕は後ろに回されて縛られているが、足は縛られていない。口は布を噛まされ、声を出せなかった。近くで水が流れる音がしていて、川辺なのだろうと想像はできた。通信具はおそらく馬車の中に転がってしまったのだろう。手元に通信具が無いのは心もとない。それに魔法が使えないのも気になっていた。

（いつもならマナを感じるのに）

　自分の魔力さえも感じられず、メルテンシアは考えていた。

（たしかガザン侯爵夫人の授業で、魔法を使えなくする結界石があるって。近くにあったり、それに触れていたりすると、魔法が使えなくなるとか）

　少しずつ目が慣れてきたメルテンシアは、どうやら何もない小屋のようなところに閉じ込められているようだ。小屋……いや、小屋ではなく、四角い入れ物に入れられているような感覚だ。天井は低く、メルテンシアが立ち上がれば頭をぶつけてしまうだろう。もう一人、この中に入ったら身体を動かすこともできないほど狭い。足を延ばすと壁にぶつかってしまう広さだ。

　急に足音が上から響き、メルテンシアは気づいた。

（ここは床下収納ね）

　魔力を封じられ、床下に閉じ込められているメルテンシアは次に何が起きるのか不安しかなかった。頭の上から水がぽとぽとと落ちてきて、メルテンシアは息をのんだ。

（まさか……少しずつ水を溜めていくというの？）

　ゆっくりとぽたぽたと落ちてきていた水滴は、徐々にその量が増えてきて流れるように落ちてくる。水の逃げ場がないのか、床に少しずつ水が溜まっていくのを感じていた。床についている足とお尻はびっしょりと濡れ、ドレスが重くなっていく。

　足音を立てて歩き回る人たちは一言もしゃべらない。せわしなく行き来する足音が響き、そのたびに少しずつ水かさが増えていた。
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　騎士団の合同演習中にエドワードは通信を受け取った。

「メルテンシア？」

　すぐに切れてしまった通信だったが、確かにたすけてと言っていた。

（今日は皇后陛下と第二夫人の面会日だ。そろそろ戻ってくるはずだが……）

　嫌な予感がする。エドワードはすぐに別の通信具を取り出した。

「今はどこにいる？」

　エドワードはメルテンシアにつけている護衛に連絡を取った。

『連絡をしようと思っていたところです。奥様を乗せた馬車がサファイア宮ではなく、森へと入っていきました。現在、追跡中です』

「わかった。俺もすぐに行く」

　エドワードがそう言い、その場を離れようとした時だった。

「俺も行く」

　ルドルフがそう言い、エドワードは頷いた。

「団長、自分たちも行きます！」

「わかった。ではサファイア宮の騎士だけ、ついてきてくれ。ほかの騎士たちは連絡を待て」

　エドワードはそう言い、ルドルフが真面目な顔で言葉にした。

「これより騎士団長の奥様を救い出す作戦を決行する。各自、持ち場につけ！」

　エドワードはルドルフと先陣を切り、馬に跨って森へと急いだ。

「ルド、すごく嫌な予感がする」

「俺もだ……でも、メルには加護があるはずだから」

　エドワードはまさかこんなに早くメルテンシアが狙われるとは思わなかった。妙な噂が流れてはいたが、その噂を支持する人が約二割から三割、ほかの人たちはメルテンシアの努力を買っていた。今回の社交界では自分から招待してパーティをやることはなかったが、どのパーティに招待されても毅然とした態度で品格もあり、何よりも慎ましやかな態度が印象強くなっていたのだ。だからこそ、そのような噂が流れてもにわかに信じられないという人たちのほうが多かった。

　メルテンシアの失脚を狙うため、もっと縦横無尽に罠を張り巡らせてくると思っていた矢先のことだ。

　今は恐怖に震えている場合ではない。一刻も早くメルテンシアを救い出さなければならない。

「エド、メルには秘密裏に護衛が動いているんだろう？」

「ああ、ちょうど連絡が来た。何かわかったか？」

　エドワードの声が鋭く響き、通信具から声が聞こえてきた。

『旦那様、奥様が馬車から降ろされ、男が担いで馬に乗って移動しています。奥様の意識はないように見えます』

　その報告を受け、エドワードは馬を走らせる。

　森の中をしばらく馬で駆けると、エドワードは急に馬を止めた。

「エド、どうした？」

　ルドルフが驚き、慌てて馬を止める。

「ルド、あの木の陰……崖から落ちそうになっている馬車、あの馬車はメルテンシアが乗っていたものだ」

「馬は繋がれていないな。だが、あのままじゃ馬車が落ちる」

「中を確認したい」

　エドワードがそう言い、騎士たちが数名残り、馬車を確認することになった。落ちかけていた馬車を浮遊魔法で道に戻した。

『団長、馬車の中には拘束された御者がいました。彼は眠らされていたようで、何が起きたのかわかっていないようです』

「わかった。御者の手当てを頼む」

　エドワードが崖沿いに馬を走らせていると、次の連絡が入った。

『旦那様、奥様は川沿いの小屋に連れていかれました。中の様子はわかりません』

「わかった。その付近で待機しろ。悟られないように注意してくれ。川沿いだな？」

『はい、崖から下りる小道があります。馬が一頭、ようやく通れるところを下りて、川上に進んだところです』

　エドワードはその言葉を聞き、小道を探した。

「エド、こっちだ」

　ルドルフが先に道を見つけ、二人はゆっくりと下りて行った。

「団員たちは、崖の上を走りながら連絡をくれ。上から小屋の様子を見て知らせてほしい」

　エドワードはそう命じると、ルドルフと二人で川沿いを馬で走らせる。

「見つけた。ルド、これ以上近づくと、相手に気取られる」

「馬はここに置いておくしかないが……隠す場所が必要だな」

　馬はおろか人が隠れる場所もない。後ろから誰かが来たら丸見えである。

「一度、小屋を通り過ぎないか？　あの張り出した岩の向こう側に馬をつなごう」

　エドワードがそう言い、川の浅瀬を馬で駆け抜けた。小屋の中には何人の人がいるかわからない。首謀者がその中にいるとも限らなかった。

「やたらと静かなのが気になるが」

　ルドルフがそう言い、エドワードも頷いた。

「中に何人いるかはわからないが……」

「メルがまだ意識を失っているのか、それとも」

「魔法が使えないのか」

　ルドルフとエドワードは仮説を唱えるが、最悪の事態だけは言葉にしなかった。

「魔法が使えない可能性が高いな」

　二人は様子をうかがっていると、小屋から数人の男が出てきて川の水を汲んでいるのが見えた。

「川の水を何に使うのか？」

　エドワードが疑問を感じ、その瞬間あっと声をあげた。

「エド？」

「崖から馬車が転落、馬は馬車が外れて逃げ出したとして……メルテンシアはどこに行くと思う？」

「まさか、川に落ちて」

「馬車が転落して川に落ちた。馬車から投げ出されても、メルテンシアは泳げない。まして皇宮帰りのドレスは水を含んだら浮き上がることもない」

「溺死？」

「事故からの溺死を装うために……水が大量に必要なんじゃないのか。しかも川の水が」

　エドワードの推測にルドルフはぶるっと震えた。

「親玉がいるかどうかはわからないが、小屋に入るしかなさそうだな。どうする？」

「団員を使う。魔法が使えない細工をされているのなら、俺たちは剣で戦うしかないから」

　エドワードは団員に指示を飛ばした。彼らは馬から下りて川沿いに少しずつ集った。そして小屋から出てきた男を一人ずつ、拘束していく。五人ほどの男は抵抗もなく拘束され、エドワードとルドルフが小屋の中に入った。

　中にいたのは三人の男で、見るからにならず者だったが、彼らはうつろな瞳でぼんやりとこちらを見ているだけだった。

「入れ！　こいつらを拘束しろ」

　エドワードが指示を飛ばし、団員たちが男たちを拘束するときもなぜか抵抗されなかった。

「メルテンシアがいない？」

　床が濡れていることが気になり、床を調べる。

「エド、あった。この床が動くぞ」

　椅子代わりにされていた木の箱の下にある床をスライドさせると、小さな収納が見えた。ピンク色の髪が見え、エドワードがすぐに引き上げた。ドレスは腰から下がびっしょりと濡れ、重くなっていて引き上げるのがやっとだった。引き上げて口と手の拘束を解き、エドワードはメルテンシアだと確認した後でぎゅっと抱きしめる。

「遅くなってすまない。ほかにけがはないか？」

「大丈夫です」

　メルテンシアはホッとしたのか、涙で瞳が潤んでいた。唇は紫色になり、カタカタと震えている。エドワードはメルテンシアに自分のコートを掛けた。

「すぐにサファイア宮に戻る」

「わかった。全員退避！」

　ルドルフが号令をかけ、騎士たちは拘束した男たちを馬に乗せるとすぐさまその場を離れていく。エドワードもメルテンシアを自分の馬に乗せると、すぐにその場を立ち去った。最後に立ち去ったルドルフはメルテンシアがいた小屋を魔法で爆発させ、すぐにエドワードに追いついた。

　全員が振り返らずに森の中に入った。すでに日は落ち始め、森の中は暗くなっていた。騎士たちはそれぞれが光魔法や火の魔法を使って道を照らして、森を進んでいく。

　どうにかサファイア宮にたどり着いた時には夜になっていた。

「湯浴みの準備をして、メルテンシアを温めるように。温かいスープも用意して」

　エドワードは侍女に命じ、メルテンシアを任せると兵舎に向かった。

　地下には牢があり、捕らえた男たちは全員そこに入れられた。

「誰も騒がないな。普通なら自分たちは何も知らないとしらばっくれるか、誰かに頼まれたと白状するはずなのに」

　エドワードがそう言うと、ルドルフは息を吐いた。

「操られているのかもしれないな。命令以外、何も言うことをきかないように……」

「魔法で？　だが、人の心を惑わしたり、操ったりする魔法を使える人なんて」

「いなくはないだろう。帝国法で禁じられてはいるが、その魔法が使えることを申告する義務はない」

　ルドルフの意見はもっともだ。

「ルド、この魔法を解けるか？」

「浄化魔法で効果があればとしか言えないが……皇帝陛下に事情を説明して神殿か魔塔の力を借りたほうが早くないか？」

「事を大きくしたくないんだ。メルテンシアを狙う目的と首謀者をあぶりだしたいから」

「でも、皇帝陛下の耳には入れておくべきだろう。今夜、俺が浄化魔法をかけてみるが、効果があるとは言い難い」

「わかった。皇帝陛下の耳には入れておく」

「こんなことを企てる理由が知りたいけどな」

　ルドルフがそう言い、エドワードは頷くだけだった。

（こんなことをしてまで、メルテンシアの地位が欲しい人なんて、限られてくる。もしあの人が首謀者なら……薬を使ったのかもしれないな。隣国には幻覚や人を操るための催眠効果がある薬を作っているところがあると聞いたし。もしそうならあの人が裏で画策しているのだろうけど、絶対に証拠は残さないだろう）

　エドワードはサファイア宮に戻ることにして、兵舎の中は厳重な警備体制を敷くことにした。

　サファイア宮に戻ると、執事が出迎えてくれた。

「おかえりなさいませ、旦那様」

「メルテンシアの様子は？」

「湯浴みの後、温かいスープを少しだけ口にされましたが、そのあとはベッドでお休みになっているようです」

　その報告を受けている時だった。侍女のレティスがノックをしてから入ってきた。

「旦那様がお帰りになったと聞き、ご報告がございます」

「何かあったのか？」

「奥様が熱を出され、旦那様を呼んでいます」

「わかった。すぐに行く」

　エドワードは着替えを済ませると、すぐにメルテンシアのもとに向かった。

「メルテンシア、大丈夫か？　苦しいところはない？」

「エドワード様……助けていただきありがとうございます」

「助けるのは当たり前だ。愛する人を見捨てるようなことはしない。君がいなくなったら俺は生きていけないから」

「私に起こったことを早く知らせなければと思って」

「辛くないのか？　熱があるそうだが」

「大丈夫です」

「俺が癒しの魔法を使うから、話せるなら話して。身体が辛くなったら眠っていいから」

「わかりました」

　エドワードはメルテンシアの話を聞きながら、用意周到に準備されている反面、どこか抜けた計画なことも気になった。
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　メルテンシアは熱が出ていても話をしなければならないと思った。

「レティスさん、エドワード様がお戻りになったら……すぐに呼んでほしいの」

「わかりましたわ、メルテンシア様。明日も具合が悪いようでしたら、お医者様をお呼びしますね」

「ごめんなさい。心配かけて」

　メルテンシアはそう言いながら、温かいスープを飲んで体を温めた。熱があって熱いのは首から上だけで、お腹から下は冷え切っていて足はまるで氷のように冷たく麻痺していた。湯浴みでしっかりと温め、布団をしっかりと掛けているはずなのに足だけは冷たいままだった。

「レティスさん、炎の魔法石を持ってきてもらっていい？」

「わかりました」

「ありがとう」

　魔法石を使って足元を温め、メルテンシアはエドワードを待っていた。

　エドワードが戻ってくると、すぐに会いに来てくれて自分に起こったことを説明する。

「今回、本当に私を殺そうとしたのでしょうか？」

「えっ？」

「魔法の使えない空間で反撃はできない状態でしたが、本当に殺すつもりならあんな回りくどい殺し方をするでしょうか？」

　メルテンシアの言葉にエドワードは唸った。

「メルテンシアは誰が首謀者だと思っているんだ？」

「……ダリアン伯爵です」

「俺と同じ考えだな。ダリアン伯爵にとってラムド辺境伯というのは、非常に扱いづらいだろうから」

「ラムドは皇帝陛下直属の家だからですか？」

「表向きは、ラムド辺境伯は中立だ。皇太子派でもなければ、俺の派閥でもない。皇帝派と貴族派であれば、ラムドは皇帝派だしね。そしてダリアン伯爵は自分の傀儡を作りたいのではないかと思っている」

「傀儡を皇帝にしたいということですか？」

「うん、自分の都合のいいように輸入、輸出をしたい。また武器の売れ行きが悪くなったら戦争を引き起こせるようにと、考えているのではないかと思う。そのためには自分の家に都合よく動いてくれる皇帝を作りたい。政治に関して疎いと言われている俺が、皇帝になったほうがいろいろとやりやすいのもあるだろう」

　その言葉を聞き、メルテンシアは考え込んだ。

「メルテンシア、寝ようか。俺も一緒に寝るから……明日元気になったら、ちゃんともう一度整理しながら、話そう」

　エドワードは話を切り上げると、メルテンシアと一緒に横になった。エドワードの腕に包まれると、メルテンシアは安心して眠った。

　翌日、メルテンシアは熱が高く、ベッドから動けなかった。エドワードの回復魔法も効果がなく、主治医にも風邪薬を処方しておくと言われただけだった。

「心配かけてごめんなさい。エドワード様」

「俺のことは気にしなくていい。メルテンシア、何か食べられるものはないか？」

「スープなら」

「わかった。用意をしておく。今日も一日、ゆっくり休んで」

　メルテンシアは頷き、また気を失うかのように眠ってしまう。




　メルテンシアの体調が戻ったのは、二日後のことだった。

「メルテンシア様、熱が下がったからと言って無理をされないように」

　アメリアの言葉にメルテンシアは頷いた。

「ええ、わかっているわ。ちょっと気になることがあって調べたいの」

「今日もゆっくりするようにと旦那様がおっしゃっていましたから、調べ物はダメですよ」

　今度はレティスに言われ、メルテンシアは肩をすくめた。

「わかったわ。今日はおとなしく読書をしているわ」

「食事もちゃんとしていただかないといけないので」

　アメリアとレティスに言われると、メルテンシアは素直に頷いた。

「メルテンシア様、早く元気にならないと、また皇后陛下のサロンでご懐妊の噂が立ちますよ」

「それは困るわ」

　メルテンシアは苦笑を浮かべた。

「その話で思い出しましたわ。ルビー宮の皇太子妃が静養されるそうですね」

　レティスがそう言い、アメリアは頷いた。

「ええ、一部のうわさだとついにご懐妊だとか」

「そうなの？」

　メルテンシアが驚くと、二人は頷いた。

「次の皇后陛下のサロンもきっと欠席でしょう」

「本当にご懐妊だったらおめでたいことだわ。あ、もしも皇太子妃様がご懐妊ということになったら、どんな贈り物がいいのか調べないと」

「あら、だめですよ。メルテンシア様……今日は読書をするんですよね。温かいお茶を用意してきますわ」

　アメリアが明るくそう言い、メルテンシアは頷いた。

　その日はいつもよりも遅い時間にエドワードが戻ってきた。ルドルフも一緒で、メルテンシアは二人が憔悴しているのに気づいた。

「何か問題があったのですか？」

　メルテンシアが問いかけると二人は頷いた。

「大問題だよ」

　ルドルフが吐き捨てるように言い、メルテンシアは驚いた。

「メルテンシアを誘拐した男たちを捕らえたのだが、誰も正気じゃない。うつろな目で何も話さないし、こちらからの問いかけも聞こえていないようだ」

　エドワードは首を横に振りながら、そう言った。

「そういう魔法を掛けられているのでしょうか？」

「わからないが、ルドの浄化魔法も跳ね返してしまうから、神殿か魔塔に依頼するしかない」

　エドワードがそう言い、ルドルフも頷いていた。

「依頼されて動いただろうし、依頼人の特徴でも教えてもらえればと思っているのだが、あの状態じゃ、聞き出すのは無理だな。メルをどうするつもりだったのか、それだけでも聞き出せればいいのだが」

　ルドルフもそう言いながら頭を悩ませているようだった。

　翌日の夕刻のことだった。捕らえた男たちは何をどうやったのかわからないが、全員が牢の中で死んでいた。

　死因は突然の心臓発作と診断されたが、腑に落ちないことばかりが残されていた。




　厳戒態勢が敷かれた中で、第二皇子とセバスティアン国の女王が挨拶にやってきた。そのころにはメルテンシアが処刑されそうになったうわさは影を潜めていた。

　皇宮では皇室の全員がそろって夕食会が開かれた。そこには少し顔色の悪い皇太子妃セザンヌも出席していた。

「ヴォルフ皇子、女王の婚約を祝って、略式ではあるが婚約式を行う」

　皇帝陛下がそう言い、全員が拍手で二人を迎えた。

　略式の婚約式が行われ、大神官が二人の婚約を認める祝詞を読み上げる。それが終わると和やかな雰囲気の食事会になった。

「女王、あなたとはゆっくりと話がしてみたいと思っていてね」

　第二夫人がワインを飲みながら、ゆっくりと言葉にした。

　女王は少し緊張した面持ちで頷いた。

「息子とはうまくやっていけるのかしら？　あなたはそこにいるエドワード皇子と結婚を望んだと聞いたけど」

「とてもよくしていただいておりますし、我が国の改善策を打ち立ててくれています。素晴らしい方を迎えさせていただき、感謝しております。第三皇子には無理を言い、大変失礼なことをしたと思っています。この場を借りて、謝罪をさせていただきます」

　そのあとも第二夫人が品定めをするかのように女王に質問を繰り返していた。第二皇子のどんなところがすばらしいのか、好意を持てるのかなど、質問の答えに困りそうなことばかり尋ねられているのだが、女王は丁寧に答えられる範囲で答えていた。

「皇帝陛下、第二皇子、女王……歓談の途中ではありますが、私たちは退席させていただいてもよろしいでしょうか」

　皇太子がそう言い、皇帝陛下と皇后陛下は頷いた。

「二人の退席を許可しよう。皇太子妃、身体にはくれぐれも気を付けるように」

「ありがとうございます。この場を借りまして、妻のセザンヌが懐妊したことをご報告申し上げます」

　皇太子がそう言い、みんなから祝いの言葉を掛けられる。メルテンシアも笑顔で二人を見送った。

　そのあと、女王は第二夫人の隣に座らされ、根掘り葉掘りといろいろと聞かれているようだった。

「第二皇子、あちらでの生活で困っていることはありませんか？」

　エドワードが尋ねると、第二皇子はにやりと笑った。

「開拓するのが楽しいから、問題はない。何よりも手つかずの資源が多く、これから発展していく未来しか見えないから」

「そうですか。あちらの国で使われている回復魔法ですが」

「ああ、あれは魔法ではなく、気功術と呼ばれるものらしい。自分のエネルギーを溜めて、相手に与えてあげることで、回復力を増進させる効果があるとか。誰でも鍛錬次第で身に着けられるというから、覚えてみようと思っているんだ」

　第二皇子の前向きな発言にメルテンシアは感心するばかりだった。

　二人の滞在は十日ほどで、今回は誰も見送りに行かずに二人は出国したらしい。

　一ヶ月後、皇帝陛下と皇后陛下が参列した二人の結婚式は、近隣の友好国の代表者が招待されたらしい。帝国の豪華な結婚式と比べると質素に感じるが、二人の結婚式は滞りなく終わった。そして第二夫人はその映像魔法石を何度も見ながら、嬉しそうにしていたとメルテンシアは皇后陛下から聞いていた。

「何事もなく、二人が無事に結婚式を迎えられてよかったと思う。第二皇子がいなかったら、今頃あの国はなくなっていたかもしれないしね」

　エドワードの言葉にメルテンシアは小さく頷いただけだった。

　そして帝国は年末年始を迎えることになった。








第六章　幸せを呼ぶ笑顔









　帝国の年末年始は貴族たちが領地で過ごすこともあり、皇帝陛下は映像魔法石を使って年始の挨拶をする。

　貴族平民問わず、皇帝陛下の言葉は映像魔法石を通じて広く伝わった。

　ルドルフはラムド領で領民たちと過ごし、メルテンシアはエドワードと一緒にサファイア宮で過ごした。アメリアやレティスは実家に戻し、残ったのは執事と侍女長、そして料理長くらいだった。

「去年一年間、お疲れ様。今年もどうぞよろしくお願いします」

　エドワードがそう言い、その場に集まった執事と侍女長、料理長は頷いているだけだ。

「去年はたくさん心配をかけてごめんなさい。今年はアメリアさんの結婚式も控えているし、十日後には新しい侍女が二人来るので、よろしくお願いします」

　メルテンシアも挨拶を済ませた。

「みんなが元気に笑って過ごせるように」

　エドワードがそう言い、この日くらいはゆっくりしていいと三人に告げた。料理長には簡単な食事だけを用意してもらって、エドワードはメルテンシアと一緒に出掛けることにした。

　エドワードはメルテンシアと一緒に馬に乗ると、ゆっくりと馬を走らせる。

「寒くないか？」

「大丈夫です。どこに行くのですか？」

「湖を見に行こうと思って。白鳥が来ているだろうし、もしかしたら凍った湖が見られるかもしれない」

「湖に白鳥ですか？」

「ああ、この時期はたくさんの白鳥が湖にいるから、見せてあげたいと思っていて。すごくきれいな光景だよ」

「私も見てみたいです」

　二人は久しぶりのデートを楽しむことにした。

　馬をゆっくり走らせても湖まではそう時間がかからない。サファイア宮から少し北に向かうと、ラムド領の雰囲気に似た農園が広がっている。農園を抜けたところに大きな湖が広がり、そこにはたくさんの白鳥が飛来していた。

　エドワードは湖畔の木に馬をつなぐと、メルテンシアを下ろしてくれた。

「本当にたくさんの白鳥がいて、きれいな景色ですね。湖は凍っていないみたいですが」

「ああ、農園から湖畔に続く道も雪が降った気配がなかったから、今年の雪景色はもう少し後かもしれないな」

「雪景色の中で白鳥を見たら、もっと素敵でしょうね」

　メルテンシアは思わずはしゃいでしまい、ハッとした。

「すみません。ひとりで舞い上がってしまって」

「二人きりなんだから、気にしなくていいのに」

「でも、こういうのは積み重ねと普段からの習慣がものを言うって、ガザン侯爵夫人が言っていましたから」

「そういう意識があれば大丈夫だと思うけど……とりあえず俺と二人きりの時で誰の目もない時なら羽目を外してもいいよってことにしておこう」

「ふふっ、エドワード様はいつもお優しいから」

「メルテンシア限定だけどね」

　二人は手をつなぎ、湖の周辺を歩いて回りながら白鳥を眺めていた。

「さて、メルテンシア、そろそろ行こうか。身体が冷えてきたかもしれないから」

　メルテンシアは頷き、エドワードと一緒に馬に乗ってサファイア宮の方へと戻ってきた。

「誰かが来ているようだな」

「そうみたいですね」

　豪奢な馬車が見え、二人は馬を下りた。騎士が馬を預かり、エドワードはメルテンシアと一緒にサファイア宮に入る。

「おかえりなさいませ、旦那様、奥様。今、使いを出そうと思っていたところです」

「面会の約束はなかったはずだが」

　エドワードがそう言うと、出迎えてくれた執事は頷いた。

「はい、急な訪問になって申し訳ないと……皇太子殿下がいらっしゃっています」

「お一人か？」

「はい、旦那様と奥様にどうしても話したいことがあるそうですが」

「わかった。すぐに行く」

　エドワードとメルテンシアは外套を預けると、そのまま応接室に向かった。

「失礼します。お待たせして申し訳ありません、皇太子殿下」

　エドワードがそう言い、皇太子は立ち上がった。

「いや、急に来て申し訳ない。どうしても報告したいことがあって」

　エドワードは皇太子に座ってもらうと、メルテンシアと一緒に腰を下ろした。侍女長がティーセットを用意してすぐにその場を離れる。それから皇太子は口を開いた。

「少し前だが、第三皇子妃が誘拐された事件があっただろう？」

「ええ、その犯人たちは原因不明の死を遂げましたが」

「実は同じ頃に、セザンヌの侍女として入ってきた者がいるのだが……どうにもきな臭いから水面下で調べていたのだ」

「きな臭いとはどういうことでしょうか？」

「うむ、まるでセザンヌの妊娠を確かめるかのようなのだ。そして誰かに報告していると思われる」

「皇太子妃が妊娠すると困るのでしょうか。それともその逆なのでしょうか？」

　エドワードの問いに皇太子は難しい顔になった。

「それがわからないから、その侍女をセザンヌに近付けないようにはしているのだが、侍女やメイドたちの話は聞こえてくるものだろう。セザンヌの妊娠を皇帝陛下が発表した直後、その侍女は原因不明の死を遂げたんだ」

「まさか心臓発作と診断されたのでしょうか？」

「その通りだ。サファイア宮の兵舎で亡くなった者たちを検死した医者に、その侍女も検死してもらったのだが、同じだとも言えるし、違うとも言えると」

「つまり一般的な心臓発作と見分けがつかないということでしょうね」

　エドワードがそう言い、皇太子は頷いた。

「そこでその侍女の出自を調べてみたのだが」

「何かわかったのですか？」

「地方の貴族令嬢だったのだが、詳しく調べてみるとダリアン伯爵の遠縁だというのがわかった」

「昔からダリアン伯爵は皇室内のことを調べまわっていましたが、今回もその一環ですか？」

「いや、おそらくセザンヌが妊娠しているかどうかの確認をして、その後セザンヌの不注意という状況を作って子供を殺すつもりだったのかもしれない」

　皇太子の言葉にメルテンシアは息をのんだ。

（そんなことまでする人なの？）

　メルテンシアの思いが表情に出てしまったようだ。

「そこまでして皇室と親戚関係になりたい家なんだ。セザンヌの実家はそこまで執着していなかったが、ダリアン伯爵は昔から執着していた」

　皇太子の言葉にメルテンシアは言葉を失っていた。

「皇太子殿下の言いたいことはわかります。今、メルテンシアが妊娠することでダリアン伯爵は焦るだろうということ。そしてメルテンシアを確実に狙ってくるだろうということですね。ですが、このところダリアン伯爵は計画が随分とずさんではありませんか？　彼は緻密な計画を練る策士だと思っていたのですが」

「エドワードの言っていることはわかる。私もそう思っていたから。だが、ここ最近の計画は伯爵が考えているとは思えないほど、稚拙だと思う。だが、警戒しておくことにこしたことはないだろう。ああ、そうだった。次回の会議には第三皇子妃も出席した方がいい。ダリアン伯爵と次期当主の息子が出席する予定だから」

「長男もやはりダリアン伯爵と同じ考えなのでしょうか」

「わからないが、長男については私よりもエドワードのほうが詳しいだろう。同じ騎士団にいたのだから」

　皇太子の言葉にエドワードは頷いた。

「確かに優秀な人材ではありましたが、体力は次男のほうがあります。長男は優しすぎるところが問題でした」

「その性格が変わっていないことを願うよ。一応、報告はしたから今日は帰るよ。セザンヌが心配でね」

　皇太子が帰っていくと、メルテンシアはエドワードの顔をじっと見ていた。

「そんなに心配しなくても大丈夫。皇太子のルビー宮はここよりも厳重な警備だし、何よりも皇太子妃の侍女は元騎士だからね」

「女性の騎士ですか？」

「ああ、毎年、数名ではあるが、女性の騎士が誕生している」

「すごいですね」

「中でも剣術に優れた元騎士がついているから、そう簡単に命を狙えないと思う。メルテンシアにも今度の侍女二人のうち一人は騎士をつけたから」

「そうなんですか？」

「ああ、侍女を連れて皇都で買い物をすることもあるだろう。その時に守ってもらえるようにと思っているが、メルテンシアは魔法で自分自身を守ることもできるかもしれないね」

「先日のように魔法が使えないこともあるので」

「そういうことを考えて、剣術に優れた人をつけることにした」

「ありがとうございます。それよりもダリアン伯爵はどうしてそんなにも皇室と関わりたいのでしょうか」

　メルテンシアの疑問にエドワードは頷いた。

「権力を欲するあまりというところではないだろうか。だが、皇室と親戚関係になっても今以上の権力は手に入らないと思っているのだが」

「それに伯爵がそう考えていても、次期当主がそこまで権力を欲するでしょうか」

「それもあるが、実は未婚の王女で次期当主と釣り合う年齢の人が二人いる」

「確かに王女と結婚した方が権力を持てるかと思うのですが」

　メルテンシアはダリアン伯爵の考えがまったくわからなかった。




　年末年始の休暇を終えて、レティスとアメリアが戻ってきた。

「ただいま戻りました。メルテンシア様、ダリアン伯爵のことですが……両親から妙な話を聞きました」

　アメリアがそう言い、レティスも同じように頷いていた。

「わかったわ。エドワード様が帰ってきてから話を聞きましょう」

　メルテンシアはそう言い、二人の土産話を聞きながらティータイムを楽しんだ。

　夕刻になってエドワードが戻ってくると、メルテンシアは先に夕食をとることにした。そのあとで、メルテンシアの執務室に二人を呼んで話を聞くことにした。

「わたくしの父がダリアン伯爵とアカデミーの同期だったようです。父もダリアン伯爵も当時は魔塔が管理する魔法学院というアカデミーの出身でした」

　アメリアがそう言い、エドワードも驚いたようだった。

「アカデミーの同期だったとは驚いたな。それも魔法学院の出身だとは……。だが、魔法に特化した一族だと聞いたことはないが」

「わたくしの家族は魔法が得意ではないのですが、父だけはどうしても魔法が使いたいと申し出て、魔法の習得のために魔法学院に入学したようです。同じようにダリアン伯爵も入学してきたのですが、二人ともほかの生徒に比べると魔法が使えなくて苦労したと言っていました」

　アメリアの言葉にエドワードは頷いた。

「そこで父は自分が習得することをあきらめ、魔法史を学ぶことにしたらしいのですが、ダリアン伯爵は違ったようです。薬学にのめり込み薬師の道を選んだとか」

　アメリアにそう言われ、エドワードは納得した顔になった。

「だから隣国や、他国からいろんな種類の薬草を手に入れたがっていたのか。そうなると、ミゼリーをレイカー領に嫁がせたのは、輸入制限がないからかもしれないな」

　エドワードの言葉にメルテンシアは頭の中で整理していた。

「わたくしの両親から聞いた話ですと、レイカー伯爵のご子息……ミゼリーさんが嫁いだのは長男ではなく次男だということです」

　今度はレティスがそう言い、メルテンシアは驚いた。

「次男に嫁ぐことをダリアン伯爵が許した理由は？」

「わたくしも最初は驚きましたが、両親から説明を受けてきました。レイカー領はレイカー伯爵を筆頭とした一種の国として考えられているのだそうです。現在領地の東側を長男が治め、西側を次男が治めている状態だそうです。西側の地は栽培に適しているらしく、おそらくダリアン伯爵は他国から輸入した薬草の種を使って栽培を企てているのではないかと」

　レティスからの話にメルテンシアとエドワードは考え込んでいた。

「帝国で禁止されている薬草であっても、レイカー領なら栽培しても許されるってことですよね？」

　メルテンシアがそう言い、エドワードは頷いた。

「どちらにせよ、ミゼリーが嫁いだということは事実だろうな」

　エドワードは言葉にした。ダリアン伯爵についてはわからないことだらけだった。




　そして年が明けて初めての会議が行われる。エドワードはメルテンシアを連れて出席し、メルテンシアは皇室の席に座った。皇室の席は一段高いところにあり、真ん中には皇帝陛下と皇后陛下が座り、その後ろに皇太子、エドワード、メルテンシア、そしてデビュタントパーティを終えたばかりの皇女が並んで座った。

　メルテンシアと皇女には発言権がなく、皇后陛下は皇帝陛下の許しを得られれば発言権がある。

「それでは今年初回の会議を始めます。本日の議題ですが」

　まずは予算の話から始まる。予算、帝国法の見直しなど様々な議題があり、会議は一週間ほどの期間を予定していた。

（ダリアン伯爵はあの方ね……ずいぶん、お年を召しているようにみえるのだけど）

　メルテンシアは両親世代をイメージしていたが、それよりもずいぶん年を取っている印象だ。祖父だといってもいい年齢ではないだろうか。

　白髪に鷲鼻、それにこけた頬に鋭い瞳、頬には茶色いしみがいくつかあり、不健康そうにも見えた。

（魔法が使えないというのは本当のようね）

　メルテンシアは議論を聞きながらダリアン伯爵を観察していた。ダリアン伯爵のすぐ後ろに座るのが、次期当主の長男だろう。彼からは若いエネルギーの塊と、氷と水の魔力が感じられる。

（ミゼリーさんは火の魔法だったのに、真逆の魔法を使えるのね。ここに集まった人たちは、ほとんど魔力を持っていないのか、あまり感じることができない）

　皇帝陛下や皇后陛下など、皇室の面々は違う。皇女は癒しの風を使えるのだろう。隣にいてくれるだけで、その場が清涼感に包まれている。

「神殿に聖女見習いが三人いますが、聖水の泉は浄化が終わったのでしょうか」

「来月、聖水の泉を使って聖女の資質を見極めると聞いていますが」

　いつの間にか話題は神殿の話になっていた。メルテンシアはその話に耳を傾け、今後の神殿の動きを把握する。

「大神官はよく頑張っていると思う。各地の神殿はそれぞれの活動の幅も増え、権限ももう少し委譲してはいかがなものだろうか」

「今のままでは神殿よりも魔塔に頼むことが多いから、神殿の力を発揮して活動する場が少ないだろう」

　活発な議論が繰り出されていくのをじっと聞いているしかなかった。

　一日目の議会は無事に終わり、男性たちが残って晩さん会が行われる。メルテンシアは先にサファイア宮に戻ることになった。

　夕食は軽いもので済ませ、ゆっくりと湯浴みをした後でベッドに横になると眠ってしまった。

　エドワードは夜遅くに帰ってきたらしく、メルテンシアが朝目覚めるとすでに起きてベッドルームにはいなかった。

　二日目からは議論が難航し、沈黙が流れることもあれば、活発な意見の応酬もあった。これも勉強のうちだと思い、メルテンシアは辛抱強く議会を見守っていた。

　不思議なことと言えば、ダリアン伯爵は一回も発言しなかった。一週間という長い会議の間、メルテンシアは一度もダリアン伯爵の声を聞かなかったのだ。

（いつも次期当主の息子さんが手を挙げて、代わりに発言していたわ。何かを耳打ちしたり、資料を見せて何かを言っていたようにも見えたけど）

　声は全く聞こえてこなかった。ダリアン伯爵の代わりに発言する長男の意見は的を射ていた。そのたびに全員が押し黙り、考え込んでいる様子も何度か見受けられた。

　ようやく長い会議が終わり、メルテンシアは日常に戻った。

「メルテンシア、騎士団の遠征日程が出たんだ」

　会議が終わった夜にエドワードが切り出した。二人はベッドに腰を下ろして、寝るまでの時間を過ごしていた。

「エドワード様、遠征の時期になったのですね」

「いや、俺は行かない。今回はルビー宮の副団長が率いて、各地の視察という名目だ。問題のある場所があれば、連絡が来て誰が行くべきか判断する。俺が行くべきところは出向くつもりだが、新人たちも含めて自分たちでやれるところまでやってもらうつもり」

「ルビー宮の警備が手薄になるのでは？」

「そうならないように騎士の配置替えはするけど」

　エドワードはそう言い、メルテンシアは頷くだけだった。

「メルテンシア、会議はどうだった？」

「圧倒される空気ではありましたが、ダリアン伯爵が気になって」

「俺も気になった。今までは自らが発言して、波紋を呼んでいたのに」

「そうでしたか。今回は次期当主が言わされていたというか」

「そうだな。本当に世代交代をするつもりなのかもしれない」

「どういうことですか？」

「皇帝陛下に爵位の譲渡を許してもらえるよう頼んでいた。晩さん会の時にね」

「次期当主に爵位を譲って、隠居されるということですか？」

「うん、もちろんすぐではなく……今年中に息子が結婚すれば爵位を譲るつもりだという話をしていたって感じかな」

「ご結婚相手の候補がいるということですね」

「メルテンシアの隣に座っていた皇女だよ」

「やはり、皇女様を狙っているのですか」

「ああ、ほかの皇族だとダリアン伯爵の子供と年齢が合わないからね」

「それで皇帝陛下は皇女様とのご結婚をお認めになるのですか？」

　メルテンシアはそう尋ね、エドワードがにやりと笑った。

「皇女の気持ちを手に入れられるのであれば、二人の気持ちを尊重すると」

「それって……ダリアン伯爵が得意の薬物を使うかもしれないのに？」

「その薬物を使わせるために出した条件だ。もし、薬物を使って皇女を思いのままにしたのならば、それを証拠としてダリアン伯爵を失脚させることもできる。もちろん家をつぶすこともね」

「ですが、皇女様は危険ではありませんか」

「メルテンシア、皇女の隣にいて何か気付かなかった？」

「癒しの風ですか？」

「そう、彼女は常に癒しの風を纏い、自分を保護している。だからといって危険が無いわけではないが、ほかの皇女よりも耐性がある。あともう一つは」

「皇女様の癒しの風によってダリアン伯爵の……いえ、次期当主に悪意を持たせないようにということですか？」

「ああ、ダリアン伯爵が何を考えているのか、息子に伝えていたのならそれを聞き出す最高のチャンスでもあるから」

「皇女様はご存じなのでしょうか？」

　エドワードは頷いたが、メルテンシアは心配してしまう。メルテンシアと年齢はさほど変わらず、うまく立ち回ることができるのだろうか。

　考え込んでいるメルテンシアの頬にエドワードの指が触れた。

「エドワード様、皇女様を守る何かをご存じなのですね」

「大丈夫だと信じているからかな」

「皇女様とそんなに親しい仲なのですか？」

「メルテンシアほどじゃないさ。ただ……彼女は一筋縄でいかないことを知っているから」

「おとなしそうな方なのに」

　メルテンシアはそう言ったが、エドワードは首を横に振った。

「メルテンシアだって同じだろう？　かよわく繊細に見えて、攻撃魔法は最上級魔法のメテオを使うんだから」

「そ、それは！　必死だっただけです」

「わかっているよ。そろそろ、俺にご褒美をくれないかな？」

「ご褒美ですか？」

「会議の最中は気疲れも多いと思って、我慢していたんだ。今夜はたっぷりメルテンシアを感じてもいいかな？」

「でも……」

「明日は特に何もないし、メルテンシアも執務があるだけだろう？　急ぎの執務もないだろうし」

　見透かされているのに気づき、メルテンシアは何も言えなくなった。もっともエドワードを拒む理由もない。

　年末年始は何かと忙しく、二人が肌を重ねることもなかった。

「メルテンシアが許してくれるなら、キスをしてくれないか？」

　エドワードの指がメルテンシアの顎を掴んで上に向けた。

　魅惑的なエドワードの瞳に惹かれるようにして、メルテンシアはその薄い彼の唇に唇を押し当てた。

「それだけのキスじゃ足りないだろう？」

　エドワードに言われ、メルテンシアは唇をもう一度重ねた後で、彼の唇を割って舌を滑り込ませる。いつもならすぐにエドワードが舌を絡めてくるのに、この日は違った。メルテンシアが舌を絡め、そして彼の歯列を舐める。それでも彼はいつものようなキスをメルテンシアにしてくれなかった。焦れてもどかしくなるメルテンシアだったが、いつも彼にされるように上あごを舌先でノックし、もう一度舌を絡めた。

「やばいな、メルテンシアのキス」

「どういう意味ですか？」

「めちゃくちゃ官能的で、驚いた。誰に教わったんだ？」

「意地悪なことを言わないでください。エドワード様以外に誰がいるというのですか？」

「泣きそうな顔をしなくていい。メルテンシアのキスがあまりに気持ちよくて嫉妬しただけだから」

「どうして嫉妬したのですか？」

「俺よりも上手なキスをしてくるからだよ」

「そんなことはありません。私はエドワード様からのキスが好き……」

　そこまで言葉にしたメルテンシアはハッと気づいた。エドワードはその言葉を言わせたかったに違いない。

「ひどいですわ、エドワード様」

「照れることはないだろう？　俺はいつもメルテンシアに言っている。たまにはメルテンシアから好きだと、愛しているとたくさん言われたいんだ」

「愛していますわ、エドワード様。あなたが思うよりもずっと深く」

「俺の方が愛しているよ。もっとずっと深い愛情で包み込んでいるつもりだ」

　そう言いながらエドワードがキスをしてくれた。舌を絡めながら、メルテンシアをベッドに縫い付ける。照明を薄暗くしながら、彼の手がメルテンシアのネグリジェ越しに胸に触れる。頂を探られると、メルテンシアの声がキスの合間から漏れる。

「あっ、あんっ……」

　すぐにかたく勃ちあがった頂を布越しにはむっと口に含まれた。薄い布一枚あるだけでもどかしいのに、淫靡な気持ちが高まっていく。エドワードの唾液で濡れたネグリジェがぴったりと頂に張り付き、その形がくっきりと浮き彫りになった。

「今度はこっちだな」

　もう片方の頂も布越しにぺろぺろと舐められ、ちゅっちゅと吸われる。もう片方の頂には手も触れず、メルテンシアの腰のあたりを撫でられた。

「ほら、こっちもしっかりと形が浮き彫りになったね。ああ、なんて美味しそうなんだ」

　今度は交互に舐められて、吸われた。メルテンシアはそれだけで下腹部が熱くなって、とろとろと蜜が溢れてくるのを感じる。太ももをこすり合わせると、すぐにエドワードが気づいた。

　メルテンシアの両足を大きく広げると、ドロワーズ越しにくんくんと匂いを嗅いだ。

「や、やめて……嗅がないで」

「いい匂いがする。メルテンシアの甘い蜜の匂いが……」

　ドロワーズ越しに今度は指で擦られる。

「ああ、湿っているのがわかるよ」

　そしてあろうことかドロワーズ越しに今度は蜜口を狙って、舌で舐めまわし始めた。直接触れられたいのに、そのもどかしさがメルテンシアを高揚させていく。ネグリジェを胸の上までまくられると、エドワードの手が大きな胸をまさぐりはじめた。

「あんっ……ああっ……」

「あ、ここがコリコリしてきたね」

　エドワードの舌がドロワーズ越しに花芯に当たった。熱を持ち始めた花芯はぷくっと膨らみ、その存在を主張し始めていた。

　ドロワーズをするんと脱がし、エドワードはメルテンシアの太ももを両手で抑えると、濡れた花弁と花芯を舌で舐めまわす。

「んふっ……あっ、はぁっ……あんっ」

　指で花芽を剥かれ、舌で弾くように舐められるとメルテンシアの腰がびくんと跳ねてしまう。

「まだ、ダメだよ」

「でもっ、もう……」

　花芽への強い刺激を与えられると、すぐにでも絶頂を引き寄せてしまいそうだった。エドワードが気付いたのか、今度は隘路に指が入り、浅瀬をかき混ぜ始める。

「ああっ……エドワード様っ、おねがい……もう、きてっ」

　メルテンシアがお願いしてもエドワード自身はまだ入ってきてくれない。指も浅いところだけで、舌で花芽を弄ってもらえるが、その刺激も絶頂を迎えそうになるとぴたりと止められてしまう。

　少しずつ彼の指が奥に入っていくが、それも絶頂を引き寄せようとすると、ぴたりと動きがとまってしまうのだ。そのせつなさにメルテンシアは太ももを震わせる。

「おねがい……もう、イカせてっ」

「うん、苦しそうだから」

　今度は指で隘路をかき混ぜながら秘玉を刺激し、もう片方の指を使って剝きだした花芽を爪弾くように刺激を与えられた。

「あっ、あんっ……ああっ……イ、イクっ……イっちゃぅ」

　メルテンシアが全身を震わせて愉悦に溺れた。

「何度見ても可愛らしくて、愛らしい……ああ、熱い蜜が溢れちゃって」

　エドワードは舌なめずりをした後で、今度はじっくりと蜜口を見ている。

「ぱくぱくと口を閉じたり開いたりして、何かを求めているね。指かな？」

「ち、ちがっ……」

「ああ、指は一本じゃ足りないみたい。二本入れてみようか」

　指が二本になり、メルテンシアは背中を弓なりにそらした。

「まだ足りないようだね……じゃ、これはどうだろうか」

　エドワード自身がようやく入ってきて、メルテンシアの腰が震えた。ゆっくりと深く腰を動かし、メルテンシアの最奥にまで到達した。

「メルテンシアがすごく締めつけてくるから、俺もすぐにイキそうだ」

　いつもと違い、エドワード自身がすごく熱く感じた。ゆっくりとした律動では物足りなくて、メルテンシアの腰が揺れてしまう。

「ああ、俺も気持ちいい……」

　少しずつエドワードの動きが速くなり、メルテンシアの二度目の絶頂と同時に果てた。が、エドワードはいつまでたってもメルテンシアの中にいた。メルテンシアに覆いかぶさったまま、軽く腰を揺らすエドワードはメルテンシアの中で一度小さくなったのに、また鎌首を持ち上げるかのように大きく熱くなっていった。

「エドワード様っ？　ちょ、ちょっと……あっ、待って……あんっ」

　今度はエドワードが横になり、メルテンシアが上に跨った。彼自身が奥に当たる。腰を一生懸命振るメルテンシアは胸を大きく揺らし、その胸の頂をエドワードが指で擦ってくる。

「んっ、あんっ……」

　メルテンシアが気持ちよくなってくると、今度はうつぶせにされた。ずるっとエドワードが出ていくだけで、腰がひくついてしまう。今度は奥深くを突かれながら、花芯を指で弄られ、メルテンシアは隘路をぎゅっと締めつけた。

「あっ、メルテンシア、きつい……俺も」

　エドワードが精を吐き出す少し前にメルテンシアは絶頂を引き寄せた。メルテンシアが絶頂を迎えた熱と、膣の収縮によってエドワードが達した。

　エドワードに抱きかかえられたまま、メルテンシアはまどろみの中にいた。

　まどろんでいるメルテンシアの胸をエドワードが触り始め、お互いに横向きに寝たままの状態でメルテンシアの中にエドワードが入ってきた。

　何度も達して、そしてまどろむ。少し目が覚めてくると、またエドワード自身がメルテンシアの中に入って動いていた。

　明け方、ようやくエドワードが眠りにつき、メルテンシアも安心して眠った。

　翌朝、メルテンシアは腰が痛くてつらかった。エドワードはメルテンシアよりも早く起きて、騎士団の早朝訓練に出ているらしい。

（エドワード様の体力にはついていけないわ。まだ腰が痛いし……ふぁっふわぁぁ……ああ、眠い）

　あくびを噛み殺しながら、メルテンシアは湯浴みと着替えを済ませる。夕方には新しい侍女を二人迎えることになっていた。それまでの間、メルテンシアは睡魔と戦いながら、執務を終わらせる。

　侍女を迎える時間までにエドワードが戻ってきて、メルテンシアの執務室で一緒にいた。

「失礼します。旦那様、奥様、侍女が二人とも到着しました。こちらにお通ししてよろしいでしょうか？」

　執事の言葉にエドワードが許可を出した。

　ドアを開けて入ってきた侍女二人は、おとなしそうな感じだった。

「はじめまして、アンナと申します」

「はじめまして、わたくしはローザと申します」

　アンナは男爵令嬢、ローザは侯爵令嬢だと執事が紹介してくれた。アンナはダークブラウンの髪にそばかすが目立つ。ローザはハニーブロンドで色も白く、深緑色の瞳が印象的だった。

　アンナの教育はレティスが行い、ローザの教育をアメリアが行うことになった。

「明日から侍女の仕事をしてもらうつもりだけど、疲れはないかしら？　疲れが残るようなら、明日は一日サファイア宮の案内をしてもらって、簡単な仕事の流れを教わってほしいわ」

　メルテンシアの言葉に二人は返事をしてくれたが、緊張しているのかあまり会話が続かなかった。

「最初はみんなあんな感じだろうな。もしくだらないことを言うようなら、厳重注意をするから」

　エドワードの言葉に優しさを感じ、メルテンシアは頷くだけだった。




　ガザン侯爵夫人との勉強会も再開し、皇后陛下のサロンも通常通り行われるようになったころ、メルテンシアは皇都で暮らす貴族からもお茶会に誘われるようになった。

　同じ頃、メルテンシアのところに突然、皇女がやってきた。

「ごきげんよう、第三皇子妃」

「皇女様に拝謁させていただきます……」

「わたくしが勝手に訪ねてきたのだから、あらたまる必要はないわ」

「皇女様、こちらにどうぞ」

　メルテンシアは応接室に皇女を通し、ティーセットを用意してもらった。新しい侍女ではなく、レティスひとりに仕事を頼むことにした。新しい侍女二人はアメリアが付き添って仕事を教わっている。

「皇女様、本日はどのようなご用件で」

「申し訳ないが、第三皇子妃……人払いを頼みたい。二人きりで話したいの」

　その言葉を聞き、メルテンシアはレティスも下げて応接室には誰も近づかないように命じた。

「ダリアン伯爵家の嫡男のことだ」

　メルテンシアは皇女の言葉に頷くだけだった。

「皇帝陛下は自由に決めていいと言ってくださるのだが、幼い頃からわたくしは帝国のために身を捧げるよう教育を受けているの。彼と結婚したら帝国のためになるのか、それとも好きになるのであればその気持ちを優先すべきなのか……好きというものがどういうことなのかもわからなくて、第三皇子妃はエドワード皇子と恋愛結婚をしたというではないか。どういう気持ちなのか知りたくて、連絡もなく訪ねてしまったの」

　メルテンシアはその言葉を聞き、考えていた。

「皇女様、ダリアン伯爵家のご令息とはお話をされたことがありますか？」

「二回ほど、ある」

「どちらでお会いになったのです？」

「皇宮の中庭にある温室で、アフタヌーンティーを振る舞った程度だが」

「お話をして、どう思いましたか？」

「どうって……そうだな。興味深い話はいくつかあったが……」

「わたくしの体験談で申し訳ないのですが……わたくしはエドワード様にお会いするたびに、もっとお互いのことを知りたいと思うようになりました。今もそうですが、エドワード様のことでわたくしの知らないことがあると、嫉妬してしまうことがあるのです」

「その気持ちが恋なのか」

「それはわかりませんが、わたくしにとってエドワード様はかけがえのない人だと言えます。失えない、離れたくないそんな想いを抱えるお相手でございます」

　メルテンシアの言葉に皇女は考え込んでいた。

「ただ、その想いにたどり着くまで、時間はかかりますわ。皇女様、ご令息に会いたいと思いますか？」

「会いたい、か。もっと話をしてみないと彼のことはわからないと思っている」

「何度も会ってみて、お話をしてみて答えが出ることもあると思いますわ」

　メルテンシアはそう答えたが、皇女とダリアン伯爵の長男が結婚してもいいのかどうかはわかりかねる。

「そうか。会ってすぐに答えが出るものではないということはわかったわ。第三皇子妃、迷惑かもしれないが、わたくしの話を今後も聞いてほしいの」

「ええ、わたくしでよければ、お聞かせ願えますか？」

　約束をしたメルテンシアだが、この問題は何が正しい答えなのかわからなかった。

（ダリアン伯爵は危険な雰囲気があったけど、彼にはそんな雰囲気はなかった）

　メルテンシアはそう思っているが、気づいていない部分があるかもしれないと思いなおすことにした。

　エドワードに相談すると、皇女の気持ち次第で決めていいと言われるだけだった。

「長男は危険人物になりうる可能性は低い。近いうちに彼と会うことがあるから、それとなく皇女への気持ちを聞いてみようと思っている」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは頷くだけだった。二人の気持ちが純粋なものであてほしいと心の底から願っていた。

　エドワードがダリアン伯爵の長男と会う理由は一つだった。以前、長男が騎士だったことを証明する証書を渡すためだった。長男の方から頼まれ、エドワードが皇帝陛下に頼み、そして事務処理がいくつかあったうえでようやく証書ができたのだ。

「エドワード様、皇女様は真剣に向き合おうとしている様子がうかがえるのです。だから、もし利用されるためだけなら、この結婚を阻止したいと」

「メルテンシア、気持ちはよくわかる。皇帝陛下が皇女の気持ちを優先すると言ったのはそういう意味も含めてだから」

　エドワードの言葉にメルテンシアは頷いた。
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　エドワードはメルテンシアと約束したとはいえ、ダリアン伯爵の長男とどう話すか悩んでいた。同じ騎士団にいた時期もあるし、何よりアカデミーでも一緒で、彼は後輩にあたる。顔や名前は知っていたが、そもそもエドワードは人を寄せ付けないタイプだった。ルドルフだけが例外なのだ。

（それにしてもどうやって聞きだせばよいものか……）

　女性同士なら簡単に話せるのかもしれないが、男同士で結婚相手について語るのは、憧れや好みというだけではない。家柄、利用価値など付随するものが多くなるものである。

　その約束の日、エドワードは皇宮の執務室で彼と会うことにしていた。

「失礼します。エドワード第三皇子、お時間をいただき、ありがとうございます」

「ダリアン次期当主、こちらこそご足労いただきありがとう」

　まずは要件を終わらせることにした。

「こちらが証書だ。名前や期間、配属部署、確認を頼む」

　エドワードがそう言い、彼は頷いた。一通り目を通して確認した後で、問題ないと言ってくれた。

「少し、お時間頂けますか？　エドワード第三皇子」

「ああ、構わないが。何かあるのか？」

「実は父に勧められて、何度か皇女様とお話をさせてもらったのですが」

「そうか。結婚相手に皇女を選ぶのか」

「父の思惑通りに行くのが嫌なのに、皇女様とお話をするたびに惹かれていくのです」

「ダリアン伯爵はどうして皇女を勧めたのか……彼女は結婚したら皇宮の外に出るわけだし」

「おそらく公爵の地位につきたいのではないかと思うのですが。父がその目標にたどり着くことはないでしょう」

「どういうことだ？」

「実は新年の会議後、父は体調を崩しました。昨年の秋ごろから急に痩せ始め、声が通らなくなり、衰弱していく日々です」

「つまり、伯爵の死期が近いと申すのか？」

「ええ、医師にもそう言われました。もってひと月か、ふた月だと」

「そうなのか。確かに先日の会議でも発言をまったくされないことに疑問を抱いていたのだが」

「あの日はまだ体調がよかったようです。今では床に臥せったままで」

「お大事にされてくださいとしかいいようがないのだが」

「ありがとうございます。それで話がそれましたが、皇女様の件です」

「あ、ああ」

「第三皇子は相手の身分も関係なく、奥様を選んだと。恋愛結婚だと伺いました。政略結婚が普通なのに、どうしてそのような立場で、奥様を選んだのですか？」

「出会ってしまったからだ。誰よりも愛せる人に……そして身分を考えなかったのではない。身分や出自、そんなものを通り越して彼女以外と結婚したいと思えなくなったから。もし彼女が俺との結婚が嫌だと言ったら、俺は今も独身だろうし、一生ひとりで過ごしていくだろう」

「そこまでの気持ちはどうやってわかったのでしょうか」

「会ってみたい、話してみたい、どんな声をしているのだろう。どんなふうに笑って泣いて……って考えていて、見たかった表情や声を聞くたびに胸が痛くなって……コホンっ、まぁ、そういうことだ。少しずつ惹かれていって、そのうち彼女以外の誰を見ても何も感じなくなる」

「どうやって想いを伝えたのですか」

「……いや、勘弁してくれ。誠心誠意、心を込めて伝えれば、伝わるものだと思う」

　エドワードは急に恥ずかしくなって、言葉を濁してしまった。それでも彼は晴れ晴れとした顔で執務室を出て行った。

「失礼します。エドワード騎士団長」

　急にルドルフが入ってきて、エドワードはびくっとした。

「ラムド副団長……いつからそこに？」

「会ってみたい、話してみたいと思っていた時からでしょうかね？」

　ルドルフの言葉にエドワードは頭を抱えた。

「妹を大切に思ってくださり、感謝していますよ。何よりダリアン伯爵の次期当主がまともでよかったじゃないですか」

「そうだな。心配の種にはなりそうにない。だが、本当にダリアン伯爵は容体が悪いのか」

「その裏を取るのは難しいでしょう。それよりも報告です。予定通り第一部隊が視察地に到着。井戸の水に濁りがあることが判明し、今は浄化作業に当たっているようです」

「ほかに必要な支援がある場合、対応に当たってほしい」

　エドワードはそう言い、ルドルフは敬礼して部屋を出て行った。

（ダリアン伯爵が急に老け込んだと思ったが……病気だったのか）

　エドワードはそう思ったが、特に気に留めることもなかった。




　二週間後、皇宮に訃報が入った。

　ダリアン伯爵が亡くなったというものだった。

（彼もまた心臓発作……心臓発作で亡くなる薬でもあるのだろうか。薬を飲んですぐではなく、徐々にその効果が出るのか。わからないものはわからないが）

　エドワードは考えていたが、どうにもならなかった。

　ダリアン伯爵の葬儀にエドワードはルドルフと参列した。どんよりとした曇り空の下で行われ、エドワードはダリアン伯爵の死に顔にぞっとした。

（苦しんでもがいて……まるで何かを憎んでいるかのようだ）

　もともとの風貌が怖かったのもあるが、まるで何かを恨んでいるかのようで死に顔を拝んだ人たちは誰もが身体をびくりと震わせる。

　エドワードはふと気になって、辺りを見渡した。ミゼリーは憔悴しきっていて、虚ろな目を向けたまま伯爵の死に顔を見ていた。ただそのミゼリーの横には彼女を支える男性がいて、その彼の眼差しがミゼリーに優しく注がれているのをエドワードは見つけた。

（ミゼリーにもいい人が見つかったようだな。メルテンシアならきっと幸せになってくれてよかったと思うのだろうけど、俺はそうは思わない。幸せになる資格なんてないと思ってしまうんだよなぁ）

　そんなことを思いながら、エドワードは辺りを注意深く見ていた。

　次期当主となる長男はせわしなく動いていて、喪主ということで対応に追われている。

「なあ、ルド」

　エドワードは小声でルドルフに話しかけた。ルドルフが頷いたのを見て、エドワードは言葉を続けた。

「まるで誰かに殺されたって顔だよな？」

「俺もそう思ったけど、心臓発作で苦しんだ顔だと言われれば、そうなのかもしれないって思うかな」

「ああ、そうかも。でもここ最近、心臓発作で亡くなる方が多いから、偶然だとは思えなくて」

　エドワードの言葉にルドルフも頷いた。

「一応、ダリアン伯爵の主治医から服用していた薬は押収している。薬剤研究部に渡して、調べてもらうつもりだ」

　ルドルフの手回しが早く、エドワードは感心していた。

　埋葬が終わると、急に天気が崩れて雷が轟きはじめる。参列者はいそいそと帰り始め、エドワードもルドルフと一緒に足早に帰ってきた。

「おかえりなさいませ、エドワード様。お兄様もいらっしゃいませ」

「メルテンシア、ただいま」

「お邪魔するよ、メル」

「雨は大丈夫ですか？　急に雷が鳴ってびっくりしました」

　エドワードはメルテンシアに迎えられ、温かい気持ちになった。

「ああ、雷がすごいな。ルド、少し休んでから帰れば？」

「移動魔法を使うつもりだから、どっちでもいいけど……それより、メルは少しふっくらしたような？」

「そうですか？」

　メルテンシアが戸惑ったのを見て、ルドルフが言葉を変えた。

「いや、そのほうがいいよ。とても元気そうに見えるから」

　エドワードはルドルフをにらみつけ、彼が肩をすくめていた。

「ルド、メルテンシアと一緒に先に書斎に行っていて。俺は着替えてから行くから」

「わかりました。お兄様、こちらにどうぞ」

　メルテンシアが案内し、レティスがアンナと一緒にティーセットの準備に向かった。

　エドワードと一緒にアメリアとローザがついてきて、エドワードは言葉にした。

「ついてこなくていい。アメリア、メルテンシアの様子はいつもと変わらなかったか？」

「ええ、いつもと同じでしたが、急に天気が崩れると不安そうな表情を見せていました」

「わかった。ありがとう」

　エドワードはそう言い、一人で着替えを済ませて書斎へと向かった。
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　メルテンシアはルドルフと二人きりで、話をしていた。

「領地の様子はよくなってきたようですね」

「ああ、メルの魔法石のおかげで新たな作物の種を買えたし、ヤギも豚も増えたんだ」

「それはよかったです。お兄様が領地をしっかりと守ってくださっているからですね」

「メルのおかげでもあるよ。遠くから気にかけてくれて本当にありがとう。そうそう、シェーンとマルタから手紙を預かっているよ」

「ありがとうございます」

　メルテンシアが手紙を預かり、エドワードがそろうと話題は様々な問題になっていく。

「ラムド領はようやく問題がないと思われる。そこでまだ残っている医療班の数名と騎士たちを今度は……」

「ああ、水害があった地域だね。そこに派遣すればいいのか？」

「頼む。できれば、食料の援助も頼みたいのだが」

「わずかだが用意はできる。騎士たちに持たせよう」

　メルテンシアはその話を聞きながら、提案した。

「聖女候補の方々に巡礼をお願いしてはいかがでしょうか」

「そうだな。災害が増えているから、それもいいかもしれない」

　エドワードがそう言い、三人は夕食を一緒に摂ってからも話し合っていた。メルテンシアは先に休むことにした。




　それからしばらくして聖女候補の一人が、ルドルフと仲睦まじい様子が報告された。メルテンシアは気になったが、ルドルフ本人から報告してくるまで黙っているつもりだった。

（皇女様のことも気になるけど）

　皇女と彼のことも気になっていた。

　同じ頃、エドワードが難しい顔をして帰ってきた。

「エドワード様、どうかされたのですか？」

「ダリアン伯爵の死に疑問を抱いていたんだ」

　エドワードの言葉にメルテンシアは驚いた。

「心臓発作だったのでは？　少し前から体調も崩されていたとおっしゃっていましたよね？」

「その通りだよ。だけど、気になっていて伯爵が服用していた薬を調べてもらっていたんだ」

　エドワードがそう言葉を続け、メルテンシアは頷きながらその言葉の続きを待った。

「薬には問題がなかったのだが、ダリアン伯爵の身体に問題があった。主治医に聞いたところ、伯爵は自身で調合した薬を自分自身が服用して効果を確かめていたらしいんだ。彼が調合した薬はどれも効果的で、今までにない薬だったのだが……服用しすぎれば毒になる。蓄積したその毒がダリアン伯爵の身体を蝕んだのだろうという結果になった」

「ダリアン伯爵はきっと魔法が使えなかったから、魔法以外の方法で病気を治すことを考えたのでしょうね」

「ああ、きっかけはレイカー領の疫病らしいからね。彼もまた別の視点から人の命を助ける方法を考えていたのだろう」

「皇族と関係を持ちたい野心家のイメージが強いですが、違う一面もあったということですね」

「会議では強い意見を言う人だったから、なおさら悪いイメージがついてしまったというか。俺も騎士団長として人の上に立つ。勝手なイメージで人を見ないように気をつけないと」

　エドワードはそう言い、メルテンシアは小さく頷いた。

「ミゼリーさんはどうなったのでしょうか。彼女もきっと素敵な一面があるのでしょうね」

　メルテンシアの言葉にエドワードは頷いた。

「良い伴侶に恵まれたみたいだよ。彼女を見守ってくれるような」

　エドワードの言葉にメルテンシアはホッとしていた。




　その日は温かい日差しが降り注ぐ一日だった。朝、メルテンシアは軽いめまいがあったが、誰にも気づかれないように振る舞った。

「大事な話ある」

　ルドルフがそう言い、メルテンシアとエドワードは期待した顔をしていたようだ。

「ふぅ、やっぱり噂を聞いていたんだな。巡礼で彼女……聖女候補のリラがラムド領に入った時だった。領地が喜ぶのを感じたというのかな……うまく言えないんだけどさ。それでリラと話していると癒されるっていうのか」

「そうか。ルドはその人のことが気になるんだな」

「気になる人ではあるが、もう少し様子を見たいという気持ちもある」

「お兄様、その方を紹介してくださらないのですか？」

「今はその段階じゃないからね。俺もリラも同じように惹かれあい、そうだな……好きになって一緒に過ごしたいという気持ちが生まれたら、紹介するつもりだよ」

　ルドルフはそう言って照れたように笑うだけだった。それでもメルテンシアはなぜか安心していた。

　異変は夕食の時だった。エドワードと一緒に夕食を囲んだ際、メルテンシアはステーキの匂いに吐き気を感じた。

「ごめんなさい。エドワード様……ちょっと、食欲が」

「メルテンシア、顔が真っ青じゃないか」

　エドワードがメルテンシアをすぐに抱き上げ、ベッドルームに連れていく途中で執事に医者を呼ぶように告げる。

「いつから具合が悪かったんだ？」

「いえ、あの……急に」

「何か無理をさせたのかもしれないな。メルテンシア、眠れそう？」

　エドワードが手をつないでくれて、額に手を当てる。

「微熱かな。熱があるというほどじゃないと思うけど」

　そんなことを言っていると、医師がやってきた。

　エドワードも部屋の外に出て、診察が終わるのを待っていてくれた。

「脈を拝見しますね……んんっ？」

　医師の顔色が明るくなり、メルテンシアはドキッとした。いくつかの質問に答え、メルテンシアは気づいた。

「旦那様をこちらに」

　廊下にいるエドワードを呼び、医師が言葉にした。

「おめでとうございます。奥様のご懐妊でございます。しばらくは安静にしていただき……」

　医師の言葉にエドワードが嬉しそうに頷き、メルテンシアの手の甲にキスをした。

「ありがとう、メルテンシア。何か食べられそうなものはある？」

「フルーツならいいのでは？」

　侍女長が言葉にすると、エドワードはアメリアに命じた。

「厨房にあるフルーツを用意して」

　その日はエドワードがメルテンシアにフルーツを食べさせてくれた。

　メルテンシアの懐妊が伝わると、ルドルフがお祝いをくれた。マルタやシェーンからはベビー用の靴下や肌掛けが贈られてきて、気が早いと言ってメルテンシアは涙ぐんだ。

「うれしいのにすぐに涙が出るなんて……」

「健康な赤ちゃんが育っているからですわ、奥様」

　侍女長がそう言い、メルテンシアはそういうものなのかと思いなおした。

「こちらはガザン侯爵夫人からですわ」

「まあ、素敵ね」

　皇室の方々からもお祝いが届き、皇太子妃セザンヌからもお祝いが届いていた。

「素敵なものばかりいただいているわ。このお返しってどうしたらいいの？」

　侍女長と相談しながら、メルテンシアはお返しを考える。その日々は楽しいのに、なぜか涙が出るなど、感情の起伏が激しかった。

　少しずつ感情の起伏が落ち着いてくると、皇女が面会をしたいと言ってきた。メルテンシアが皇宮に出向くのはエドワードが反対し、皇女がサファイア宮に来ることになった。応接室で二人は面会し、皇女はすぐに本題に入った。

「彼が爵位の譲渡を認められ、正式にダリアン伯爵となったの。それを機に正式なプロポーズをされたのだけど」

「ええ、皇女様はどうされたのですか？」

「あの方の真剣なまなざしと、今まで真摯に向き合ってくれた姿が急に頭に流れてきて、こんなにわたくしのことを考えてくれる人はいないかもしれないと思ったの」

「つまり、お受けになったのですね」

「ええ、婚約式を開いて……もちろん、ダリアン伯爵の喪があけてからだけど。そのころには第三皇子妃も落ち着いているといいのだけど」

「ええ、何かお役目ですか？」

「付添人を頼みたいの」

　メルテンシアは驚き、すぐに返事はできなかった。

「もちろん、第三皇子と話し合い、第三皇子妃の体調がよかったらでいいのよ」

「わかりました。前向きに検討しますわ」

　皇女はその言葉に悦び、嬉しそうに帰っていった。




　メルテンシアのお腹が目立つようになったころ、皇太子妃セザンヌが無事に男児を生んだと知らせがあった。

「お祝いを考えないと！　エドワード様と相談して……」

「メルテンシア様、そんなに動き回ったらまた旦那様に怒られますよ！」

　レティスに怒られる日も増えていた。

「大丈夫よ。少しは動いたほうがいいってお医者様も言っていたから」

「お散歩程度だと聞いていますわ。走ってはいけませんわ」

　メルテンシアは肩をすくめて従うしかなかった。

　アメリアが結婚し、その結婚式には大きなお腹を抱えてメルテンシアも参列した。もちろん隣でエドワードがしっかりと見張っていた。

　月日が流れ、待ちに待ったその日がやってきた。朝から痛みを訴えるメルテンシアにエドワードはどうしていいのかわからなかったようだ。

　出産のときまで、エドワードはじっと廊下で待っていたらしい。メルテンシアは痛みに耐えながら、彼のことを気にする余裕もなかった。

　夜遅く、日付が変わってすぐのことだった。赤ん坊の泣き声が響いた。それからしばらくしてまた赤ん坊の泣き声が響いた。

「メルテンシア、お疲れ様。二人も……二人も授かったんだな」

「そ、そのようですね。エドワード様」

「見て、メルテンシア。こっちが兄、それから医師が抱いているほうが妹だ」

「エドワード様にそっくりですね」

「妹はメルテンシアにそっくりだ」

「旦那様、奥様を少し休ませてあげましょう」

　医師に言われてようやくエドワードが頷いてくれた。

「メルテンシア、かわいい天使を二人もありがとう」

　エドワードがそう言ってメルテンシアにキスをした。

　これからも二人は愛らしい子供たちと一緒に、幸せに過ごしていくだろう。

　いつまでも変わらぬ愛を誓って。








不遇な辺境伯令嬢は冷徹な騎士団長に求婚される　新婚編
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